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メダルゲーム機は小間内区分を徹底

もり割
J
A
M
M
A
、
J
A
P
E

A
、
ぷ

A
O
の
一
ぺ
協
会
か
ら

な
る
「
シ
ョ

l
委
員
会
」
(
委

員
長
目
中
山
隼
鋭
氏

・
山側セ

ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
)

な
ら
び
に
実
務
的
に
シ
ョ
ー

事長本興遺- ・量行人

角

の
A
K
H
酬
・
巡
泣
い
当
っ
て
い

る

「シ

ーロ
l
実
行
A
K
H
H
会
」

(委ハ
H
H
H
H

二
上
-
山
雌
氏

・

J
A
M
M
A
市下位
仰
い
同
長
)
で

は
さ
き
ほ
ど
の
小
山
削
減
訓

援
を
経
て
、
八
月
プ
ト
今
日

東
京

・
泌
が
関
の
点
海
大
学

校
友
会
館
に
で
「
小
川
決
定

会
」
を
聞
き
、
全
品
一版
社
の

小
間
な
ら
び
に
菌
桜
到
の
佼

題行前ア~.1-;(メン砂通信祉I!t" 2T4 ( 1 11・151l.提付

小間決定会 (8月21日)で開会のあいさつ

をする金子武司ショー要員長代行

山
山
山
を
決
定
し
た
。

同
小
削
決
定
会
で
は
七
ガ

社
の
金
子
、
篠
原
両
郎
長
が

シ
ョ

l
k官
H
H
H
M
代
行
と
な
っ

て
、
附
会
の
あ
い
さ
つ
と
し

て
小
問
削
除
の
い
き
さ
つ
と

メ
ダ
ル
ゲ
i
ム
憾
の
区
分
展

示
に
つ
い
て
の
注
品
忌
点
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
あ
と
‘

「
出
版
取
扱
規
定
」
そ
の
他

の
出
版
の
た
ぬ
の
ル
l
ル
お

よ
び
各
u
m
R
H
鎖
、
印
刷
物
の

必
明
が

J
A
M
M
A
事
務
局

な
ど
か
ら
行
会
わ
れ
た
。

と
く
に
メ
ダ
ル
ゲ
i
ム
慢

の
展
示
に
つ
い
て
は
、
小
間

内
で
明
鯵
に
M
m
分
す
る
よ
・
7

に
な
っ
て
お
り
、
"
川
悦
夜
M
刷

・ボ
仰
は
必
め
九
ゆ
い
と
し
て
い

る
。
ま
た

F
円
札
品
別
機
の

あ
る
も
の
や
風
パ
的
対
象
に
し

か
他
・
え
な
い
も
の
は
出
品
で

き
な
い
と
説
明
さ
ら
に
、

従
米
か
ら
A
M
シ
ョ

1
出
品

機
M
m
の
中
か
ら
コ
イ
ン
ギ
ャ

• 
i三1

一一一一一一
白

• 

小間割リ決定会のようす

今回のショー会場入口付近の装飾プラン(写真上、下とも}

， 

、

f 

ン
ブ
ル
機
を
排
除
す
る
試
み

が
品
川
め
ら
れ
て
き
た
(
昨
年

の
「
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
出
悼
の
定

波
」
な
ど
)
が
、
今
年
は
一τ

協
会
発
足
に
伴
う
恨
務
上
の

巡
れ
な
ど
の
削
崎
山
か
ら
従
米

'‘ 

仰
な
ど
か
ら
、
粂
件
は
多
少
る
い
は
叫
凶
作
ロ
ケ
を
忽
わ
れ
}

ち
が
つ
で
も
あ
ら
ゆ
る
シ
ノ
る
ケ
l
λ
が
あ
る
・
か
し
い
か

グ
ル
ロ
ケ
に
及
ぶ
と
さ
れ
て
ら
で
あ
る
(
も
っ
と
も
こ
れ

い
る
。
こ
の
う
ち
「
川
分
六

ら
は
立
証
さ
れ
告
い
ケ
l
ス

分
」
と
は
凶

O
%が
オ
|
ナ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
)
。
し

|
側
取
街
、
同
級
に
「
五
分
か
も
セ
ガ
社
な
ど
一
二
社
の
大

怠
分
」
と
は
折
半
、

「七

分

子
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
そ
の

三
分
」
と
は
逆
に
三

O
%が
資
金
力
の
大
き
さ
と
合
わ
せ
、

オ
ー
ナ
ー
側
取
得
(
そ
の
反
メ
ー
カ
ー
で
も
あ
る
こ
と
か

対
の
と
き
は
「
逆
七
三
」
と
ら
、
長
い
間
中
小
オ
ベ
レ
ー

ぷ
わ
れ
る
)
と
さ
れ
、
ロ
ケ
タ
ー
と
の
聞
で
意
見
の
対
立

l
シ
ョ
ン
契
約
の
煎
波
な
要
を
牛
ん
で
き
た
と
さ
れ
て
い

ぷ
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ

の

る
。

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
倒
的
を
測
今
回
の
話
合
い
は
、
以
上

る
円
安
と
も
な
っ
て
い
る
。
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
進

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
め
ら
れ
た
も
の
で
、
七
月
二

た
「
歩
端
」
は
な
地
条
件
、
十

一
円
に
東
京
、

ホ
テ
ル

・

存
M
m
、
そ
の
他
そ
の
ロ
ケ
|

ニ
ュ
ー
オ
|
タ
ニ
で
仰
セ
ガ

・

シ
ヨ
ン
の
機
能
性
や
側
似
が

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
λ
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
ち
が
・
?
?
え
い
い
、

中
山
市
帥
制
御
社
長
、
中
山
手

似
誕
令
の
心
情
一
ゃ
、
山
の
山門
川
概
況
策
本
泌
氏
の
出
席
を
仙
川

外
法
山
円
、
ル
小
光
熱
貨
な
ど
代

て
、
m
A
U
い
の
結
集
合
意
書
・

川
凸
H
M
M
を
ど
ら
ら
が
れ
加
し
.
仰
い
途
し
た
。
次
い
で
七
月

て
い
る
か
ー
ー
な
ど
砂
市
叩
以
で
・
ト
け
に
東
京

・
銀
械
の
わ

外
の
契
約
糸
川H
も
あ
る
こ
と
併
で
仰
タ
イ
ト
ー
か
ら
中
西

か
ら
、
『
品
少
申
串
」
の
み
で
治
問
般
常
務
、
必
古
川
誠
三
第
二

じ
る
こ
と
に
総
点
が
あ
る
と
れ
業
部
長
の
出
席
を
得
て
合

の
冶
嫡
も
多
い
。
に
も
か
か
怠
事
項
の
了
解
、
さ
ら
に
八

わ
ら
ず
、
「
歩
率
」
が
間
組

月
十
一
日
に
も
ホ
テ
ル

・
こ

に
な
る
の
は
、
大
手
オ
ベ
レ
ュ
l
ォ
l
デ
ニ
で
紛
ナ
ム
コ

i
タ
l
(
ニ
社
以
外
に
も
当
か
ら
奨
鋭
正
常
務
、
遠
藤
営

然
名
前
が
挙
げ
ら
れ
う
る
)
業
課
長
の
出
席
を
得
て
問
機

が
、
オ
ー
ナ
ー
側
に
よ
り
有
に
了
解
に
透
し
た
と
さ
れ
て

利
な
「
歩
率
」
を
も
っ
て
交
い
る
。

渉
し
、
そ
の
た
め
中
小
オ
ペ
こ
れ
ら
二
社
の
大
手
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
と
り
残
さ
れ
(
あ
レ
!
?
!
と
N
A
O
側
(
正

I
l
l
i
-
-
I
l
i
-
-

副
会
長
)
と
の
問
で
取
り
決

③
こ
の
他
、
荷
台
地
域
に
お
ナ
ム
コ
で
は
各
地
区
責
任
お
)
め
ら
れ
た
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

け
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は
、
各
位
し
N
A
O
側

{各
支
滞
後
得
の
過
当
競
争
問
題
に
つ

支
線
単
位
で
解
決
を
附
る
の
会

μ
)も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
い
て
の
A
口
怠
事
項
は
l.r」
州
地

が
ベ
タ
ー
で
あ
る
た
め
、

。什

に
、
広
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
げ
た
と
お
り
で
あ
り
、

N
A

支
部
の
会
合
に
は
広
山
崎
オ
ベ
山
山
附
貯
を

-
N的
に
批
縦
し

O
正
副
会
長
は
こ
れ
を
九
月

レ
1
7
1
も
必
す
参
加
す
る
。
た
り
、
品
川
、

Jmの
な
い
才
ブ

九
日
の

N
A
O第
三
刷
用
事

ザ

1
パ
ー
の
よ
う
な
扱
い
は
会
に
総
出
し
て
、
出
席
し
た

止
め
、
川
じ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

開
明
い
附
刊
行
す
る
と
し
て
い

と
し
て
地
域
の
川
脳
解
決
の
る
。
ま
え
こ
の
内
明
会
に
は

た
め
カ
を
川
川
、
し
で
も
ら
う
。

し〈
F
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
.
社
の

(こ
れ
は
、
む
ば
い
の
川
M
M
代
炎
に
も
出
席
し
て
も
ら
う

や
オ
ー
ナ
ー
側
の
似
総
な
ど
よ
う
に
し
て

H

正
式
な
H

H

拍

か
ら
く
る
間
組
発
生
を
未
然

A
n
い
を
行
な
い
、
で
き
れ
ば

に
防
ぎ
た
い
と
の
な
閃
か
ら

『業
界
内
の
協
定
」
と
い
っ

申
し
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
た
も
の
を
作

っ
て
い
く
窓
向

る

}

と

の

こ

と

で

あ

る

。

1 
l'、二環

句

4・ポ駒・』

の
山
山
展
取
級
制
椛
定
の
範
肉
内

で
、
山
山
田
明
祉
の
由
民
地
州
に
ま
っ

と
説
明
し
て
い
る

歩口
率ケ大

手
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
3
社
と
N
A
O
正
副
会
長
が
話
合
い

u・
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
卜

l
タ
l
(
N
A
O
で
は
こ
れ

オ
ベ
レ
1
9
1
協
会
(
本
部

を

「地
方
J
4

ベ
レ
l
タ
i
」

点
京
、
内
閉
山
間
会
長
、

M
m
林
と
名
付
け
て
い
る
}
の
聞
で

N
A
O
)
の
正
訓
会
長
は
、

u
t
り
う
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
磁

同
協
会
の
い
う
「
広
峨
オ
ベ
併
の
過
当
鋭
争
問
題
に
つ
い

レ
I
タ
l
」
で
あ
る
大
手
オ
て
、

「
レ
ン
タ
ル
歩
率
」
を

ベ
レ
ー
タ
ー
で一
社
(
セ
ガ
社
、
故
低
凶
分
六
分
に
設
定
す
る

タ
イ
ト
l
、
ナ
ム
コ
)
と
そ
な
ど
り
合
怠
事
項
仰
を
と
り

れ
ぞ
れ
ト
ッ
プ
会
談
を
進
め
、
ま
と
め
た
。

て
き
た
が
、
大
手
オ
ベ
レ

i

N

A
O
の
い
う
「
レ
ン
タ

タ
ー
と
そ
れ
以
外
の
オ
ペ
レ
ル
歩
率
」
と
は

S
C
や
繁
犠

①

ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
レ
ン
ヂ
ル
少
棋
は
品
低
を

4
分
6
分
と
す
る
。
万

.
そ

れ
以
・
ト
の
歩
本
契
約
が
必
波

の
酬
明
介
、
本
社
・
泌
総
あ
る
い

は
本
社
の
刈
門
氏
印
行
が
検

討
・

nJ叶
す
る
β
パ
を
と
る
。

(こ
れ
は
地
み
司
ベ
レ
l

ur

-
uよ
ぴ
出
城
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
を
合
む
N
A
O
A
K会
川
が
、

4
分
6
分
を
遵
守
す
る
と
の
も
紛
介
さ
れ
た
)

山
例
制
叫
条
件
の
も
と
で
の
A
H
品
川
@
紛
制
阿
川
山
を
.
般
オ
ベ
レ

で
あ
る
。
な
お
、

4
分
6
分

|
タ
ー
に
版
光
す
る
前
に
、

の
歩
中
は
、
あ
く
ま
で
業
界
そ
れ
に
よ
っ
て
他
社
叫凶作目
胎

の
段
低
ラ
イ
ン
と
い
う
こ
と
に
似
入
す
る
よ
う
な
こ
と
は

で
拠

J

ぶ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
行
な
わ
な
い
。

物
品
価
や
地
川
崎
、
府
舗
の
す
・
地

条
件
、
オ
ー
ナ
ー
側
と
の
契

約
内
終
に
よ
っ
て
製
実
に
は
、

そ
れ
以
ド
で
な
け
れ
ば
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
は
や
っ
て
い
け
な

い
と
の
ず
|
ず
が
あ
る
，
』
と

ロ
ケ
獲
得
過

当
絞
争
問
題

叫
聞
な
ど
で
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
、
オ
ー
ナ
ー
側
と

の
取
り
決
め
で
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
収
入
{
光
上
げ
)
か
ら

オ
ー
ナ
ー
側
に
収
め
る
バ

l

セ
ン
テ
イ
ジ
を
意
味
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
-

般
に

A
M
機
の
遠
山
国
に
は
こ

う
し
た
オ
ヘ
レ

l
シ
ョ
ン
形

態
は
多
く
、
進
附
さ
れ
る
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
S
C
、
繁
車
中

H

合
意
事
項
H

-』
の
ぬ
合
、
そ
の
治
山
崎
の
u
H

M
同
信
が
出
席
す
る
。

(
側
セ

ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

で
は
地
w
n
部
長
あ
る
い
は
符

灰
長
、
側
タ
イ
ト
ー
で
は
、

エ
リ
7
7
・手
l
ジ
ャ
l
、山側
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電気用品取締法の体系図
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( 3 ) 

る.JAMMAの会員ら

ややややややみやややややややややややψやや

取締法説明会」

ややややややややややややややや

日
本
ア
ミ
ュ

l
ズ
メ
ン
ト
や

マ
シ
ン
工
業
協
会

(事
務
局
中

H
東
京
都
千
代
悶
区
永
岡
町
中

一
の
十
の
二
、
T
B
R
ビ
ル
、

川

合
五
九
一
ニ

l
ご
五
六
三
、
中
川

付
税
裁
会
長
、
正
会
員
数
七
や

1
八
社
、
略
称

J
A
M
M
A
)・や

で
は
、
八
月
一
十
日
、
東
京
中

践
が
関
の
東
海
大
宇
校
友
会
中

館
に
て
「
電
公
用
品
取
締
法
や

必
明
会
』
を
開
催
。
A
4
M
か
J
吋

ら
間
十
数
名
の
業
者
が
集
ま

ん川

リ
、
熱
心
な
会
合
と
な
っ
た
。
い

こ
れ
は
十

μ
六
日
か
ら
=
中

A
M
シ
ョ
ー

を
目
前
に

，、

、

司

気用品0AMMA主催「附一一

~l.@事業者

(怯輯却皇)

1111 

(怯郁21~)
-ーーーー「

販売の制限

(甑?1!U:曹)

嗣

r-

L_ -， 
惚議議?tつ

技術1l~私i迎合義務

{詰蔀22::')

検査漆務

電
気
用
品
取
締
法
制
定
に

mロ
聞
の
製
造
者
、
販
売
事
業

至
る
経
絡
の
概
略
に
つ
い
て
者

(輸
入
事
業
者
も
含
む
)

は
、
ま
ず
大
五
五
年
、
電
気
の
ほ
か
、
従
気
工
事
法
の
適

試
験
所
で
は
電
気
用
品
削
宅
地
問
を
受
け
る
名
、
向
家
用
電

工
業
の
振
興
と
製
品
の
向
上
気
工
作
物
地
役
者
、
電
気
事

を
図
る
た
め
に
泣
気
用
品
試
業
者
(
屯
力
会
社
)
に
も
放

験
規
則
を
制
定
し
、
電
気
山
間
ぷ
。

同
聞
の
依
頼
試
験
に

応

ず

る

制

電

公
用
品
と
は
、
従
公
を

度
を
作
っ
た
。
当
川
町
、
不
良
川
肌
別
し
て
物
の
別
に
供
す
る

従
U
A
用
品
が
よ
く
火
災
の
原
も
の
で
、
間
T
M
刊
電
気
朗
旧
聞
と

闘
と
な
っ
て
い
た
た
め
東
京
乙
強
電
気
別
問
聞
と
に
分
類
さ

従
縁
側
が
大
正

l
-
一年
目、

従

れ

て
い
る
。
叩
緩
電
気
山
間
間
川

公
用
問
聞
の
例
別
試
験
を
始
め
、

と
は
、
同
桝
逃
ま
た
は
俊
則
方

瑚
立
年
に
は
型
式
泳
認
を
夫
総
。
法
そ
の
他
の
使
用
状
況
か
ら

こ
れ
が
包
取
法
の
も
と
で
あ
み
て
、
特
に
危
険
ま
た
は
附

る
と
晋
因
わ
れ
て
い
る
。
則
的
初
径
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
多

十
年
に
逃
畑岡
市
刊
が
一辺
気
用
品
い
氾
気
附
同
聞
で
ゐ
っ
て
、
乙

取
締
規
則
を
制
定
、
法
規
に
硲
電
気
府
間
聞
と
は
中
根
従
気

よ
る
電
気
回
川
口聞
の
取
り
締
ま
府
品
以
外
の
従
公
用
品
と
な

り
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

現
花
で
は
、
叩

リ
、
マ
マ
ー
ク
が
で
き
た
。

附
刊
電
気
周
回
聞
の
対
象
品
目
は

こ
の
時
め
電
公
周
回
聞
の
対
象
内
百
五
円
山
円
、
乙
秘
従
r
A
m

は
主
に
一
泡
線
、
配
線
総
一具
、
ロ
聞
の
対
象
は
七
十

百
聞い円
で

変
圧
総
主
ど
の
材
料
的
な
も
あ
る
。

の
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十

年

遊

戯
機
械
の
多
く
は
、
伎

に
陶
工
省
託
公
用
品
審
資
会
問
者
の
形
態
、
維
持
管
制
町
、

(現
殺
の
試
験
所
の
前
身
)
訟
白
場
所
な
ど
か
ら
、
中
川
慨

が
発
足
し
、
認
定
製
品
に
⑤
電
気
用
品
と
ん
一止
め
ら
れ
て
い

マ
1
7
表
示
義
務
を
課
し
た
。
る
。

昭
和
三
十
年
代
に
な
っ
て
家
な
お
、
関
係
分
は
下
の
ポ

庭
電
気
製
品
の
普
及
と
と
も
に
て
明
甲
山
し
て
い
る
。

に
そ
の
安
全
簡
が
問
題
と
な

り
、
不
良
む
気
用
品
の
取
締

行
政
の
改
撃
に
努
め
て
い
た

通
尚
産
業
中
日
は
、
法
律
と
し

て
電
気
用
品
取
締
法
を
制
定

し
、
昭
和
三
十
七
年
八
月
か

ら
施
行
し
た
。
以
後
、
消
費

生
活
向
上
と
技
術
革
新
に
よ

り
電
気
周
回聞
の
普
及
が
著
し

く
な
り
、
級
感
問
問
も
出
回
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
消
費
者
保

設
の
強
化
を
図
る
た
め
、
判
明

夜
ま
で
数
回
の
改
正
が
行
な

わ
れ
て
き
て
い
る
。

定
取
法
は
、
従
rA
用
品
の

製
造
、
販
売
、
使
用
に
闘
し

て
規
制
を
加
え
、
そ
れ
に
よ

っ
て
不
良
品
に
よ
る
火
災
、

感
彼
等
の
危
険
や
雑
背
に
よ

る
附
山
む
な
ど
を
防
止
す
る
こ

と
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
規
制
の
対
象
は
、
電
気

A
口
絡
し
た
の
が
六
回
・=一
%。

こ
れ
に
対
し
滋
政
機
関
係
の

そ
れ
は
一
四

-
-一
%
と
非
常

に
低
い
A
H
絡
容
に
な
っ
て
お

り
、
人
口
絡
し
た
も
の
の
う
ち

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
改
替
を
必

要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

別
式
認
可
の
布
効
期
間
は

電
気
胸
回
開
ご
と
に
政
令
で
定

め
ら
れ
て
い
る
。

マ
引、

官v

川問
、冒
V
M
N
な
ど
の
有
効
期
間

は
五
年
間
で
、
有
効
期
間
内

に
吏
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、

そ
の
効
力
は
失
わ
れ
る
。
認

可
児
叫
相
手
続
き
お
よ
び
校
臨刑

法
訟
な
ど
は
型
式
認
可
の
場

合
と
問
機
だ
が
、
試
験
則
の

製
品
は
そ
の
有
効
期
限
が
切

れ
る

一
年
以
内
に
製
造
し
た

も
の
が
刈
仏
軍
と
な
る
の
で
、

有
効
期
限
が
切
れ
る

M
の

一

年
前
か
ら
更
新
手
統
き
が
で

き
る
。
な
お
小
川
認
可
を
受
け

た
製
品
の
認
可
孫
号
は
旧
得

号
の
ま
ま
で
、
一
内
ぴ
。旬
報
に

使 用の;f，IJ~J'l 

O電抗4.草者
。自草川屯賀正w.物
語i!lr. 
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:フ}~i主

事
業
区
分
に
従
つ

て
の
登
録
の
義
務

甲掛世
市
叫
気
朋
口
附
の
製
造
の

事
業
を
行
な
お
う
と
す
る
者

は
、
所
定
め
い
山中
業
区
分
に
従

っ
て
通
商
品
開
業
大
隠
の
畿
録

(こ
れ
を
「
製
造
事
業
者
受

録
」
と
呼
ぶ
)
を
受
け
、
さ

ら
に
省
令
で
定
め
る
担
式
の

区
分
に
従
っ
て
製
品
の
型
式

の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、

製
造
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い

る
。
完
成
円
山
を
製
造
す

る
事
業
坊
で
為
れ
ば
、
下
総

け
で
あ
っ
て
も
登
録
の
義
務

が
あ
る
。

事
業
区
分
は
二
十

一一
区
分

あ
っ
て
、
遊
戯
機
の
製
造
事

業
の
場
合
は
下
の
表
の
と
お

り
マ
引
の
電
動
機
応
用
機
械

岡山
具
、
マ
川
刊
の
光
源
応
用
機

械
総
目
前
、
官
V
M
m
の
屯
了
応
用

機
械
器
具
の
ほ
ぼ
二
つ
の
製

造
事
業
灰
分
に
入
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
の
絞
録
義
務

が
あ
る
。

中
前
は
、
事
業
所
の
所
在

地
に
よ
り
、
州H
帥
柑
区
域
の
泌

耐
州
産
業
局
も
し
く
は
通
商
品
陀

業
大
陸
に
申
続
開
u
を
提
出
す

れ
ば
よ
い
。
た
だ
し
条
件
と

し
て
、
安
令
な
製
品
が
で
き

る
よ
う
省
令
で
定
め
た
製
造

設
備
と
検
併
設
備
を
備
え
、

そ
れ
ら
設
備
は
所
定
の
技
術

基
滋
に
迎
合
し
て
い
る
こ
と

。が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
設
備
法
畿
が
適
切
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
業
者
に

は
荻
録
証
が
交
付
さ
れ
る
が

過
去
に
電
公
用
品
関
係
の
法

令
に
逃
反
な
ど
が
あ
っ
た
業

者
は
、

一
定
期
附
笠
録
を
受

け
ら
れ
な
い
ζ
と
に
な
っ
て

(例数)

。

とりさH

。
。

不合絡

55年度(54年 4月-55年 3月)の試験状況
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告
示
さ
れ
る
。

認
可
さ
れ
た
製
品

は
マ
マ
l
ク
表
示

別
ム
式
認
可
を
受
け
た
別
問
聞

に
は
、
販
売
す
る
以
前
に
必

ず
定
め
ら
れ
た

H
式
に
よ
る

淡
示
を
す
る
こ
と
が
義
務
づ

同
国
凶

今
凶
の
電
気
川
悶
間
取
締
法

制品
明
会
に
お
け
る
講
演
内
谷

は
縦
略
お
記
の
と
お
り
て
あ

る
が
、
そ
の
中
で
参
加
者
の

質
問
や
怠
-見
に
よ
り、

制也
取

法
に
よ
る
規
制
の
現
状
な
ど

に
つ
い
て
当
局
の
考
え
方
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
主

な
内
谷
は
次
の
と
お
り
で
あ

。
'hv ま

ず
従
取
法
改
正
の
動
き

に
つ

い
て
だ
が
、
現
存
進
め

ら
れ
て
い

る
行
政
改
革
で
待

認
可
関
係
も
刈
象
に
な
っ
て

お
り
、
大
勢
と
し
て
は
そ
の

講師の深見雅人氏 (資源エネルキ

ー斤公益事業部妓術課・係長)
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合

A 
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け
ら
れ
て
い
る
。

申
徹
也
公
用
品
に
つ
い
て

は
、
マ
マ
ー
ク
と
型
式
ご
と

の
剛山
式
認
可
徐
号
、
そ
れ
に

酬を
埠
事
業
者
名

(あ
る
い
は

輸
入
業
者
名
)
を
必
ず
表
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

通
産
大
臣
の
泳
認
を
仰
れ
ば

笠
録
陶
標
や
見
て
わ
か
る
桜

皮
の
略
称
も
使
う
こ
と
が
で

術
部品
化
の
方
向
に
あ
る
。
そ

ミ
で
従
取
法

L
-応
、
行
政

改
v
阜
の
検
討
対
象
に
含
ま
れ

て
い

る
。
具
体
的
な
検
討
事

項
と
し
て
は
、
別
式
認
可
の

宥
効
期
間
の
従
長
と
か
、

一

部
の
叩
鰻
氾
気
川
円
聞
を
乙
品
川

電
公
用
品
に
含
め
る
と
か
の

訴
も
山
て
い
る
よ
う
だ
が
、

今
の
と
こ
ろ
は
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
。

屯
気
用
岡
山
め
伎
拙
刑
法
、
織
に

つ
い
て
は
.
川一日山
に
見
必
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

9、交流活動機応用機械T.器具 マ91-5年

可1 (iJz絡ACI00-300V、50/60Hz) 
m動式おもちゃ (屯公乗物、電気遊戯盤、そ

の他)、食品自JIiiJH反売機

10、光il血此、問機械総具 マ94-5年

(5tf白AC 100-300V、50/60Hz) 

平r~ 光線応用遊戯器具

11、ft下応JjJ機f成総兵 マ95-~ 51; 
(定絡ACI00-300V、50/60Hz) 

屯子応月j遊戯苦器具(TVゲーム機など)

1、111扮&1.ιm機1波器具 ⑤ 
乙 ( iiZ格AC 100-300V、50/60Hz)

硬貨:十数機、 自動販先機、日司令外機

3、電子応刷機械器具 ⑤ 
や1i (定絡AC 100-300V、50/60Hz) 

ジュークポ yクス、その他音響機総

電気用品の品名・型式の区分

表示の方式・有効期間(関係分のみ)

い
司
令
。

認
可
申
請
は
指
定

試
験
機
関
へ

則市式
認
可
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
指
定
試
験
機
関

(後

述
)
に
試
験
巾
翁
を
す
る
と

い
う
手
続
き
方
法
が
と
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
型
式
区
分

に
つ
い
て
省
令
で
定
め
る
校

術
法
準
に
適
合
し
て
い
る
か

ど
う
か
の
検
官
官
を
受
け
、
そ

れ
に
A
円
絡
す
る
と
試
験
機
関

で
合
総
統
を
貼
付
し
て
型
式

総
可
手
続
き
を
代
行
し
て
く

れ
る
。

申
時
間
耐叫
気
用
回
聞
の
輸
入
手

掛
滑
を
行
な
う
者
は
登
録
の
義

務
は
な
い
が
、
販
売
し
よ
う

と
す
る
製
品
に
つ
い
て
は
製

造
事
業
者
と
同
様
の
惣
式
認

可
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
技

術
法
準
に
迎
合
す
る
も
の
を

販
売
す
る
義
務
が
あ
る
。

型
式
の
区
分
だ
が
、
電
子

応
用
遊
戯
務
円
討
を
例
に
と
る

と
、
次
の
硝
京
中
京
の
迷
い
に
よ

っ
て
そ
の
区
分
が
決
ま
る
。

定
絡
電
圧
、ム定
格
消
費
也
力
、

ブ
ラ
ウ
ン
管
の
寸
法
、
ブ
ラ

ウ
ン
管
の
橡
類
、

mm
滋
板
、

%と

zv
。

同開
同
に
よ
っ
て
ぷ
示
す
べ

き
こ
と
を
指
定
さ
れ
る
事

-m

は
、
{一止
格
泡
底
、
定
裕
也
流

ま
た
は
定
仙
相
官
廿
μ
皿
、
内
心
絡
遮

断
定
流
、
定
格
周
波
数
‘
定

格
短
絡
泡
流
、
定
絡
消
費
電

力
、
定
格
叫
川
問
、
そ
の
他
締

法
わ
ね
よ
ぴ
屋
外
、
以
内
な
ど

の
用
途
等
と
な
っ
て
い
る
。

乙
般
電
気
用
品
に
つ

い
て

も
、
事
業
開
始
の
届
山
山
、
技

術
基
準
の
通
A
n
な
ど
と
と
も

に
、
⑤
の
マ
ー
ク
お
よ
び
製

造
事
業
者
な
い
し
紛
入
卒
業

者
名
、
定
絡
一電
圧
、
定
的
冊
消

費
電
力
な
ど
を
淡
一示
す
る
も

の
が
ゐ
る
。

表
示
の
方
式
は
表
山
の
見

や
す
い
倒
所
で
、
申
廿
易
に
消

え
た
り
、
は
が
れ
た
り
し
な

い
も
の
と
い
う
規
定
が
為
る

の
で
、
金
属
板
を
使
う
の
が

よ
い
。
シ
ー
ル
な
ど
は
望
ま

し
く
な
い
。

こ
の
マ

マ
ー
ク
、
⑤
マ
ー

ク
の
確
認
義
務
は
、
販
売
事

業
者
に
も
諜
せ
ら
れ
て
お
り
、

表
示
の
な
い
も
の
を
版
先
し

た
リ

リ
ー
ス
し
た
り
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ヲ
Q

。

係
議
板
の
材
料
、
フ
ラ
イ
パ
は
、
仰
い
八
認
可
が
必
要
な
い

ツ
ク
変
圧
緩
め
掛
川
級
、
絶
縁
場
合
が
あ
る
。
遊
戯
機
械
の

変
圧
器
、
絶
縁
変
圧
緩
め
巻
場
合
、
マ
引
の
近
動
力
応
用

線
の
絶
縁
の
級
制
刷
、
器
休
ス
遊
戯
叫
M

n
R

に
あ
っ
て
は
、
遊

イ
ッ
チ
、
総
休
ス
イ
ッ
チ

の

戯

の
目
的
が
主
と
し
て
↑也
動

機
作
の
方
式
、
総
体
ス
イ
ツ

出問
、
L
屯
磁
振
動
総
等
に
よ
リ

チ
の
被
占
…
の
材
料
、
附
属
電

迷
せ
ら
れ
る
も
の
は
必
ず
必

動
機
、
附
属
電
動
機
の
緩
類
、
要
だ
が
‘州
問
、え
ば
変
圧
線
が

附
属
電
動
機
の
外
被
、
附
属

あ
っ
て
も
ソ
レ
ノ
イ
ド
や
モ

電
動
機
の
浴
抽
帽
の
絶
縁
の
磁
|
タ
ー
の
な
い
ゲ
|
ム
機
は

類
、
充
電
式
電
池
、
外
か
く
型
式
認
可
を
受
け
る
必
要
は

の
材
料
、
使
用
場
所
、

コ
ー

な
い
。
ま
た
マ
仰
の
光
州
即
応

ド
と
の
級
統
の
方
式
、

二
重

別

遊

戯

削府
県
は
、
映
ιrサ
装
山
一也

絶
縁
、
な
ど
。
こ
の
・
ヲ
ち
ど

ま
た
は
反
射
般
彩
装
泌
を
有

れ
か
一
つ
の
要
繁
や
各
安
紫
す
る
も
の
に
限
定
さ
札
、
マ

に
つ

い
て
の
灰
分
が
変
わ
っ

%
の
也
子
応
刷
遊
戯
総
兵
は
.

て
く
れ
ば
、
当
然
形
式
も
変
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
有
す
る

L
の

わ
っ

て
く
る
の
で
、
改
め
て
ま
た
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信

形
式
認
可
が
必
要
に
な
る
。
機
に
接
続
し
て
M
K
m
す
る
も

製
造
事
業
者
は
、
型
式
認
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。

可
を
受
け
て
製
造
し
た

製

品

指

定

試
験
機
関
は
、
交
流

に
つ

い
て
検
資
義
務
が
現
時
せ
従
動
機
等
応
刷
機
械
総
田
川
(屯

ら
れ
、
刑
中{式
認
可
の
規
定
に
気
遊
戯
加
盟
、
従
父
乗
物
)
の

反
し
た
場
合
は
認
可
が
取
り
場
合
は
川
明
日
本
電
H
A
M
古
川
試

消
さ
れ
、
受
録
の
取
り
消
し

験
所
、
光
源
応
附
機
械
滞
日
計

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
技
術
の
場
合
は
側
日
本
写
真
機
光

法
準
に
迫
反
し
て
い
る
と
き
ハ
イ
機
線
検
併
協
会
、
電
子
応

に
は
、
ま
ず
改
普
命
令
が
山
山
用
機
械
総
勢
の
場
合
は
刷
機

さ
れ
、
そ
れ
を
ん寸
ら
主
い
州
場
械
氾
JT
仏
制
作
協
会
と
な
っ
て

A
口に
は
業
務
停
止
命
令
を
受
い
る
。
な
お
五

1
五
年
度
の

げ
る
。

試
験
状
況
は
次
ペ

ー
ジ
中
は

な
お
規
定
め
別
式
一以一
分
の
ど
の
表
の
と
お
り、

金古
川
H

主
要
地
点
に
含
ま
れ
も
い
も
の
で
は
故
報
回
な
し
に
そ
の
ま
ま

販
売
し
な
い
特
殊

用
途
は
例
外
承
認

例
外
添
認
と
は
、
特
定
の

m途
に
使
用
さ
れ
る
甲
種
電

ン
バ
朋
回
聞
を
製
造
す
る
坊
A
口、

す
な
わ
ち
第
十
九
回
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
シ

ョ
ー

な
ど
の
出
後
期
の
機
憾
な
ど
、

彼
刷
場
所
、
期
間
、
機
械
、

台
数
が
似
ら
れ
‘
販
売
し
な

い
と
い
う
条
件
で
あ
れ
ば
、

通
産
大
鹿
の
象
認
を
得
れ
ば

型
式
総
可
を
受
け
主
く
て
も

展
示
で
き
る
。

例
外
ホ
認
の
申
舗
に
つ
い

て
は
、
製
造
事
業
者
殺
録
を

受
け
た
年
月
自
、
そ
の
登
録

径
号
、
抗
日
且
録
を
受
け
た
卒
業

灰
分
、
間
T
M
刊
電
公
周
回
聞
の
品

%、
叩
稔
一屯
気
用
口
聞
の
構
造
、

材
質
、
性
能
の
刑判
夜
、
象
認

を
巾
請
す
る
理
的
、
叩
師
限
定

公
用
品
の
用
途
お
よ
び
製
法

予
定
数
話
、
山
間
品
名
、
工
場

ま
た
は
事
業
場
の
名
称
お
よ

び
所
在
地
な
ど
を
、
日
本
工

業
相
刷
物

B
5
判
で
通
産
大
隠

あ
て
に

一
通
山
中
総
す
れ
ば
よ

い
。
あ
く
ま
で
例
外
渉
認
な

く
注
恕
さ
れ
た
い
。

た
だ
T

V
ゲ
ー
ム
機
の
場

合
、
一b
卜
三
年
主
月

}
日
の

政
令
改
T
1
に
よ
リ
、
そ
れ
ま

で
マ
似
の
中
の
従
気
遊
戯
然

現
夜
、
そ
の
動
き
は
主
い
。

に
含
ま
れ
て
い
た
の
が
、
新

次
に
型
式
認
吋
の
関
係
て
、
た
に
追
加
区
分
さ
れ
た
冒
V
Mm

慰
式
区
分
を
逸
脱
し
て
い
な
の
中
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
・

が
ら
・
冗
の
認
可
喬
号
で
販
売
そ
の
た
め
現
在
、
ま
だ
布
効

し
た
場
合
、
例
え
ば
モ
ー
タ
期
間
内
に
あ
る
マ
引
の
T

V

ー
の
な
い

T
V
ゲ
l
ム
機
の
ゲ
|
ム
機
も
あ
り
、
こ
札
は

型
式
認
可
番
号
を
、
モ
ー
タ

今

の

マ
%
の
別
式
区
分
と
は

ー
の
あ
る
T

V
ゲ
l
ム
機
に
少
し
巡
う
の
で
、
そ
の
点
の

そ
の
ま
ま
使
川
し
た
り
.

M

U注
怠
も
要
す
る
。

勺

T

V
モ
ニ

タ
ー
の
T

V
ゲ
改
造
の
関
係
に
つ
い
て
だ

|
ム
機
の
型
式
認
可
番
号
で
、
が
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
貿
っ
た

初
勺
T

V
モ
ニ

タ
ー
の

T

V

制
皆
川
に
改
造
を
加
え
た
も
の

ゲ
ー
ム
機
を
烈
述
、
販
売
し
が
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、

た
場
合
は
、
明
ら
か
に
%
取
改
造
し
た
こ
と
が
係
閣
で
あ

法
違
反
と
な
る
の
で
よ
く
よ
れ
ば
、
当
然
そ
の
改
造
し
た

日
間
、
東
京
晴
海
で
聞
か
れ

や

る
第
十
九
回
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ

中

ン
ト
マ
シ
ン
ン
ョ
ー
を
間
近
J
叫

に
按
え
て
、
こ
れ
を
機
に
竜

山

気
用
品
取
締
法
を
問
品
川
に
進

い

守
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
問

中

拙
附
さ
れ
た
も
の
e

中

三
上
一
級
事
務
局
長
の
聞

や

会
の
俗
、
福

m哲
夫
一也
取
対

や

策
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

中

通
商
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ

4

1
庁
公
益
事
業
部
校
術
総
の

一一山

深
見
雅
人
係
長
を
講
師
と
し

恥

て
約
二
時
間
に
わ
た
り
説
明

中

会
が
続
け
ら
れ
た
。

や

会
合
後
半
で
は
、
J
A
M
や

M
A
会
貝
か
ら
あ
ら
か
じ
め

や

提
起
さ
れ
て
い
た
質
問
要
望

中

豪
雨
明
に
つ
い
て
の
回
答
が
あ

川

り
、
も
っ
ぱ
ら
勿
即
日
制
倒
仰
な

μ

型
式
ゑ
認
の
総
題
と
一
法
巡

中

守
に
つ
い
て
の
示
唆
が
な
き

ゃ

れ
た
。
こ
の
説
明
会
で
の
深

や

見
氏
の
織
桜
内
容
は
下
め
と

や

お
り
。

ゃ

令

令

令

令

や

令

令

令

令

や

や

や

令

や

令

令

令

L
で
令
令
令
L

で
令
》
令
令
や
長
晶

「
l
U

H

ハH
i
l
l
i
-
-

「
」

砂
子

側
一
札
一

哨

E

常

一剛
一一計

一
掃
-u
-
E
V剛一

第
一
命
一
和
一一郎

一一同
一
例
一
…師
一
例
一

俄
一
将

一
ω一純
一

一
研
一
一

線一

一
改

一

一刻

一

一
A

一
戸
れ
じ

一
γ
l
L
3l

i

-

-

一
「
l
L
3'
1
時
「
1
1

i

一

二

一同
州
い
い
i
f
-
-
L

二

一

「I
l

与
J
1
1

十
「
1
1

1
1
1
1
1

二
一
「
日
川

hhu
r込
斤
ハh
uf
L

ζ

r

L
f
1
1
1
1
1

1

L

く「
1
ふ
主「
1
1
1
1
L

一

「
ふ
〆1
1
1
1
1
1
1
k
rヶ
i
'
L
i
f
t
-
-
L
7
1
1
1
L

「
1
1
1
1
1
1
1
L
ヲ

J
t
'
t
‘L
-

-

F

一

-
-
，t
』一

「1

一

作
上

マ
洲

一

上

町

山

川
l
一可
持

}
瓦

蜘
長
一認

作

徽

一
の

一
紘
一式

酬

側

一Z
小

l

-

型

削

事

取
法
も
対

ホ
ッ
パ

l
っ
き
T

V
ゲ
l
ム
機
な
ど
問
題
点
明
ら
か
に

，.. 
高

の
で
、
販
売
す
る
に
は
型
式

認
吋
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
一
言
う
ま
で
も
な

、。
-
V
 

な
お
迎
式
認
可
を
受
け
て

い
な
い
も
の
、
袋
一亦
の
な
い

む
の
、
お
よ
び
例
外
ゑ
認
を

受
け
た
も
の
は
、
販
売
は
む

ち
ろ
ん
、
販
売
を
目
的
と
し

た
陳
列
は
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
芯
昧
で

カ
タ
ロ
グ
販
売
や
広
告
掲
載

に
よ
っ
て
販
売
を
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
逃
反
の
対
拍
車
と
な

。ヲ
。

電
気
用
品
取
締
法
地
行
規

則
の
区
分
内
の
項
目
内
容
な

ど
不
慾
A
U
性
に
つ
い
て
は
、

次
聞
の
改
正
の
と
き
に
盗
官
製

怠
見
を
」
1

分
反
映
さ
せ
て
検

討
を
加
え
て
い
き
た
い
と
し

て
い
る
。

以
上
、
電
取
法
と
関
連
規

定
の
理
解
を
少
し
で
も
深
め

て
、
遵
守
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

(な
お
従
気
用
品
取
締
法

の
関
係
分
の
依
す
い
と
マ
川
町
、

官
v
h問
、官
V
M
N
の
叫
枠
制
な
型
式

区
分
に
つ
い
て
は
、
本
号
の

ね
ペ
l
ジ
以
下
に
掲
載
し
て

い
る

H
編
集
部
)

4
0
に
民
事
上
の
賀
川
耽
が
及
ぶ

こ
と
に
な
る
。
必
ず
し
も
メ

ー
カ
ー
の
責
任
で
は
な
い
。

別
式
認
可
を
受
け
ず
に
販

売
さ
れ
て
い
る
も
の
の
取
り

締
ま
り
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

が
登
録
業
者
で
あ
れ
ば
当
然

通
産
省
が
行
政
処
分
を
し
、

澄
録
し
て
い
な
い
者
で
あ
れ

ば
響
曲
常
に
告
発
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
た
だ
通
産
省

と
し
て
は
予
算
や
人
員
而
な

ど
内
部
的
な
事
情
も
あ
り
、

そ
の
笑
態
把
握
も
ほ
と
ん
ど

で
き
な
い
状
態
に
あ
り、

ま

た
電
取
法
の
規
制
範
聞
も
絞

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
取
り

締
ま
り
に
は
難
し
い
而
が
あ

る
の
で
業
界
側
の
協
力
が
強

く
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
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〈パビリオン〉の設けられた『北陸こどもf専』会場のようす

宮山紙閉会館

〆〆

月2団 (1日 15[1 )発行

5
年
ぶ
り
に
関
か
れ
た
高
岡
の

「
北
陸
こ
ど
も
博
」
が
大
盛
況

r~t陸こどもI専J の会場見とり図

h

あ
す
を
ひ
ら
く
縦
と
チ

の
広
場
υ

を
メ

l
ン
テ
!

?

に
し
た

「北
陸
こ
ど
も
隙
」

(官
川山
県、

高
岡
市
、
北
回

新
聞
、
市
山
新
聞
批
ハ
岬
附
)
が

七
月
二
l
五
日
か
ら
八
月
一
-

十
日
ま
で
の
三
十
七
日
間、

高
岡
市
の
尚
阿
古
川
城
公
悩
で

附
か
れ
、
こ
れ
に
泉
陽
興
業

側

(本
社
大
阪
、
山
山
一二
郎

社
長
)
が
遊
凶
施
設
と
ゲ
ー

ム
肌帽
を
附
設
し
、
山
側
ナ
ム

コ

{本
社
東
以
、
中
村
総
裁
社

長
)
が
パ
ピ
リ
オ
ン

「
ロ
ボ

y
ト
館
」
を
巡
討
し
た
が
、

い
ず
れ
も
「
ど
も
た
ち
の
歓

声
の
的
に
な
り
、
ふ
八
銭
況
と

な
っ
た
。

「北
陸
こ
ど
も
降
」
は

μ

年
前
聞
か
れ
た
問
問
問
と
同
じ

岡
崎
所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
メ

ー
ン
広
場
の
小
竹
や
ぶ
に
は

北
陸
電
力
に
よ
る
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
餓
」
、
電
電
公
社
に
よ

る

「
も
し
も
し
ひ
ろ
ば
」
、

ナ
ム
コ
に
よ
る

「
ロ
ボ

ッ
ト

館
」
の
二
つ
の
テ
ン
ト
式
パ

/
 

ビ
リ
オ
ン
と
、
こ
れ
を
取
り

券
く
よ
う
に
各
般
遊
戯
純
設

が
泉
紛
興
業
い
よ

っ
て
展
開

さ
れ
た
。
オ
ー
プ
ン
初

nか

ら
問
陣
は
チ
ど
も
た
ち
の
人

気
を
絞
め
、
山
円
ち
き
れ
な
い

よ
う
に
繰
り
出
し
た
少
年
少

女
た
ち
が
ロ
ボ
ッ
ト
鮮
や
テ

レ
ビ
電
話
に
入
国
む
を
つ
く
り
、

綱
わ
た
り
な
ど
サ
ー
カ
ス
を

す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
す
ば
ら

し
さ
と
不
思
議
さ
に
感
峻
の

声
を
あ
げ
た
。
ま
た

コ
ン
パ

ニ
オ
ン
の
む
姉
さ
ん
に
納
出
向

す
る
ま
で
説
明
を
聞
い
た
り
、

時
に
は
メ
モ
を
と
る
チ
ど
も

も
い
た
り
、
ま
さ
に

H

よ
く

遊
び
よ
く
学
ぶ

h
f
ど
も
た

ち
の
舷
古川
の
夏
休
み
と
な

っ

た
。
な
お
入
ぬ
料
は

ニ
歳
以

上
内
百
円
、
小
学
生
六
白
円
、

小
学
生
八
白
円
、
高
校
生
以

上
千
円
と
有
料
だ
っ
た
、
か
、

八
月
中
旬
を
ピ
!
?
に
も
の

す
ご
い
人
山
と
な
り
感
況
ぶ

り
を
示
し
た
。

ぷ
防
興
業
に
よ

っ
て
展
開一

ROLLER TRON OSAKA CORPORAT10N 
大阪市束、泡H区東中島1-12-33ft(06)325-3843側

ROLLER TRON CORPORAT10N 
東京都新宿区西早稲田2-20-1ft(03)204-0469側
20・1，2・chomeNishiwaseda Sinjuku-ku Tokyo Jaρan 

Higashinakajima. Higashiyodogawa-ku Osaka Japan 
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さ
れ
た
遊
戯
施
設
の
内
わ
け

上
ナ
古
川
は
本
分

「話
題
の

マ

は
次
の
と
お
り
で
、
利
則
科
、
ン
ノ
」
で
咋
川知叩
)
、
⑩
テ
ン

金
は
む
よ
そ
百
円
か
ら
]一百

ト
必
り
の
「
ゲ
l
ム
コ
l
ナ

円
。
①
高
さ
-
一卜E
U
の

大

観

|
」
の
l
ヵ
所
。
と
く
に
鋤

覧
車
「
ワ
ン
ダ
ー
ホ
イ
ー
ル
」、
カ
に
紛
ら
ず
足
で
こ
い
で
進

②
チ
ェ
l

/
タ
ワ
l
、
③

メ

む

H

サ
イ
ヲ
ル
げ
も
の
に
人

リ
i
ゴ
i
ラ
ン
ド
、
@
フ
7

気
が
集
ま

っ
て
い
た
。

ン
ハ
ウ
ス
「
ス
リ
ラ
ー
館
」
、

ナ
ム

コ
に
よ

っ
て
談
話
さ

⑤
北
陸
初
笠
間
帽
の

「
サ
イ
ク
れ
た

ロ
ボ
ッ
ト
館
で
は、
「
サ

ル
モ
ノ
レ
ー
ル」

、
⑥
7

イ

l
カ
ス
ロ
ボ
ッ
ト」

と

「ニ

カ
l
ト
、
サ
フ
7
リ
ベ
ッ

ト
、
ャ
1
ム
コ」

が
交
凡
け
で
災
約

⑦
汽
車
「
弁
慶

HU
、
③
初

し
、
飽
き
の
戸
を
あ
げ
さ
せ

八ム削聞の

「
サ
イ
ク
ル
晴唱
車
」、
た
。
サ
ー
カ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
で

⑨
「
U
F
O
ポ
l
卜
」

(
以

は

両
手
抑制神間り

ロ
ボ
、
む
み

こ
し
ロ
ボ
、
前
返
り

ロ
ボ
な

ど
ト
機
緩
が

一
団
と
な

っ
て

演
技
の
妙
を
兄
せ
、

ニ
ャ

i

ム
コ
は
迷
路
を
マ
イ
ク
ロ

コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
判
断
し
て

正
し
い
進
出
町

を
決
め
る
見

事
さ
で
干
ど

テント張りの fゲームコーナーJ にも子どもたちがいっぱい

ゲームマシン

も
た
ち
を
不

忠
晴
酬
が
ら
せ

た
。
こ
の
ほ

か
「
ア
ト
マ」

な
ど
も
山
山
口問
。

同
社
で
は
ロ

ボ
ッ
ト
の
も

つ
山
本
し
さ
を

知
つ
で
も
ら

っ
て
う
れ
し

い
、
今
後
は

チ
ど
も
た
ち

に
も
様
作
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
も
の
も

展
開
し
た
い
、
と
諮
っ
て
い

λ
e

。

業界のトッフヲンサ二一
れることが少なくないのがレジャー ・ビジネ

ス。あなたのプランをよりスムーズに遂ぶた

めに、世界の情報を知り尽くした私たちをぜ

ひパートナーにお選び下きい。 m界全体の流

れをいち早く読み、あなたの一歩一歩をしっ

かりと見守り、確かなお手伝いをいたします。

先の先を読んだつもりが意外な苦戦をしいら

ス
ト
リ
ビ
ュ

1
7
1
総
会
」

を
聞
き
、
結
集
を
呼
び
か
け

る
こ
と
に
な

っ
た
。

第

ニ
凶
会
合
で
は
ま
ず
、

①
T
V
ゲ
i
ム
機

「
ハ
ス
ラ

l
」
の
許
諾
問
題
に
つ
い
て

六
月
二
十
附
日
に
解
決
し
た

む
ね
の
報
告
が
あ

っ
た
後
、

②
オ
リ
ジ
ナ
ル
尚
u
問
符
豆
を

俄
逃
す
る
た
め
、
メ
ー
カ
ー

州
仰
に
い
く
つ
か
の
改
督
を
申

し
入
れ
る
と
・と
も
に
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
側
に
も
協
力
を
求

め
る
な
ど
に
つ

い
て
、
部
会

と
し
て
般
討
を
加
え
、
基
本

線
を
固
め
た
も
よ
う
。

第173号
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J
A
M
M
A
・

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
l
タ
l
部
会

要
望
を
検
討

メ
ー
カ
ー

な
ど
へ
の

昭和何年 9月15日

式

祉

式

柾

株

会

株

会

日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン
[
業
協
会

(J
A
M

M

A
)
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
l
部
会

(部
会
長
Hゑ

健
次
郎
氏
・
附
エ
ス

コ
貿
易
)

で
は
八
月
で
目
、
東
ぃ以・

T

8
0
n
ピ
ル
に
て
第
J
，

M
会
合

当
初
「全
体
会
議
」

と
し
て
令
国
為
地
の
デ
ィ
ス

ト
リ
ピ

λ
l
タ
i
(
現
会
員

も
含
む
)
十

.
社
で
進
め
る

予
定
だ
っ
た
が
、
こ
の

H
は

通
常
の
会
合
と
な
り
、
さ
ら

に
九
月
三
U
に
「
全
国
デ
ィ

を
聞
き
、

E工'-

"-
'.、

ー

F 

~ 

F 

向~

『

『

高

f野蚕画盟国彊軍属誼彊萄描血|

②
定
例
会
は
月

}
図
、
世
間
・
一
で
支
郎
活
動
に
つ
い
て

「支

か
第
三
の
水
眼
目
に
聞
く
こ
部
刻
一
本
会
で
決
定
さ
れ
た
こ

と
に
し
、
③
支
部
役
員
が
次
と
は
本
部
で
干
渉
せ
、
ず
」
と

の
と
お
り
選
任
さ
れ
た
。

い
う
報
告
が
あ

っ
た
が
、
支

支
部
長
H
保
科
兵
治
氏
(胸
部
主
体
な
ら
ば
会
貨
は
支
部

コ
パ
ル
マ

シ
ン
)
、
副
支
部
へ
分
配
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

北
陸
支
部

(
高

畑

吉

見

円

支

長

H

竹

村

武

氏

(伊
郎
音
機
)
、
ま
た
N
A
O
の
組
織
も
各
地

部
長

・
附
日
高
商
会
)
で

は

乎

足

階

級

氏

(仰
マ
ス
タ
ー
区
の
協
会
の
全
図
的
迷
合
体

七

月

七

日

、

石

川

県

山

代

温

キ

l
尚
事
)
。

に
す
る
べ
き
だ
、
と
い
う
怠

泉
の
松
鎖
荘
に
て
第
二
凶

例

支

部

硯

事

H

柿
品
川
勝
三
氏
門
ん
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い

会
を
聞
き
、
同
支

郎

設

立

総

(

姉

崎

計

総

倒

)

、

高

級

正

て

緩

々

論

議

し

た

う

え

で

、

会

で

懸

案

と

さ

れ

て

い

た

支

氏

(大
平
娯
楽
)
、
林
幹
緩
支
部
役
員
は
N
A
O
組
織
に

部

規

約

に

つ

い

て

は

原

案

ど

氏

(側
中
部
オ

l
ト

ア
y
ン
)、
つ
い
て
今
後
検
討
す
る
こ
と

お
り
象
総
さ
れ
、
支
部

役

員

長

野

県

支

部

(

保

科

兵

治

平

山

恭

徳

氏

(
ト
ミ
ヤ
観
光
を
約
束
し
た
う
え
で
、
と
り

を
次
の
と
お
り
選
任
し
た
。

支
制
副
長
・側
コ
パ
ル
マ
シ
ン

)

附

)

。

あ
え
ず
支
部
焼
約
の
制
定
に

支
部
長

l
官
向
畑
吉
秀
氏
(
山
酬
が
七
月
二
十
九
日
、
絵
本
市

:

圃

-
}
Z
j
f
E
E
-
-
E
つ
い
て
採
決
し
た
。
そ
の
結

i

l

J

I

R

寝
了
己
と

B
・
3
司
系
命
義

日

雨

雲

)

、
副
支
部
長

H
P
?の
騰
の
か
旅
館
に

本

立

可

と

↓

ヌ

立

ロ

庁

仏

間

隙

R
同

封

印

言

果
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お

赤
尾
総

一
氏
(側
赤
尾
商
事
)
、
て
設
立
総
会
を
聞
い
た
。
総

・

・

;

・

・

1

1

1

4

り
支
部
規
約
は
可
決
さ
れ
た
。

東
源
太
郎
氏
(
北
陸
レ
ジ
ャ
会
に
は
卜
二
枇
が
出
席
し
、

I
l
li
-
-I
l
l
l

必
要
ら
し
い
と
の
考
え
か
ら
、

こ
れ
ら
の
過
程
で
問
題
化

設
立
に
必
要
な
手
続
き
を
し

一

-
T一

峰
山
山
一

八
月
十
二
円
午
後
間
か
れ
た
し
て
き
た
N
A
O
の
組
織
問

B
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(事
務
局
た
こ
と
に
な
る
。

「
ト
h
ぃ
ー

-
h同
|
」

支
部
合
同
師
事
会
で
規
約
業
組
に
つ
い
て
は
、
同
総
会
後

H
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
の
八
の
三
、
安
悶
ピ

ル、

宮
四

O

こ
の
地
区
は
当
初
、
新
潟
近
畿
第

一
、
第
-
一、
第
二

を
策
定
、
そ
れ
を
み
認
す
る
さ
ら
に
緊
急
理
事
会
が
聞
か

七
|
八
七

一
一
、
内
聞
描
師
会
長
、
略
称
N
A
O
)
で
は
各
他

県
、
山
梨
県
な
ど
も
含
め
た
支
部
で
は
八
月
十
二
日
の
タ
た
め
問
か
れ
た
も
の
。

れ
て
出
円
検
討
さ
れ
た
う
え
で

区
の
支
部
発
足
が
進
み
、
す
で
に
軌
道
に
乗
っ
た
支
部
活
動
「
南
関
東
支
部
」
と

し

て

発

刻
、
傍
聞
の
桐
夜
学
闘
に
で
支
部
規
約
の
策
議
に
際
し
九
月
九
日
の
N
A
o
m
事
会

を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
発
足
し
て
も
活
動
内
川
泌
さ
れ
る
予
定
だ

っ
た
が
、

合
同
臨
時
総
会
を
聞
き
、
近
て
、
@
N
A
O
定
数
が
あ
る
に
提
案
し
て
い
く
も
よ
う
で

容
が
判
然
と
せ
、
ず
、
本
都
市
中
務
局
で
も
不
明
な
点
が
多
い
と
附
日
の
出
席
が
長
野
県
下
の
綴
各
支
紛
の
「
支
部
規
約
」

以
上
支
部
の
規
約
を
作
る
必
あ
る
。

し
て
い
る
支
部
も
あ
る
。
そ
の
う
ち
長
野
県
支
部
の
変
則
的
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
み
で
あ
り
、
を
決
定
し
た
。

裂
が
あ
る
か
ど
う
か
、
@

N

な

お

同

総

会

で

は

、
先
日

な
発
足
に
よ
り
、
N
A
O
絞
立
総
会
で
決
ま
っ
て
い
た
南
関
ま
た
県
単
位
の
ほ
う
が
支
泌
こ
の
総
会
は
、
も
と
も
と
A
O
が
支
部
を
主
体
に
運
営
行
な
っ
た
ゲ
i
ム
機
の
訴
祉

東
支
部
が
自
然
消
滅
し
た
形
に
な
っ
た
の
を
含
め
、
N
A
O

活
動
を
し
や
す
い
と
の
結
論
設
立
総
会
合
ハ
月

一
日
)
時
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
に
す
旅
設
へ
の
寄
贈
(
本
紙
前
回
巧

の
組
織
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
点
や
問
題
点
が
各
支
部
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
悶
支
部
点
で
は
不
必
裂
と
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
独
自
の
定
放
を
持
既
報
}
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

遂
蛍
の
過
程
で
生
じ
で
き
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
各
支
部
を
設
立
。
こ
の
結
果
、
雨
関
た
支
部
規
約
が
、
そ
の
後
他
つ
近
畿
の
協
会
と
し
N
A
O
た
第

一
支
部
の
支
部
政
務
に

の
う
ち
、
母
近
の
主
な
動
き
は
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。
東
支
部
は
存
在
し
な
い
こ
と
支
部
の
例
に
よ
る
と
ど
う
も
を
述
合
体
と
宥
え
る
べ
き
で
辻
本
慾
三
氏

(
N
A
O
副
会

i
l
i
l
i
-
-
l
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
l
i
l
i
-
-
l
l
i
l
i
-
-ー

は
な
い
か
ー
ー
な
ど
の
質
問
、
長
)
と
板
帥
等
以
氏
(
N
A

は
こ
れ
を
ま
と
め

(
そ
の
方
動
議
が
山
さ
れ
た
。
と
く
に
O
レ
ン
タ
ル
部
会
長
)
が
選

法
は
未
定
)
答
察
庁
へ
照
け
N
A
O
第

一
回
常
任
破
事
会
任
さ
れ
た
。

る
。
讐
察
庁
で
は
こ
れ
を
受

け
、
融
首相悦
いけ
な
ら
び
に
各
経

祭
本
却
を
通
じ
て
調
査
を
行

な
う
な
ど
全
面
的
に

G
マ
シ

ン
追
放
を
協
力
し
て
処
罰
す

る
ー
ー
と
N
A
O
事
務
局
は

説
明
し
て
い
る
。

総
問

}
之
氏

(仰
北
陸
ロ
ー

タ
リ
ー
)
。

会
計

l
海
老
江
広
志
氏
(兼

l
機
応
叫
側
)。

任
)
。

支
部
血
痕
H
泌
弘也
、江
広

芯

院

事

H

秋

山
静
夫
氏
(
品
帆

氏

(出削
オ
リ
エ
ン
ト
海
波
)、

問
電
機
附
)
、
山
本
仁
助
氏

森
下
正
問
氏
(川
聞
東
光
尚
市
中
)、

(州
側
朝
円
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
)。

支
部
の
役
員
と
規
約
決
定

斬新な精密画像で映し出す

アニメタッチの新ゲームグ

スカイスキッパー

月2回 (1 8・15日)発行

陸

ゴヒ

組織化の
試み進む

全国16のうち13支部が発足

県
単
位
で

南
関
東
消
え
、

に
な

っ
た
。

総
会
の
主
な
内
容
は
、
①

本
会
伐
と
は
別
に
支
部
会
貨

を
月
千
円
と
す
る
凶
引
を
含
め

た
支
部
規
約
が
承
認
さ
れ
、

長
野
県

NAO 

コミカルな動きで幅広い年

齢層が楽しめる新ゲームグ

ドンキーコング

ゲームマシン

新しい魅カを秘めた本格的

な競馬TVメダlレゲーム。

ニュー・グラン ド・ダービー

9
日
に
理
事
会

NAO 

N
A
O
本
部
が
作
製
、
違
法
営
業
の
告
発
に
の
り
だ
す

翌
日
は
ゴ
ル
フ
会

伊
豆
韮
山
で
、

決
定
に
よ
り
、
こ
の
ほ
ど
健

全
営
業
委
員
会
(
委
員
長

1

侮
村
富
久
氏

・
州
側
水
野
商
会
、

た
だ
し
委
員
長
の
み
で
委
員

は
委
員
長
が
選
任
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
現
在
の
と

こ
ろ
お
ら
ず
、
ま
だ
委
員
会

と
し
て
の
会
合
は
閥
か
れ
て

い
な
い
)
が
実
施
す
る
と
の

こ
と
で
、
J
A
M
M
A
な
ど

三
協
会
共
通
の
機
関
誌
「
ア

ミ
ュ

ー
ズ
メ

ン
ト
建
築
」
八

月
号
で
と
り
あ
え
ず
発
表
、

実
施
に
移
し
た
も
の
。
具
体

的
に
は
同
誌
と
じ
込
み
ハ
ガ

キ
を
問
い
る
と
の
こ
と
で
、

そ
の
要
領
は
次
の
も
よ
う
。

C
マ
シ
ン
な
ど
で
違
法
営

業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
事
実

が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
山
名
、

業
種
、
所
す
位
地
、
臨
時
械
名
、

メ
ー
カ
ー
名
、

営
業
状
況
な

ど
を

「
述
絡
は
が
き
」
に
況

入
し
、
こ
れ
を
N
A
O
本
部

へ
送
る
。
差
出
人
に
つ
い
て

は
明
記
し
て
も
し
な
く
と
も

よ
い
。

「
叩
泌
総
は
が
き
」
を

受
け
と
っ
た
N
A

O
本
部
で

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

オ
ペ

レ
ー
タ
ー
協
会

(

N
A

O
)
で
は
こ
の
ほ
ど

G
マ
シ

ン
追
放
の
た
め

H

違
法
営
業

「
迷
絡
は
が
き
」
H

を
作
製
、

こ
れ
に
よ
り

G
マ
シ
ン
機
減

の
た
め
の
活
動
の

一
環
に
す

る
も
よ
う
で
あ
る
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
機

(
G
マ
シ

ン
)
を
用
い
た
と
ば
く
犯
の

例
は
あ
と
を
絶
た
ず
、
長
い

問
問
題
と
な
っ
で
き
て
い
る

が
、
N
A
O
で
は
第
一
白
常

任
問
崎
市
帯
会
(
六
月
十
六
日
)

第173号

O
)
で
は
九
月
九
日
、
伊
豆

説
山
温
泉
に
で
第
三
凶
理
事

会
を
聞
く
。
議
題
は
①
経
過

報
告
、
②
支
部
活
動
報
告
、

③
過
当
競
争
防
止
に
閲
す
る

申
し
合
わ
せ
、
@
委
員
会
活

動
、
⑤

G
マ
シ
ン
僕
減
運
動
、

⑥
コ
ピ
l
お
よ
び
基
板
間
刷
、

⑦
第
ω
m
A
M
シ
ョ
ー
、

③

定
紋
ー
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
絞
臼
は
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
沼
織
で
行
な
う
予
定
。

日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
(
N
A

めざすはスイート・ホーム、

ゆかいなカエルの冒険旅行。

上の写真11N A 0 r連絡はが書」の裏面

対
抗
.
4
M品
附
輔
の
遊
技
樫
ωu.
温
法
常
忠
告
付
信

勺
て
い
る
と

川る
わ
れ
ま
す
の
で
.
-
w
-w
に
治
則
線
放

L
S
す
.

昭和56年 9月15日
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ゲームマシン

コ
と
の
提
携
喜
ぶ

ザームマシン

ナ
ム

( 6 ) (11-1'15臼) 発行

米
国
ロ

ッ
ク
オ
l
ラ
社
、

米
国
の
ロ
ッ
ク
オ
l
-
7
社

(
本
社
シ
カ
ゴ
、
デ
l
ビ
y

ド

・
C
・
ロ
ッ
ク
オ

l
ラ
会

長
)
は
八
月
十
三
H
、
同
社

と
側
ナ
ム
コ

(本
社
東
・
尽
、

中
村
雅
絞
社
長
)
と
T

V
ゲ

ー
ム
の
分
野
で
す
で
に
提
般

を
結
ん
で
い
る
こ
と
を
川
明
ら

か
に
し
た

(本
紙
前
回
げ
で
ナ

ム
コ
側
の
説
明
既
報
)。

肉

ケ

y
ト
に
対
し
独
占
的
供
給

社
に
よ
る
と
ナ
ム
コ
は
T

V

を
行
な
う
と
と
も
に
、
円
本
、

ゲ
ー
ム
機

「
ワ
ー
プ
&
ワ

l

米
国
、
カ
ナ
ダ
以
外
の
国
に

プ
」
以
後
引
き
続
き
毎
年
い
対
し
て
も
原
則
的
に
供
給
し

く
つ
か
の

T
V
ゲ
l
ム
機
に
う
る
と
い
う
内
等
の
提
携
。

つ
い
て
製
造
一
許
諾
し
て
い
き
、
す
で
に
丘
同
に
基
本
的
合
意

同
社
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
米
が
な
さ
れ
た
も
の
。

図
な
ら
び
に
カ
ナ
ダ
の

7
l

交
渉
は
ロ

ッ
ク
オ
l
-
7
社

月2回第173号昭和56~手 9 月 15日

ロックオーラ社製の
rワープ&ワープJ

¥ 

圏
内

3
社
に
許
諾

任
天
堂
レ
ジ
ャ
ー
シ
ス
テ

ム
側

(本
社
東
京
、
山
内
鴻

社
長
}
で
は
同
社
T

V
ゲ
ー

ム
機

「ド
ン
キ
i
コ
ン
グ
」

，.. 
『

発行

第 2回 JAMMAゴルフコンペ

山田俊一氏(選)
が優勝

月2回 (111'1511)

J
A
M
M
A
の
会
川
H
を
対

象
と
し
た
ゴ
ル
フ
大
会
は
、

今
回
「
第
二
回
J
A

M
M
A

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
と
し
て
、

八
月
十
九
日
、
ふ
〈
箱
制
限
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
聞
か
れ
、

東
洋
娯
楽
機
仰
の
山
凶
俊

.

販
売
謀
長
が
優
勝
の
桂
木
営
に

締
い
な
。

同
大
会
は
J
A
M
M
A
メ

ン
バ
ー
の
準
見
治

(
サ

ミ

|

工
業
側
)
、
令
沢
義
秋

(
山側

ジ
ャ
パ
ン
レ
ジ
ャ
ー
)
の
悶

氏
が
幹
事
と
な
っ
て
進
め
ら

れ
て
き
て
い
る
も
の
で
、
〈
ヲ

第173号昭和何年9月15日

業
界
の

士
山
に

そ
の
士
宮
わ
れ
と
し
て

全
日
本
遊
園
協
会
(J
A
A
)

(7) 

いい
関
し
て
、
附
セ
ガ

・
エ
ン

タ
ー
フ
ラ
イ
ゼ
ス

(本
社
点

京

・
ロ
l
ゼ
ン
社
長
)
、
州側

タ
イ
ト
1
(
本
社
東
・
川
小
、

コ

'‘ 『

~A \，\ I'?P 

-
プ
ン
の
同
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

は
閃
東
で
も
指
折
り
の
名
門

コ
l
ス
で
、
当

nは
ゴ
ル
フ

日
和
と
な
り
、
全
員
が
時
ホ

ー
ル

・
パ

l
η
・
6
5
4
3

U
で
ス
ト
ロ
ー
ル

・
プ
レ
ー

に
臨
ん
だ
。
な
お
ハ
ン
デ
ィ

は
前
回
の
実
抑
制
に
よ
っ
て
す

で
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。

当
日
は
午
前
八
時
半
集
合

九
時
二
十
七
分
に
ア
ウ
ト
コ

ー
ス
を
ス
ず
|
ト
し
、
午
後

四
時
ご
ろ
全
員
プ
レ
ー
を
終

f
。
そ
の
結
果
、
山
山
俊

一

氏
が
見
本
優
勝
し
と
ほ
か
次

の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し

た
。泊

中
必
勝
H
樋
U
康
二
氏
(
サ

ミ

i
L
業
)
、
三
位

I
虫
兄

モ
リ
タ
の
森
田
氏
が
退
任

新
社
長
に
相
馬
氏

側
モ
リ
タ

(本
社
東
京
)

で
は
こ
の
ほ
ど
森
問
従
正
利

相馬社長

日
本
科
学

遊
園
で
は

吉
田
社
長
に

(
川
ふ

は
昨
年
七
月
に
符
祭
・
h

へH
h

体
的
主
要
削
出二
遊
戯
料
金
五

十
川
、
川
昂
回
川
代
百
必

l
円
)

を
山山
し
、
さ
ら
に
今
年
・
ハ
月

に
も
日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
・オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
A

E
(
M
U

A

O
}
が
要
墜
を
山山
し
た
。

だ
が
、

「
現
時
点
で
は
変
え

あ
る
捌
州
市
且
に
よ
る
と

「合
っ

て
い
る
」
と
的
合
え
た
の
が
二

十
四
社
(
回
答
令
体
の
七

O

五
%
)
で
、

「合

っ
て
い
な

い
」
と
附
合
え
た
の
が

4
社
会

九

・
四
%
)
だ
と
し
て
い
る

(三
協
会
機
関
芯
八
月
分
)。

「
合
っ
て
い
る
」
と
附
合
え
た

画通

値
上
げ
の
理
由

る
つ
も
り
は
な
い
」
と
終
然

げ
の
岡
谷
が
返
っ
て
き
た
だ

け
で
、
な
ん
と
も
お
か
し
い

H

要
望
“
を
出
し
た
も
の
だ

と
い
う
向
が
あ
る
。

プ
ラ
イ
ズ
?
シ
ン
の
規
定

は
現
状
に
合
っ
て
い
る
か
ど

う
か
と
い
う
議
論
も
あ
る
。

の
は
現
状
の
縦
定
で
よ
い
と

い
う
品川ω
昧
と
忠
わ
れ
る
。
ど

が

「合
っ
て
い
な
い
」
と
い

う
の
は
、
@
値
上
げ
を
す
る

恕
曲
が
あ
る
と
い
う
怠
昧
に

も
、
@
一規
定
を
オ
ー
バ

ー
し

た
、
つ
ま
り
プ
ラ
イ
ズ
マ
シ

ン
の
規
定
を
踏
み
は
ず
し
た

10 

み

ち

の

く

ひ

と

り

旅

シ
ン
デ
レ
ラ

・
サ
マ
ー

ニ
オ

ン

メ

モ

l願
イ立

セガ社調べ

ハ長

2 

10 

3 

ジュークボックスによる

ベストヒット

幽

石

奏

者

レ
ー
ベ
ル

演

名

L、

夜

ス

シ松

ヤ 111
耳、

ル千

ス・若手

/ 

、、，

ケ

ン

..x. 

ピ

ク

リ

ー

グ

ラ

s 

D 

場

江

淳

岩

崎

描究

機

浜

縄

石

川

ひ
と
み

今

''J
q
、ノ、ン

s
a

ジ
ョ

l
ン
丈

高崎

真

彦

本

線

二

川

俊

子

ス

す

み

れ

色

涙

か
っ
と
び
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル

ぶ

ぜ

リ

ダ
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の

ビ

ク

タ

ク
レ
イ
ジ
ー

ラ
イ
ダ
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銀 5E

ち

金
ぷ愛

の

ブ
ル
ー
ジ
ー
ン
ズ
・メ
モ
リ
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治
氏

(同
)。

な
お
四
位

ω

下
は
凶
位
H

大
株
節
抑

(大

森
危
気
州
側
)
、
五
位
H
加
膝

克
彦
氏

(加
藤
級
金
工
業
)。

ド
ラ
コ
ン
賞

・
ア
ウ
ト
コ

ー
ス

I
峨
川町
u一行
氏

(点
京

パ
プ
コ
附
)
、
同

・
イ
ン
コ

ー
ス
H
加
勝
克
彦
氏
。

ニ
ア

N 
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コ
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山 i丘

C 

キ
ヤ

ラ
ジ
オ
シ
テ
ィ

"" 
.... 

ピ
ン
賞

・
ア
ウ
ト

コ
1
ス
H

川
崎
炎
士
口
氏

(新
日
本
食
両

側
)
、
同

・
イ
ン

コ
ー
ス
H

訪
中
l
者
な
し
、
ブ
i
ピ
l
賞

1
山
県
説
明
久
氏
(電
気
・材
料
附
)。

第
二一
凶
コ
ン
ペ
は
十
月
に

附
か
れ
る
予
定
で
あ
る
。

ス
m
d川
竜
江
川
は
次
の
と
お

り
コ
ナ
ミ
内
に
放
け
ら
れ
て

い
る
。
合
こ
ニ

h

ハ
l

一
八

o

r
、、。

a

，，e 

法
人
に
改
組

州側
一屯
尚

{
旧

・
喝
尚
サ
ー

ビ
ス
)
""
宇
郎
山
由
市
仙
問
問
問

.
四

一
ニ
の
六
、
合

(O
--

八
六
)
凶
八
|
凶
四
一
二
、

杉
山
孝
夫
社
長
。

ツ
ム
ラ
が
新
作
展

新
本
社
移
転
披
露
兼
ね

9
月

3
日

た
。
そ
こ
で
新
本
社
赦
採
パ

ー
テ
ィ
ー
を
兼
ね
て
、
か
ね

て
よ
り
開
発
お
よ
び
準
備
を
側
サ
ン
キ
(
旧

・
側
三
締
)

進
め
で
き
た

「新
製
品
発
炎

H
札
腕
市
中
央
区
南
4
粂
策

会
」
を
九
月
三
円
の
午
後
新

一
の
十
六
、
宮

(0
.
こ

本
社
で
聞
く
こ
と
に
な
っ
た
。

ニ

ご

|
ニ
ニ

--
一、
金
沢

新
本
社
の
所
化
助
な
ど
は
次
俊
夫
社
長
。

の
と
お
り
。

附
チ
ヨ
ダ

(
旧

・
ウ
コ

|

州
側
ツ
ム
ラ

H
大
阪
市
鶴
見
販
売
側

)
H
東
京
郁
台
東
区

区
放
出
点
二
の
八
の

て

会

柳
紙
こ
の
オ
ムハ
の
卜
七
、
柳

ま
た
同
社
専
務
に
拡
問
勝
九
六
九

1
二
五
二
一
。

総
ピ
ル
、
合
八
六
プ
|
三
三

利
氏
、
が
新
任
と
な

っ
て
い
る
。

四
五
、
世
情
良
文
総
社
長
。

M
W
ツ
ム
ラ

(本
社
大
阪
、

津
村
で
:向
次
社
長
)
で
は
こ

の
ほ
ど
内
休
業
H

を
終
え
、

本
社
を
移
紙
の
う
え
必
業
活

動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

っ

も
の
、
が
あ
る
、
と
の
な
昧
に

も
受
け
と
れ
る
。
事
実
、
後

者
の
好
ま
し
か
ら
ざ
る
説
業

は
け

つ
こ
う
多
い
よ
う
な
。

だ
と
す
る
な
ら
ル

i
ル
を
守

ら
ず
し
て
ル

1
ル
の
改
訂
を

求
め
る
怒
し
き
妥
勢
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を

明
ら
か
に
し
な
い
制
州
市
川
な
ど

に
さ
ほ
ど
の
意
殺
が
あ
る
と

は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

一
力
、
J
A
A
時
代
で
も

現
夜
で
も
、
会
一員
大
多
数
の

意
思
と
し
て
コ
ン
セ
ス
を
得

て
要
望
し
た
か
ど
う
か
も
附

泌
で
あ
る
。
少
な
く
と
も

一

般
会
員
い
対
し
て
こ
の
件
で

な
に
か
怠
u
予
定
求
め
た
こ
と

が
あ
る
か
ど
う
か
ー
ー
ー
あ
れ

ば
知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

社
名
変
更

妓衡と信頼をZ寄るメダルメーカー

株式会トl

，一告~.，
TQKEN 

東京103)438-0698 大夜(06)9432512 
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山
間
ジ
ャ
パ
ン
プ
ラ
イ
ズ
マ

シ
ン
H
H
省
子
間
以
泊
手
郡
沌
以

村
総
飼
第
」
l

二
地
刻
迫

一
丘

八
の

守
、
宮

(O
-九
六
)

八
七
ー

-
九

-
二
、
小
島
喜

一
郎
社
長
。

州側ユ

ニ
機
山
俗
H
栃
木
県
小

山
市
大
卒
犬
塚

e
4
凶
の
二

十
八
、
合

(
O二
八
五
)
二

二一
ー

o一
六

一
、
西
川
郎
則

松
長
。

側
日
光
笠
H
大
似
市
西
区

北
縦
一は
こ
の
ト
ニ
の

一
、
合

五・
d

e
e

ニ
の

}
一
ニ

-
、
古
川
城

喜
一
郎
社
長
。

日
本
遊
凶
州
側
日
大
阪
府
豊

中
市
庄
内
栄
町
丘
の
八
の
十

、
宮

(O
六
)
三
二

一
ー

}
一
二

、
北
浦
将
雄
社
長

総
本
出
間
会
目
兵
庫
県
尼
崎

市
今
一似

}
の
こ
の
こ
、
H

仇
瀬

団
地
、
宮

(O
Lハ
)
問

O
一

|

一
八
二
ご
、
総
本
相
夫
社

長
。

あるげに い省以出下 l司②子庁 利 ンる中
る重 力を遊こう時 外 しのまーど通 Ii'- もで 7
。き認戯れ明すのの {耐 で図 も途 十と の渋 ，'" 
がめ 料 に機るfiI革E絡での 対 に年さ lま品ケ 三

、 で 、 賞、I な )22: 聞の 、 遊~あ十れ 「 の i 三

も索しぶ放点な M③戯のる丹 、プ払ド 三
ら品て準{工はら子そ料ゲと 三 こラいゲ 三
お代 、がさこ rt署長の金 lお日れイ仕，1. I三
うの要あれこ ( の 三 がムりのらズしム 三
と I1宣するるでこ払僻 三 で 、聖子は 7 が 機 三
す上る 。とはれいJ.:I.十 、① TEHHシあの 三

三1東京
三 フ古日日
三 サ ) 本
三 社で科
三長は こy
三 が 、遊

三死さ間
三去き側
ーしrt~ 
云 んど本
三 た ft社

三役きめ
== =台、
= ~ 日

三社 l羽そ
三長勲の
三) 得後
三に務 I伐
三i起を締
三{千I-i:1党
三 し表会
主た取を

。最高 Jl日

M
の
参
加
者
は
二
十
六
名
と

な
っ
た
。
昭
利
今

一l
九
年
オ

.筆一=・・
2ze--z曇・・
22-・・
芸-a一EEg↑

az--軍主・・--ze--Ez--ME---Ez--言語
・・
=空・・S-E
・・
2一巳=・・
雲言・・
=Eh--
g呈同・・・
2一言・・
M==一声一-

長
が
別
の
事
業
般
進
の
た
め

退
任
し
、
相
馬
達
成
胤
氏
が
代

表
取
締
役

(社
長
)
に
u
升
絡

し
た
。

事
務
所
移
転

徒
主
4
4苓
え
f

t

4よ
4
4
Z定
J

会
主
華
北
J

レ
ジ
ヤ

ツ
ク
の
技
術

サ
ー
ビ
ス
を
引
継
ぐ

コ
ナ
ミ
工
業

コ
ナ
ミ
工
業
側

(本
社
大

阪
、
上
月
設
王
社
長
)
で
は

こ
の
ほ
ど
、
レ
ジ
ヤ
ツ
ク
側

(本
社
大
阪
、
仰
木
剖
由
主
戊
三

社
長
}
を
通
じ
て
今
ま
で
版

完
さ
れ
た
同
社
製
品
に
つ
い

て
、
そ
の
妓
術
サ
ー
ビ
ス
業

務
を
コ
ナ
ミ
が
引
継
い
ど
こ

と
を
川
明
ら
か
に
し
た
。

引
継
が
れ
た
技
術
サ

l
ピ

全日本地区 :7月25日ー7月31日の 1週間

干670兵庫県姫路市安田 1丁目28番地
T E L. (0792) 82-6081 (代表}

。北日本代理底 絡式会社レジャーサー ビス
〒983宮械県泉市南光台東一丁目30番 1号
TE し ω222)52-1711附

。〒540大阪市東区内本町 1丁目 48番地
TE し (06)946-0181-3 

TELEX 5297019 MAX SC J 

一

@姫銘支底

マックスザービス【槍》

d 

MAX' SERVICE CORP. 

当? ~ ?スサービスは、パリー純正パーツを豊豊富に取揃え
ておりますので.'81年度新パーツカタログご入用の方はご
一級く だされば、至急おi韮‘ハ、たします。
・多少にかかわらず、お宮IU昌一本で全国へ発送いたします。
・価格表ご入用の方はご一如ください。お送りいたします。

バリー副生'/~ーツのことならマックスサービスヘ

'降『

コ
ー
凡
テ
ジ

ポ
ー
カ
ー

E
F
V
b
'
Z
&

コt

マーヮ
a
/

マi
n
，m

メダルゲーム機内訟mA正常につきましてr~ rメダルゲーム場巡tHi器撤』を守ってご使m下さい.

ス
ー
パ
ー
-

ウ
イ
ナ
E

ス

内

t
ト

ザ

t
q凡

ピ
ッ
ワ
シ
ヨ
ψ
ト

ス
ペ
シ
ヤ
凡

V

デキシーラジ
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泉燭興事院側

タスコ繊

主
催

-
日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
工
業
協
会

(
J
A
M
M
A
)
 

-
日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

-
全
日
本
遊
園
施
設
協
会

骨密大阪テン ト
東浮自県議機地帯

ミクマ澄鍵締帰ツムラ

ミクマ!1M側

〆
シグマ商事綿

と竺*働
朝日

エンジエアリング嫌

僧水貿易雑草

嫌岡本製作所日本.楽割量殺

畠特殊産量障

(
J
A
P
E
A
)
 

禿
底

型
阪大物総ホープ

三精繍送機司船

関西娯楽蜘ミゼッティ工事属物

(N

A
O
)
 

休
恕
コ
ー
ナ
ー

づ4i
~， 
，. . 

ン1

制こ まや製作所 ¥ 雑草~~栄

旭精工l鮒 舷阜特機卿

日興織鎖線}加賀電予報帯、 ; 

側ユニエンタープヲイズ

半田機械tt具世帯側レスター

甲陽
物ベンドジャ1 パ・ 窪業側大森電気犠}

，ー

，、

佳天堂レジャーシステム場事

日

lげ帰ツムラ

.... ， 
想 1

7!」繍ト ーケン

ナ Iド

~底

働ボナンザエンタープライゼズ

コナミエ集卿

• • 
L→ 

おテーカン東京パブコ嶋j

売
底

加臓u金工業

秘ホープ
大倉

遂事院悌
室化学側

サン電子締

電気音・唱和

豊栄
産業，~車

関西精複製作所データイースト働
レジャ

ック秘

後
援

・
通
商
産
業
省
、

建
設
省
ほ
か

会
場

・
東
京
・
晴
海
/
国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
新
館

6
日

ω午
前
叩
時
j
午
後
5
時

会
期

-m月
7
日
附
午
前
日
時
j
午
後
5
時

8
日
附
午
前
日
時
j
午
後
4
時
半

エース自働視船

v 

，f
'
/
'休
惣
コ
ー
ナ
ー

，，， 
，，
 

，df
'
 

日本物倉和

勝アミ ューズメント倉銀出版アミューズメン ト通信社

.. 

• 
入口

{練物コーナ四)
唱和東京 ?ー・・・・一一・"一一-------ーーーーーーーーー--・・

AVライブラリ ー: ¥三和エレクトロ=クス働

骨章、新日本企蔚

思とl-
アイレム働働ユヱパーサル

4恥目先~

出口

一

体
惣
コ
ー
ナ
ー

側ユニバーサル• • 梯ヱスコ貿易サミーヱ難世t!

l l鮒臼本コインコ

U 

-

「招
待
券
」
の
な
い
カ
は
ご
入
助
で
き
ま
せ
ん
。

-

「問
問
待
券
」
は
一

枚
で
お
ひ
と
り
の
み
布
効
で
す
。

-
ご
米
均
の
た
め
の
「

m待
券
」
は
、
あ
ら
か
じ
め
作
協
会
恨
務

い川な
ら
び
に
お
取
引
先
な
ど
よ
り
ご
人
予
ド
さ
い
。

-
会
場
受
付
が
混
雑
し
ご
迷
慾
を
お
か
け
し
ま
す
の
で
、
「
附
待
券
」

の
必
・
勢
市
中
項
は
あ
ら
か
じ
め
ご
記
入
の
う
え
ご
釆
助
下
さ
い
。

-
会
均
受
付
は
二
慨
に
あ
り
ま
す
の
で
、
会
場
前
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

を
利
用
し
て
二
階
に

k
が
り
、
受
付
に
「
Mm待
券
」
を
総
・
一小
し

• 

事務怠

• 

• 

--' 

レ
~ 

ヤ

ト
ロ
ふ'

工

SZ 
7¥ 
ナ 、

'‘ 
綱、

講和カワクス

司船セガ・ヱンタープライゼス

総ナムコま帯セガ・エンタープライゼス

a‘ '‘ 

物タイト ー

側ジャパンレジャ ー

第
十
九
回
A

M
シ
ョ
i
の
入
場
に
つ
い
て

梯ナムコ般エスコ貿易

実J;!i

( I階へ)

パーリ ーサービス暢

喫茶室

応
蝉
暗
室

令{::-
w.c 

働ロジテック

て
F
さ
い
。

.
受
付
で
カ

l
ド
ケ

i
ス
を
受
け
と
り
、
会
場
内
で
は

カ
l
ド
」
を
必
ず
胸
に
つ
け
て
下
さ
い
。

-

「ネ
l
ム
カ

l
ド
」
は
会
期
中

(三
日
間
)
布
効
で
す
の
で
、

大
切
に
保
符
し
、
不
安
に
な
り
ま
し
た
ら
退
場
の
際
返
違
和
に

お
入
れ
下
さ
い
。

-
ご
人
ぬ
の
た
め
の
出
展
会
社
お
よ
び
ご
来
場
者
の
お
呼
び
出
し

は
版
則
と
し
て
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
谷
紋
下
さ
い
。

-
シ
ョ

ー
の
連
常
を
円
滑
に
し
、
ま
た
お
互
い
に
不
愉
快
に
な
ら

な
い
よ
う
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「、不

l
ム

一



(10) 

高島屋プレイランド 西区南幸1・6、 高島宮

尾上、 宮311・4321(内線2738)、 本主1=側ナ

ムコ (含03・736・1211) 

j}メリカングラフィティ 問委1 -5 -30、 ~31

9・2782、本干11=木津観光ホテ川必珊 (~319・26

04) と側西部リース (~0542・58・ 1123) との
只問主~~言。
ビートルズ

本祖=悶」二。

力一二IiJレプラザ ・MGM
319-2655、本位=悶主。

ゲームスポットラスベガス 悶華1・12、宮

311・7606、本紅z山根東京本智勝〈ω-433・6
601) 
ゲームスペース ・ジャンボ 爾主主1 -10・5、 ~

314・7899、本柱=鰍タイトー (m 3-2制・861
1) 

ジョイランド・ヨコハマ

14・6078、本車:1=岡上。
相銀ムーピJレ ゲームコーナ- ~じ幸1 ・3、

包311・1624、本社=穴手m電線側 (m 462-74-

0674) 

ハマボウJ(J-ゲームコーナ- ~~霊2-2、 ハ

マボウル内、 ~311-4321 、本従=側ナムコ(~
03・736・1211)、側キーフ(宮ω-445・8280)、
臨時戸ズマ(宮712・8552)、(旬工トマック (03・
988・6080)、以上4nの共同運営。

スカイビJ(J-ゲームセンター 高島2・19、ス

カイビル1 階、 ~453 -0464、;，z:事:1=飼A\骨量担a

~サービス (~252・ 1666)

商事1-:>・29、宮

雨量~2 ・15・ 2、 ~3

-

最低5台以上で6ヵ月単

位、 1ヵ月 1台につき…
ボーナス ・ライン(中古)ー

-￥50，000 
ウオール ・ストリート {中古)

ー'1'60，000 
デキシーランド (中寄)・

ー￥70，000
ブル ・7 ーケ y ト (中古)

0・--lf. 60 ，000 
スーパーコンチヰンタル(中古)

-￥45，000 
ファイブライン (中古)

0・--・--・e・e・-￥30，000
例 .スーパーコンチネンタル(中古}

5台の場合、

毎月小切手￥225，000あるいは毎月決

済の約束手形￥225，000，
なお、6カ月の保証金と Lて約束手形
￥2，250，000の抱保が必要です.

e この他、 t!UIやレンタルn~' どご相餓ロ応
むSす.

減級品のレンタル町繍舎は、 刷白色お聞いあわ

ぜ下さい.

所在地岡上2階、合'319・27関、

;
 

一

周

一

不

一

顧;
 

一タ二一一ーデ一

大阪事務所 大阪市南区高津町四番丁87-1TEL ，06，213 5 代E

東京事務所 東京都港区東麻布 1 27 TEL ;03)582 08571t 

• 

一製品レンタルし、たします

一

月 2回 (1日 lSn) 発行

パリー製昂各種パーツ

と
く
に
愉
浜
の
H

表
玄
関
H

と
言
わ
れ
る
駅
西
口
は
昼
間
、

た
く
さ
ん
の
人
出
で
ご
っ
た

が
え
し
、
叩
央
常
な
ほ
ど
の
活

況
を
呈
し
て
い
る
。
夜
に
は

西
口
駅
前
の
繁
華
街
、
凶

u

五
番
街
と
訪
中
山
宋
尚
庖
術
の
周

辺
が
に
ぎ
わ
い
を
叫
見
せ
る
。

こ
の
繁
華
街
は
夜
の
歓
楽
街

だ
が
、
デ
ィ
ス
コ
や
ピ
ザ
ハ

ウ
ス
な
ど
若
者
向
け
の
フ
7

y
y
ョ
ン
的
九
首
脳
も
多
い
た

め
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
よ
り
も

む
し
ろ
大
学
生
、
ア
ペ

y
夕
、

女
性
同
士
の
グ
ル
ー
プ
が
よ

く
自
に
つ
く
。
浴
横
浜
は
若

者
を
中
心
と
し
た
活
気
あ
ふ

れ
る
街
で
あ
る
。

横
山決
駅
周
辺
の
ゲ
i
ム
場

に
つ
い
て
も
駅
西
側
に
集
ま

っ
て
い
る
が
、
や
は
り
イ
ン

ベ
i
ダ
l
プ
i
ム
以
後
は
数

軒
減
っ
た
よ
う
だ
。
東
側
で

は
従
来
か
ら

一
軒
の
み
が
u
富

々
と
し
て
迩
営
を
付
税
け
て
き

て
い
る
。

「
ア
メ
リ
カ
ン

・
グ
ラ
フ

二
百
五
十
力
人
都
市
、
横

浜
は
近
年
と
み
に
東
京
か
ら

人
口
が
流
入
し
、
古
車-
M

小
の
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
性
絡

を
滋
く
し
て
い
る
。
そ
れ
と

と
も
に
国
鉄
、
京
浜
急
行
、

東
急
東
検
線
、
相
模
鉄
道
と

各
種
鉄
道
の
入
り
込
ん
だ
タ

ー
ミ
ナ
ル
が
出
発
途
し
、
駅
一白

川
削
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
地
下
街
」

と
駅
東
側
の
地

F
術
「
ポ
ル

タ
」
を
中
心
に
、
「
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ビ

ル
」

「相
鉄
ジ
ョ

イ
ナ
ス
」
『
高
品
川
崎
」
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
大
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
形
成
。

PARTS 

Z階にある 『ビートルズJ のJ6内にて

バリ

バーリーサービス株式会社

ザーム・マシン

ボーナスライン

LlNE BONUS 

-

ウオールストリート

4 ._ 

STREET 

守管
理
に
つ
い
て
は
両
者
の
共

同
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。

「
グ
ラ
フ
イ
テ
ィ
」
は
こ

の
界
限
で
は
鍛
も
立
地
条
件

に
恕
ま
れ
で
い
る
。
庖
内
は

大
変
明
る
く
女
性
容
も
多
い

た
め
、
活
気
に
満
ち
て
い
る
。

女
性
客
に
は
と
く
に

T
V
ド

ラ
イ
ブ
ゲ
|
ム
が
人
気
を
集

め
て
い
る
と
い
、
?
。
フ
ロ
ア

面
積
は
約
四
十
坪
。
そ
の
三

分
の
こ
の
フ
ロ
ア
に
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
型
T
V
ゲ
l
ム
機
、

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
型
T
V
ド
ラ

イ
ブ
ゲ

l
ム
機
、

フ
リ
ッ
パ

ー、

プ
ラ
イ
ズ

7
シ
ン
な
ど

を
二
十
数
台
並
べ

、
あ
と
三

分
の

一
の
奥
の
フ
ロ
ア
に
テ

ー
ブ
ル
型
T
e
V
ゲ
l
ム
機
二

ィ
テ
ィ
」
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
L

「カ
ー
ニ
バ
ル
プ
ラ
ザ

・
M

G
M」
の
三
応
は
、
太
洋
観

光
ボ
テ
ル
山
酬
が
オ
ー
ナ
ー
で

側
西
部
リ
ー
ス
が
機
械
を
導

入
し
て
い
る
が
、
そ
の
巡
営

l' It-ar 

WALL 

't寄・z-・

第173号

グ

ホ

圃

司

光

。
圃『

ン
線
氏

岨司

、.
，

カ

洋

利

リ

太

勝

メ

は

沢

ア

真

野

r
写

る
の
入

品

下

配

の
、
支

気

内

門

活

庖

部

自
の
ム

終

J

一

は

イ

ゲ

省冊
子

の

写

イ

闘

の
フ
ル

上
ラ

テ

司

~ 
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P 

戸、

，、

F、

F、

に
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
顔
写
真

を
絡
示
し
、
入
り
口
を
入

っ

た
と
こ
ろ
に
は
大
ス
ピ
ー
カ

ー
を
設
似
し
デ
ィ
ス
コ
剰
の

音
楽
を
流
し
て
い
る
。
ま
た

コ
ー
ヒ
ー
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

十
必
台
を
波
間
。
総
機
械
台

数
は
百
十
数
台
。

「
ビ
ー
ト
ル
ズ
」
は
「
グ

ラ
フ
ィ
テ
ィ
」
の
二
陪
に
あ

る
。
約
六
十
坪
の
フ
ロ
ア
に

テ
ー
ブ
ル
型
T

V
ゲ
|
ム
機

の
み
約
百
十
台
設
置
。
そ
の

う
ち
由
時
の
約
一
十
蝉
の
フ
ロ

ア
井
w

w

ジ
T
ン
ピ
ュ

l
タ

l

特
設
コ
ー
ナ
ー
“
と
し
て
、

問
機
を
十
六
台
設
置
。

こ
れ

に
よ
り
ニ
陪
で
の
巡
営
と
い

う
ハ
ン
デ
ィ
は
寸
分
カ
バ

ー

で
き
て
い
る
そ
う
だ
。
応
内

[ 全国ネット傾ωサービス ~I 
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レス

も
あ
る
。

こ
の
ニ
応
の
支
配
人
で
あ

る
刑
判
沢
勝
利
氏
は
「
メ
ダ
ル

ゲ
|
ム
全
焼
の
頃
は
い
か
に

客
を
ゲ

l
ム
場
に
導
き
入
れ

る
か
が
述
岱
の
震
裂
な
ポ
イ

-ン
卜
だ
っ
た
が
、
イ
ン
ベ

l

ダ
l
プ

l
ム
以
後
は
客
の
ほ

う
か
ら
ど
ん
ど
ん
ゲ

l
ム
場

に
足
を
向
け
る
よ
う
に
な
り

今
は
受
け
身
の
巡
蛍
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
存
に

対
す
る
運
営
側
の
姿
勢
が
大

事
に
な
る
わ
け
で
、
た
だ
機

械
を
並
べ
て
お
く
だ
け
と
い

う
の
は
無
策
任
と
言
え
る
。

や
は
り
不
良
の
た
ま
り
坊
に

な
ら
ぬ
よ
う
常
に
注
意
し
、

女
燃
で
も
れ
川
般
に
入
れ
る
よ

V
ゲ
l
ム
場
で
、

う
明
る
く
健
全
な
，
湾
問
気
に
型
T
V
ゲ

i
ム
出
惜
の
み
を
ニ

し
て
お
く
の
が
オ
ペ
レ
ー
タ
十
数
省
設
問
し
て
い
る
。
同

i
の
義
務
」
と
結
る
。

胞
は
立
地
条
件
に
恋
ま
れ
て

「
M
G
M
」
は
約
凶
十
跨
い
る
が
、
真
向
か
い
に

「グ

の
フ
ロ
ア
。
テ
ー
ブ
ル
型

T

ラ
フ
イ
テ
ィ
」
が
あ
る
た
め

V
ゲ
l
ム
機
約
二
十
台
を
中

い
ま
ひ
と
つ
活
気
に
欠
け
て

心
に
フ
リ
ッ
パ

l
、

7
y
プ
い
る
よ
う
だ
。
同
胞
は
裏
側

ラ
イ
ト
型
T

V
ゲ
|
ム
機
、

に
あ
る
喫
茶
脂
と
行
き
来
で

プ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン
な
ど
計
二
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

十
数
台
を
設
択
。
な

か

で

も

ゲ
ー
ム
の
容
に
も
注
文
で
飲

大
裂
が
ン
ゲ
ー
ム
「
タ
|
ゲ
み
物
を
巡
ん
で
い
る
た
め
、

y
ト
ラ
イ
ン
」
は
、
主
に
男

子
大
学
生
の
人
気
の
的
に
な

=
3
ι
l
l

、A

問、
J
ト

r
p
d
T
J

っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
阿
部

==E=』

'r
、EE
T
f
e
↑E
巴
守

3.

リ
ー
ス
の
膝
則
氏
は
「
こ
こ

」『「

4
J
弓
‘
「
L

劃
l
l

，K
ミ
J
r
t

は
繁
務
街
の
中
に
あ
る
が
、

メ
イ
ン
通
り
か
ら
少
し
は
ず
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
μ

ゲ

l

れ
て
い
る
た
め
、

-
一兇
の
客
ム
喫
茶
仰
の
性
絡
が
強
い
。

は
少
な
く
大
学
生
や
ア
ベ
ッ
な
お
同
出
仙
の
ほ
椛
"
'
品
者
は
側
タ

タ
な
ど
の
常
述
等
が
多
い
。

イ
ト
ー
だ
っ
た
が
、
対
近
、

客
が
そ
の
ゲ

l
ム
に
あ
き
て
喫
茶
応
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る

き
た
矧
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

山
般
市
思
索
本
社
側
に
級
泌
が

新
機
M

慨
を
導
入
す
る
こ
と
が
、
移
っ
て
い
る
。

常
連
客
に
対
す
る

一
番
の
サ

ー
ピ
ス
」
と
諮
る
。

「
ゲ
!
ム
ス
ポ
ッ
ト

・
ラ

ス
ベ
ガ
ス
」
は
フ
ロ
ア
而
拙
酬

が
約
二
十
坪
の
小
規
模
な
T

--

株式
会社

~. __'I骨

-MGMJ 

⑬ 

、干
出

ゲームマシン

テ
ー
ブ
ル

問
、
家
版
逃
れ
の
客
を
中
心

に
活
気
を
見
て
い
る
。

「ゲ

i
ム
ス
ペ
ー
ス

・
ジ

T
ン
ポ
」
は
約
六
十
坪
の
フ

ロ
ア
。
テ
ー
ブ
ル
刑
ム
T

V
ゲ

ー
ム
機
五
十
数
台
を
中
央
部

に
設
践
し
、
周
闘
の
壁
際
に

フ
リ
ッ
パ

ー
や
T

V
ド
ラ
イ

ブ
ゲ

l
ム
機
な
ど
を
煎
ベ
、

総
機
械
台
数
約
七
十
台
を
す

っ
き
り
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
で

設
置
。
客
回
附
と
し
て
は
サ
ラ

リ
ー

マ
ン
と
ア
ベ
ッ
ク
が
多

い
よ
う
だ
。
同
庖
の
叫
す
野
氏

は
「
同
じ
ゲ

l
ム
内
山
骨
の
機

憾
で
も
い
幽
簡
が
明
る
い
も
の

と
少
し
川
町
い
も
の
と
が
あ
り
、

閉
氏
は
「

m
g~岡
函
に
も
言

そ
れ
を

一
緒
に
椛
べ
て
お
く

え
る
こ
と
ど
が
、
大

き

い

箇

と

、
明
る
い
幽
面
の
機
械
の

面
は
珍
し
さ
と
好
奇
心
だ

け

ほ

う

が

売
上
げ
は
よ

い
。
金

で
人
気
が

↑
時
的
に
集
ま
る
。
体
の
機
械
を
円
ん
で
も
、
や
は

し
か
し
時
が
た
つ
と
や
は
り
り
明
る
く
楽
し
い
放
囲
気
を

ゲ
ー
ム
内
容
次
第
に
な

っ

て

持

つ

阿
国
に
人
気
が
集
ま
つ

く

る

¥

ま

た

「当
防
は
だ
て
い
る
」
と
お
る
。

れ
も
が
気
軽
に
ケ
l
ム
を
楽

「
ハ
マ
ボ
ウ
ル

・
ゲ
ー
ム

し
め
る
よ
う
に
す
る
の
が
モ

コ
ー
ナ
ー
」
は
、
ポ
ウ
リ
ン

ッ
卜
l
」
と
総
る
。
周
り
に
グ
励
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
湯
、

ニ
チ
イ
と
ダ
イ
エ

ー
が
あ
る

た
め
、
同
応
は
校
よ
り
も
同
町

に
フ
リ
ヅ
パ
|
八
台
主
ど
約

九
十
台
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー

ム
臨
時
と
、

T
V
ス
ロ

ッ
ト
な

ど
十
五
ム
ロ
の
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム

機
を
設
声
。
な
か
で
も
終
簡

が
ス
チ
ー
ル
制
棋
の

「
エ
ア
ー

ホ
ッ

ケ
ー
」
は
、
ヤ
ン
グ
の

聞
で
安
定
し
た
人
気
を
得
て

い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
超
大

裂
T

V
画
面
の

「
ギ
ャ
ラ
ク

シ
ア
ン

・
ジ
ャ
ン
ボ
」
も
川
説

明
叫
し
て
い
る
が
、
闘
は
拍
の
森

、

-
Z骨
刊
向
付

1

• 

.91 

町、
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方、レー

「ジ

ョ
イ
ラ
ン
ド

.
ヨ
つ

は
、

こ
の
界
限
で
は

フ
ロ
ア
面
紛
が
放
も
広
〈
約

九
十
坪
。
テ
ー
ブ
ル
製
T
V

ゲ
i
ム
機
約
六
十
台
を
・
中
心

ハ
マ
」

、‘，，1
 

1
 

(
 



パ
y
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

テ
ニ
ス
ガ
l
ヂ
ン
会
ど
を
有

す
る
レ
ジ
T

l
ピ
ル
プ
ハ
マ

ボ
ウ
ル
」
の
中
に
あ
り
、
‘
一

山
川
の
約
八
卜

N
の
フ
ロ
了
を

中
心

υ
ケ
l
シ
ョ
ン
と
し
て

川
ピ
ル
の
以
上
九
百
ど
作
品
川
に

ア
l
ケ
l
ト
ゲ
ー
ム
地
問
合
設

内
。
総
出
問
凶
同
行
紋
は
約
行
じ

卜
ムけ
で
、
そ
の
地
問
M

聞
の
。
“

さ
を
均
っ
て
い
・
9

M
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
の
巡
"
刊
に
は
問

悦
が
吋
た
っ
て
む
り
、
・
?
九

仙
川
ナ
ム
コ
が
約
八

l
ムH
と
H
削

も
多
く
、
次
い
で
陶
キ
l
フ

の
約
五

l
台
、
あ
と
抑
制
了
ズ

マ
、
刷
工
ト
7
y
?
と
な
っ

て
い
る
。
ぺ
際
フ
ロ
ア
に
は

T
V
ゲ
i
ム
織
の
テ
ー
ブ
ル

制
よ
と
7
y
フ
ラ
イ
ト
明
を
そ

れ
ぞ
れ
こ
十
銭
台
、
フ
リ
y

パ
l
十

-
台
、
フ
ラ
イ
ズ
マ

シ
ン
な
ど
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ
l
ム
機
て
十
段
台
、
計

約

.0
ム
口
を
設
汽
同
フ
ロ
7

に
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
テ
ニ
λ

の
%
も
未
る
が
、
ゲ
ー
ム
の

み
を
裂
し
み
に
米
る
プ
レ
イ

ヤ
ー
も
多
い
と
い
・
?
。
比
キ

ー
フ
の
凶
小
社
肢
は

『川
し

ゲームマシン (12 ) 月2回 (1 11・1511)発行第 173号昭和56年 9月15日
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場
所
に
間
社
も
入
っ
て
迎
れ

し
て
い
る
の
は
珍
し

い
こ
と

だ
が
、
い
い
な
川町
で
の
競
争

が
で
き
て
巡
公
に
も
力
が
人

ゐ
」
と
訴
る
。

『州
件
以
ム

i
ピ
ル

・
ゲ
ー

ム
コ
ー
す
|
」
は
、
帆
帆
川川肋川

駅東側で 1I肝のみ営々と運営を続けている 「スカイピル・ゲームセ
ンヲ田J・同庖はこの際りにも約401干のフロ?でゲーム喝を運営.

'"‘ 
へ

土の2段の写真1;1.rハマボウル・ゲームコ四ナ四J 2階7ロ?のよう
す。4祉の共同運営により、 機織台数、倒植の蛾'm'さを締ゥている.

:
一
十
数
台
設
山
氏
。
駅
東
側
の

地
必
の
人
た
ち
を
主
な
対
匁

と
し
て
い
る
た
め
、
ほ
と
ん

ど
が
常
辿
答
。
州
防
の
凶
中

山
H
H
は
「
駅
を
小
心
と
し
た

人
の
流
れ
は
ス
カ
イ
ピ
ル
の

仰
を
必
る
尚
迷
道
断
で
遮
断

占
れ
と
形

μ
な
っ
て
む
り
、

地
ド
山
川
も
h
H
川
巡
辺
助
聞
の
ド
ま

月
、
し
か
米
て
い
な
い
と
め
、

ど
う
し
て
も

W
M
は
限
ら
れ

て
く
る
。
し
か
し
駅
米
側
で

は
従
来
か
ら
ゲ
ー
ム
川
崎
は
吋

山
ど
け
な
の
で
、
駅
東
側
の

ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
ほ
と

ん
ど
巧
山
仙
の
治
述
客
」
と
誤

る
。
な
お
州
応
を
巡
合
す
る

刷
太
陽
娯
楽
サ
ー
ビ
ス
は
東

京
万
部
に
一
時
十
紋
軒
の
ゲ

ー
ム
場
を
巡
試
し
て
い
た
が
、

過
当
競
争
の
た
め
今
は
七
U
R

に
♀

つ
で

い
る
と
い
う
。

検
浜
駅
周
辺
の
ゲ
ー
ム制帽

の
容
は
大
学
生
を
中
心
と
し

た
若
い
人
た
ち
で
、
子
ど
も

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
の

た
め
人
気
は
チ
ど
も
向
け
で

な
い
「
ジ
T
ン
ピ
ュ
ー
タ
l
」

に
%
ψ
し
、
ど
の
ゲ
i
ム
場

も
州
機
を
ト
ム円
前
後
校
内
し

て
い
る。

i重L持率/11:>.9 
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三和エレクト

何睡

謹
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11=1 

平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
リ
辱
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

て
弊
社
で
は
こ
の
度
デ
コ
カ
セ

y
ト
方
式
の
新
製
品
プ

ロ
ゴ

ル
フ

を
発
売
す
る
こ
と
に
な
り
、
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
カ
を
お
願

い

申
し
上
げ
ま
す
。

本
ゲ

l
ム
機
は
、
弊
社
が
独
自
で
考
案
、
開
発
、

製
品
化
し
た

も
の
で
、
従
っ
て
弊
社
の
許
可
な
く
無
断
で
模
倣
、
ま
た
は
こ
れ

に
類
似
す
る
商
品
の
製
造
、
販
売
す
る
行
為
は
弊
社

の
正
当
な
権

利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
公
り
ま
す
。

弊
社
で
は
ニ
の
後
の
権
利
佼
害
行
為
に
対
し
て
は
、
不
正
競
争

防
止
法
、
工
業
所
有
権
関
係
法
、
著
作
権
法
等
に
基
づ
主
、
断
固

た
る
符
置
を
講
ず
る
所
存
で
あ
リ
ま
す
。

関
係
各
位
に
白
か
れ
ま
し
て
は
以
ょ
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
中
し
ょ
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
九
月

セ

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

福

哲

夫

回



(14) 

司

自

前

号

本

欄

掲

載

巴
同日
比
}
の
セ
ガ
材
製
「
ス

ペ
ー
ス

・
フ
ュ

l
リ
」
の
定

価
は
ま
っ
た
く
の
問
迷
い
で
、

正
し
く
は
米
定
で
し
た
。
知
噛

ん
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

i標準1gヨJどψヒ史二JM工芸JKふ傷焼場二宮護j三豪家3
14インチから20インチまでのどのキャビにも合い、発射ボ世 ンは 5，;1}所に移動可能で、

機滋製コ ント ロールレバー取付周ピスが付いている。(その他別;主パネル製造可)
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発行

〔振込先〕
三和銀行価軍支庖

'月2回 (1臼 ・15日)

途
中
出
現
す
る
サ
ル
を
つ

か
ま
え
る
と
ボ
ー
ナ
ス
得
点

(千
点
か
ら
)
。
チ
ェ

y
ク

ポ
イ
ン
ト
(
鎖
)
を
通
過
し

て
い
く
ご
と
に
文
字
を
獲
得

す
る
が
、

T
A

I
T

O
の
五

文
字
を
鋤
え
る
と
、
ボ
ー
ナ
ス

得
点

(五
千
点
)。

ひ
と
つ

の
山
頂
を
き
わ
め
で
、
次
の

山
の
中
間
服
へ
行
く
に
は
ハ
シ

ゴ
に
ぶ
ら
下
っ
て
移
動
し
て

い
く
。
三
つ
み
る
各
山
頂
を

附
タ
イ
ト
l

(本
社
東
京
、
上
を
征
服
し
て
い
く
。

き

わ

め

る

ご

と
に
二
千
、
三

コ
|
ガ
ン
社
長
)
か
ら
T

V

イ
マ
ー
は
上
下
左
右
に
移
動
千
、

五
千
点
の
ボ
ー
ナ
ス
待

ゲ
l
ム
機
「
ロ
ッ
ク
ク
ラ
し
て
い
く
。

点
。
こ
の
と
き
ク
ラ
イ
マ
ー

イ
マ

l
」

が

八

月

下

旬

発

売

問

答
物
は
単
な
る
カ
ベ
に
は
パ
ン
ザ
イ
の
姿
勢
を
す
る
。

と

な

っ

た

。

な

る

森

以

外

は

、

す

べ

て

触

い

ち
ば
ん
古
川
い
山
頂
に
迷

こ
れ
は
二
本
の
四
方
向
レ

れ
る
と
ク
ラ
イ
マ

ー
は
務
下
し
た
後
、
降
下
す
る
さ

い
パ

パ
ー
を
操
作
す
る
こ
と
に
ょ
す
る
。
そ
の
強
制
剤
は
ク

マ
、

ラ
シ
ュ

l
ト
で
お
り
る
こ
と

っ
て
、
ク
ラ
イ
マ

l
に
山
の
ト
リ
、
丸
太
、
ヘ
ピ

(
ク
ラ
に
な
り
、
こ
の
と
き
右
側
レ

頂
上
を
征
服
さ
せ
て
い
く
と
イ
マ

l
の
腕
に
ふ
れ
た
と
き
)、
パ

|

(
左
右
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
)

い
う
ゲ
ー
ム
内
容
。
途

中

に

太

陽

(頂
上
付
近
で
出
現
、

の
み
で
操
作
、
画
面
下
に
現
側
エ
ス
コ
貿
易
(
本
社
東

は
数
多
く
の
隊
作
曲
物
が
あ
る
火
の
玉
を
務
と
す
)
、
カ
ミ

わ

れ

る
小
屋
の
度
根
に
う
ま
京
、
森
縫
次
郎
社
長
)
か
ら

こ

れ

は

米
国
製
を
同
社
が

の
で
こ
れ
を
う
ま
く
避
け
、
ナ
リ
、
治
、
セ
ス
ナ
織
が
務
〈
着
地
す
る
と
丘
千
点
の
ボ
米
国

U
Sビ
リ
ヤ
ー
ド
社
初

夜
愉
入
し
て
販
売
す
る
も
の

チ
エ

y
ク
ポ
イ
ン
ト
を
う
ま
と
す
ゴ
ミ
袋
や
ア
キ
カ
ン
、

l
ナ
ス

得

点

。

「

S
S
T
エ
ア
i
ホ
γ
ケ
|
」

で
、
プ
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
袋

く
通
過
し
、
三
つ
の
山

の

頂

滝

(流
れ
て
い
る
と
き
)。

画
街
右
側
に
レ
ー
ダ
ー
が

が

八

月
初
旬
か
ら
発
売
に
な
商
が
ス
テ
ン
レ
ス
で
あ
る
点

目
出
回
出
陣
唱
し
自
国
師
器
地
断
面
器

i
j
明
脱
出
部
品

5
1
1謂
掛
詰
詩
型
出
品
川

h
hh
i時
間
日
沼
時

M
t
ih
ht
川J
H
M

で
、
従
来
機
を
大
き
く
引
き

泉
陽
の
ペ
ダ
ル
走
行
「
サ
イ
ク
ル
電
車
」

次
に
「
U
F
O
ポ

!
卜
」

憾
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
従
様
の
操
作
を
す
れ
ば
よ

い
。

附
附
し
た
と
言
え
る
。

E
，ー‘‘，，
b

・1
・

だ
が
、
こ
れ
は
池
の
」
に

浮

っ

て

ハ
ン
ド
ル
を
左
右
に
少
ハ
ン
ド
ル
関
係
と
手
す
り
の
遊
び
か
た
の
基
本
は
従
米

b
p削
岩

昏

包

伝

担

・

ぷ
ポ
l
卜
で
、
動
力
を

一
切
し
ず
つ
凶
わ
す
こ
と
で
船
は
み
鋼
管
。

か
ら
の
之

ア

|
ホ
γ
ケ
|
」

、
甲
ノ
司
ゼ
一

一年

E
一

E
一

使
用
せ
ず
、

ハ
ン
ド
ル
操
作

前
進
す
る
。
そ
し
て
そ
の
ま

水
深
四
十
五
み
以
上

で

伎

と
閉
じ
で
、
硬
貨
投
入
後
、

だ
け
で
前
後
進
さ
せ
る
も
の
。
ま
ハ
ン
ド
ル
を
左
へ
回
し

た

用

可
能
。
定
価
ニ
十
五
万
円
。
盤
面
に
無
数
に
あ
る
空
気
孔

船
体
は

F
R
P製
で
円
形
、
状
態
に
し
て
お
く
と
、
左
へ
な
お
船
の
発
訟
の
た
め
の
尊
か
ら
エ
ア
ー
が
吹
き
出
し
、

二
人
朋
と
な
っ
て
い
る
。

ハ
と
進
む
。
後
進
の
さ
い
は
、

用
パ

l
ス
(
浮
き
校
総
)
が
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
ホ
ッ
ケ
ー

ン
ド
ル
は
船
体
の
下
で
水
中
ハ
ン
ド
ル
を
逆
に
向
け
て
問

別
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。
ゲ
i
ム
を
す
る
も
の
。
点
数

ミJ

‘

当

時
訪
日
日付吋

て
い
る
。
問
機
は
タ
イ

マ
ー

(
六
分
ま
で
)
付
き
で
、
時

間
点
数
の
両
方
を
鉱
閉
し

て
い
る
の
も
特
徴
。

従
来
機
は
分
解
で
き
な
か

っ
た
が
、
胸
部
が
組
立
て
式

と
な
っ
て
お
り
、
搬
送
に
便

利
に
な

っ
た
。

定
側
八
十
六
万
円
。

あ
り
、

こ
こ
に
ク
ラ
イ
マ

i
、
人

(
切
持
可
)
で
、
三
万
点

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
、
三
つ
(
切
慾
可
)
で
一

人
追
加
。

の
山
の
位
認
が
表
示
さ
れ
て
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
も
あ
る
が
、

い
る
。

テ

ー

ブ

ル
型

(
再
生
品
}
で

一
ゲ
l
ム
ク
ラ
イ
マ
l
三

定
価
四
十
六
万
円
。

。a耳
a
-
a事
袋
耳
&
耳
必
耳
a耳
&
耳
&
電

a
-
a耳
a事
翁
事
a
z
a
z

14・、20'アンダーボックス

(金庫付}

ロック・クライマー(テーブル}

TVステ一周サポー トL金具

扉付アンダーボックス
(金庫付)

を登る人

Jニt:てヨM
14' 630 x 330 X 170 

20・630X .00 X 260 

たてよニ深さ
サイズ

ωOX330 xZ60 

チェック点 を通過し

「ロッククライマー」

。

工戸ーホッケー

じ

ステンレスになった

エスコ貿易が直輸入

下

中

ホッパー専用アンダー

ボックス(取出口付)

SSTヱアーホッケー

タ
フ

タイトーから

障害物を避け、

ゲームマシン

岩

③ 

⑤ 

Pロム喜積
Pロム事込縫 1ヶ用、 8ヶ用

率悶吸取器パ yクエース 半導体耳舟ハ y グごて

押ボタンスイ γチ{取付金具、マイクロスイッチ付}
押ボタンスイ yチ(ミユーロン). ( . ) 
レパースイ yテ {ミユーロン}
織作板岳種
ヱスカシショ y ，スモータ板 。ガラス ・天板 。ステ
“ ・レ I~-;f{ -Jレ・コインカウンター

っ
た
。

カラーディスプレイモニター

y
l
u
 

省
エ

「

U
F
O
ポ
l
ト
」

コ
ト
ブ
キ
製

も

⑤
⑥
①
⑥
 

@ 

第173号

泉
叫
附
興
業
側
(
本
社
大
阪
、

山
間
三
郎
社
長
)
か
ら
、
同

社
製

「
サ
イ
ク
ル
電
車
」
が

今
秋
発
先
予
定
、
ま
た
側
コ

ト
ブ
キ
製
「
U
F
O
ポ
l
ト」

が
発
売
中
と
な
っ
て
い
る
。

ま、ず
、

「サ
イ
ク
ル
篭
車
」

は
乗
客
が
足
で
ペ
ダ
ル
を
こ

い
で
走
行
す
る
電
車
で
、
今

春
東
京
の
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ー

で
発
表
さ
れ
た
も
の
。

規
子
巡
れ
で
も
チ
ど
も
た

ち
だ
け
で
も
安
全
に
乗
れ
、

一
台
の
定
員
は
四
名
。
車
体

の
大
き
さ
は
長
さ
二

・
七
五

口
、
一服
一
μ
、
お
さ
ニ

・
三

五
灯。

レ
ー
ル
は

0
・
六
幻

ゲ
ー
ジ
で
コ
ー
ナ
ー
は
直
後

三

-
丘
H
M
以
上
。

一

常
気
を
品目朗
し
な
い
の
が

-

よ
く
ラ
ン
プ
は
つ
か
ず
、
音

響
も
な
い
が
、
ヒ
モ
を
引

っ
一

ば
れ
ば
カ
ネ
の
音
が
出
る
。

ス
ピ
ー
ド
は
さ
ほ
ど
山山
な
い

F

ご

こ

が
、
ブ
レ
ー
キ
は
前
後
に
ひ

↑
ニ
一

と
つ
ず
つ
あ
る
。
定
価
未
定
。一一一

①

新
製
品

カラーディスプレイ号エター14型、18型、20登、22型
カラーディスプレイモニター基板だ吋
スイッチングレギュレータ-3電環

申5V5A、θ5V1A，12V1A
・a5V6A、e5V1A，12V1，5A
.母6V4A‘e5V1A，12V1A

2方向 ・4方向 ・8方向レパースイッチ
モZタ一周絶縁トランス・寄根付属晶

③ 

昭和56年 9月15日

サイクル電車

UFOポー ト

思
① 

① 

'‘ 

'‘ 

，.、

~ 

「

，、

一、

ー、

は
爆
発
し
五
百
点

(飛
行
中

千
点
)。

三
面
ご
と
(
三
、
七
、
十

↑
、
十
五
・
・
:
)
に
敵
の
攻

拍
車の
な
い

H

チ
ャ

レ
ン
ジ

・

ス
テ
ー
ジ
H

と
な
り
、
八
機

ず
つ
五
'
編
隊
が
登
場
す
る
。

-
機
百
点
プ
ラ
ス
編
隊
ご
と

の
ボ
ー
ナ
ス
、
州
十
機
全
滅

の
ボ
ー
ナ
ス

(
一
万
点
)
が

あ
る
。
こ
の
ほ
か
四
面
以
後

で
、
船
団
峰
崎
脱
機
が
三
機
に

分
身
し
て
く
る
が
、
こ
れ
を

全
滅
さ
せ
る
と
ボ
ー
ナ
ス
得

点
と
な
る
。
ゲ
ー
ム
終
了
時

に
命
中
察
、
が
表
示
さ
れ
る
。

-
ゲ
l
ム
三
出憾で
二
万
、

に
一反一
り
μ

デ
ュ
ア
ル
フ
ァ
七
万
点
で
各
一

機
追
加
(
そ

イ
タ
l
H
と
し
て
二
発
の
ミ
れ
ぞ
れ
切
符
可
)
。
テ
l
ブ

サ
イ
ル
を
向
時
発
射
で
き
る
。
ル
型
定
側
五
十
四
万
円
。
7

添
っ
て
捕
虜
を
怒
っ
と
捕
虜
ッ
プ
ラ
イ
ト
は
朱
定
。

デ
コ
カ
セ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
新
機
種

初
の

T
Vゴ
ル
フ

2
種

類

揃

っ

た

っ
フ

ロ

ゴ

ル

フ
」

れ
ら
の
筒
所
に
ラ
ン
プ
が
点

灯
し
て
い
る
と
き
に
、
ク
ラ

イ
マ
ー
が
通
る
と
ス
タ
ー
ト

(
ふ
り
だ
し
)
に
一
似
る
。
う

ま
く
頂
上
ま
で

い
け
ば
武
田
聞

が
山山
る。

遊
戯
料
金
こ
十
円

(
切
待

可
)
、
タ
イ

マ
ー
は
三

l
秒

か
ら
一
分
ま
で
紛
糾鮫
で
き
、

銭
面
中
央
に
残
り
時
間
が
表

示
さ
れ
て
い
る
。

定
価
三
十
八
万
円
。

池
、
林
、
パ
ン
カ

l
、
O
B

あ
り
。
全
体
の
コ

i
ス
は
画

商
」
部
に
示
さ
れ
て
お
り
、

飛
ば
し
た
玉
の
位
笛
も
当
然

袋
示
さ
れ
て
い
る
。

各
コ

ー
ス
ご
と
に
当
初
適

当
な
7
ラ
ブ
、
が
自
動
的
に
セ

ッ
ト
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
バ

ー
の
」
下
動
で
ク
ラ
プ
を
選

ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
ス
タ
ン

ス
は
レ
バ
ー
の
左
古
動
で
決

め
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
画

面
左
側
の
メ
ー
タ
ー
、
矢
印

(ポ
i
ル
の
飛
ぶ

e

飢
餓

・
方

向
)
を
見
定
め
る
必
要
が
あ

る
。
ホ
i
ル
ご
と
に
・自
動
的

に
索
振
り
が
あ
り
、
こ
の
と

き
ボ
タ
ン
を
押
す
(
丘
一凶
し

か
事
前
振
り
は
な
い
)。

ホ
ー
ル
ご
と
に
パ

l
い
く

ら
の
設
定
が
あ
り
、
設
定
打

数
以
下
で
退
場
。

一
ゲ
l
ム

で
三
回

(
二
回
も
可
)
退
場

で
ゲ
ー
ム
終
了
。
成
績
に
よ

り
得
点
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

土
足
得
点
以
ト
で
追
加
。

通
常

「
プ
ロ
ゴ
ル
フ
」
は

成
績
に
よ
り
九
ホ
l
ル
ま
で

行
け
な
い
場
合
が
あ
る
が
、

別
の

D
C
「
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

プ
ロ
ゴ

ル
フ
」
の
場
合
硬
貨

追
加
で
九
ホ
l
ル
ま
で
行
く

こ
と
が
で
き
る
。
定
価
い
ず

れ
も
三
力
八
千
円
。

「山
の
ぼ
り
ゲ
ー
ム
」

こ
ま
や
か
ら

事嘉克1

20インチ

大阪府東大阪市高井田本通5・2

.... : 6362附.

ト同吋
頂
上
ま
で

ァーブル型キャビネット

発行月2回 (1日 ・15臼)

ωこ
ま
や
製
作
所

(
本
社

神
戸
、
凶
中
弘
社
長
)
か
ら

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機
(
プ

ラ
イ
ズ
マ
シ
ン
)
「
山
の
ぼ

り
ゲ
|
ム
」
が
新
発
売
と
な

っ
た
。こ

れ
は
奴
而
に
あ
る
山
の

ふ
も
と
か
ら
所
上
ま
で
、

一

定
時
間
内
に
う
ま
く
ラ
ン
プ

点
灯
を
進
め
て
い
く
と
い
う

ゲ
i
ム
内
容
。
硬
貨
投
入
で

ゲ
|
ム
ス
タ
ー
ト
、
手
前
の

ボ
タ
ン
は
右
側
が
前
進
、

左

側
が
後
退
で
ひ
と
つ
ず
つ
進

み
、
わ
か
り
や
す
い
。

コ
l
ス
の
途
中
に
①
総
が

溶
ち
る
、

②
ハ
チ
、
③
へ
ピ
、

@
務
石
、
⑤
ロ
l
プ
が
切
れ

る
、
⑥
カ
ミ
ナ
り
な
ど
の
危

険
が
川
町
ち
う
け
て
お
り
、
こ

山のぼりゲーム

滋 IIþ，唾改i畠に扮 Vt1~電気筒品取締法を溢守しまし ょ?

~~開|暫窟

TV機郡白も好E‘暁売中です

. 十字レバー

・ 八方向レバー

・発射ボタン

・ スイッチングレギュレター

.像作パネル {各種)

可能に
「ギャラガ」

ギャラガ

l
 
l
 
l
 

ゲームマシン

ナムコから宇宙テーマのTV

?
と
し
た
も
の
で
、
基
本
的

に
は
左
右
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
レ

バ
ー
と
発
射
ボ
タ
ン
の
日
傑
作

に
よ
り
、
敵
の
μ

ギ
ャ
ラ
ガ
仰

を
迎
慰
し
て
い
く
も
の
。

ゲ
ー
ム
附
始
後
ま
ず
幽
雨

上
方
か
ら
八
機
ず
つ
ギ
ャ
ラ

ガ
が
列
を
な
し
て
飛
ん
で
き

て
、
反
転
飛
行
後
は
凶
十
機

一編
隊
を
つ
く
る
。
ギ
ャ
ラ
ガ

は
三
種
類
で
①
ブ

ル
l
五
十

点

(飛
行
中
百
点
)
、
②
レ

y
ド
八
十
点
(
間
百
六
十
点
)
、

③
ポ
ス
百
五
ト
点
(
問
単
独

凶
百
、
二
機
編
隊
八
百
、
三

機
一編
隊
千
六
百
点
)
。
ポ

ス

ギ
ャ
ラ
ガ
は
二
四
%
命
中
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ボ
ス
ギ
ャ
ラ
ガ
が
攻
悠
叫
吋

に
発
射
す
る
一
扇
形
の

μ

ト
ラ

ク
タ
ー
ピ

l
ム
向
に
プ
レ
イ

ヤ
ー
側
フ
7
イ
タ
ー
が

吸
い

上
げ
ら
れ
る
と
、
ま
ず
こ
れ

が
捕
虜
に
な
る
。
次
に
そ
の

ボ
ス
ギ
ャ
ラ
ガ

(飛
行
中
)

を
懲
燃
す
る
と
、
捕
虜
は
元

マ95-1800

ロイヤル・ダービー

G司自東証Lクト口二クス(掛

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
鮒
{
本
こ
の
「
プ
ロ
ゴ

ル
フ
」
は

社
東
京
、
徳
間
信
夫
社
長
)
画
面
内
で
ゴ
ル
フ
を
す
る
も

の
デ
コ

・
カ
セ
y
ト

(
D
C
)
の
で
、
ゴ
ル
フ

7
1
の
佼
鐙

シ
ス
テ
ム
の
T

V
ゲ
i
ム
に
は
闘
方
向
レ
パ

l
、
シ

ヨ
ツ

「
プ
ロ
ゴ
ル
フ
」
カ
セ

ッ
ト
ト
は
ボ
タ
ン
で
行
な
う
。
コ

が
八
月
下
旬
発
売
と
な
っ
た
。
ー
ス
は
九
ホ
|
ル
設
定
で
、

作率七
・lIiil・，

①白黒14インチモエターに予想が出ます。
② 1ヵ所50枚ま で投療できます。

@凝貨投入枚数は99999までクレジットします。
@f全豪可能な時聞は、 30秒-180秒まで4段階切嘗できま す(自動ス7ー トL
⑤配当事は60%-95%までS段階の切替ができます。
⑥ 1硬貨で 1、2、5、10クレジットの切替ができます。

2機攻

ギャラガ {テーブル}

第173号

州
側
ナ
ム
コ
(
本
社
東
京
、

中
村
雅
哉
枇
長
)
か
ら
T

V

ゲ
l
ム
機

「
ギ
ャ
ラ
ガ
」
が

九
月
中
旬
発
売
さ
れ
る
。

こ
れ
は
宇
宙
戦
争
を
テ
i

DCカセットシステム
「ブロコル7J

昭和56年 9月15日

司、司、

--20
目

、、
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SPACE FURV 
DERBV NEW GRAND 

ツケ-ホ
~r 

~ 

々
/ 

変
仕

r・

，_ 

Realistic horse racing TV game. 

ド・ダービー

あのグランド ・ダービーがさらにレベル ・アップ.n
新しい魅力を秘めた本格的な競馬TVメダルゲーム。

このゲーム俊I~，運営基準に沿った

メダルゲーム場にてご使用下さい。

特に取得メダルの財物への交換は、

賭1専行為となりますので.絶対に続

止して下さい。

セガ・ニュー・グラン

Destroy the enemy castles 
with the fireball! 

WARLORDS 

Sega's very first "Colorbeam" 
space game. 

宇宙人が醤しかける /

XYカラーモニターを初めて採り入れた

ニュー・スペースTVゲーム。新発売

VIDEO POKER 
It's an exciti ng game! 

Try to beat the dealer! 

セガ・スペース ・フューリ

. ~IJ級と和'J(立がめり、ボタ

ンで，滋択し‘~ j 

.鰍をむた〈と ・呼i吸J;い

てがラスの' 1 ' 的「・由・，(，申~

J{を'，'/11リ .H"，・κがi亀'1'~でfJ とド的。|世
燃がう高い全日I¥'，'i')れ品 i;r，~ 
~ ~す。

. んた、 骨骨lよ正4・RXli，A;(ω) 
:，'，¥ ( ';~l ) 1，' ，r.，リ. ('(J'，でし
な刊。でむ;11べ t) " 

特 長

季、
弓
7 
ti， 

勺

や

コ
'(' 

竺事
ムさ

W91・16582' 

--、

ジ
ャ
ン
グ
ル
・
ロ

1
ド

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
製

JUNGlE lORD 
A multi-Ievel 

multi-ball fl ipper game. 
ウ
ォ

l
ロ
l
ド

-
人

1
4
人
で
プ
レ
イ
が
楽
し
め
る
ニ
ュ

1
・
タ
イ
プ

の

T

V
ゲ

l
ム
。
リ

l
ス
も
致
し
ま
す
。

米
国
ア
タ
リ
社
製
造
鈴
総
製
品

セ
ガ
・
ビ
デ
オ
・
ポ
ー
カ
ー

実
際
の
ド
ロ

1
・
ポ
ー
カ
ー
の
ス
リ
ル
を
味
わ
え
る

メ
ダ
ル
・

T

V
ゲ

l
ム
/
ハ
イ
・
ア
ン
ド

・
ロ

l
も

楽
し
め
ま
す
。

新着フリッパー 近日発売

PHARAOH 
ファラオ ウィリアムズ社製

SPLIT SECOND 
スプリット・セカンド スターン社製

FROGGER 

〒108東京総港区三回3・5・16 TELEX J27181 
TEL 03(455)6511(大代理買)

〒140東京都品川 区東 品川 1・32・IS:J-y..四ピル3F
. T E L 03 (472) 6405(代表}

〒556大阪市浪速区先町2・12・24・106
TEL 06 (647)“55(代表)

〒464名古屋 市 千樋区今池4-1・H 泡図ピル

TEL 052(732) 2611{代袋}

ヰ土

部

大 阪 営 業 所

名古屋営 察所

1市I

本

筏

芝、
J

フ
リ
ポ
ヅ

， 
困、

of a fearless frog. 

-・4・
』

挨

拶

時
下
益
々
ご
清
栄
の
・
』
と
と
お
慶
び
申
し
ょ
げ
ま
す
。

き
て
、
弊
社
が
ニ
の
た
び
発
売
い
た
し
ま
し
た
フ
ロ
ツ
ガ
ー

に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
機
よ
り
絶
大
な
る
ご
好
評
者
賜
り
厚
〈

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
弊
社
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
供
給
に
万

全
を
期
し
皆
織
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
行
〈
所
存
で
ご
M
ぜい

ま
す
の
で
、
何
学
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
フ
ロ
ッ
ガ

l
の
不
正
製
改
造
行
為
の
防
止
対
策
に
つ
き

ま
し
て
も
、
皆
織
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
叫
聞
に
絶
え
ま

せ
ん
。
二
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
皆
織
の
ご
協
力

を
得
た
〈
、
同
銀
ロ
聞
の
コ
ピ
ー
・

ボ
l
ド
告
ご
入
手
さ
れ
た
際

は
、
是
非
弊
社
ま
で
町
二
線
下
卓
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
な
お
、
コ
ピ

l
・
ボ
ー
ド
を
お
届
け
下
さ
っ
た
お
客

織
に
は
、
券
投
純
正
ポ

l
ド
と
お
取
嘗
さ
せ
て
舷
き
ま
す
。

融
骨
祉
は
山
圃
幽
需
界
の
正
常
な
発
展
の
た
め
、
不
正
製
改
造
品
に

対
し
て
は
断
闇
た
る
姿
努
で
臨
む
所
存
で
す
の
で
、
陶
製
品
を

お
取
怨
い
の
際
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
庇
ま
た
は
製
造
鮮
総
艇
を
ご
確

認
下
さ
る
よ
う
お
願
い申・
し
ょ
げ
ま
す
。
ま
た
不
正
製
敬
遺
品

を
単
に
売
買
の
対
象
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
実
際
に
ご
使
用
さ
れ
た
渇
合
等
に
つ
い
て
も
、
問
機
の
措
置

を
と
ら
せ
て
駁
き
ま
す
の
で
、
こ
の
点
十
分
な
ご
注
意
を
厳
き

た
〈
璽
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
九
月

東
京
都
大
田
区
羽
田

一
丁
目
二
番
+
二
号

線
式
会
社
セ
ガ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

代

表

取

締

役

隼

緩

中
山

フ
ロ
ツ
ガ
l

ゆ
か
い
な
カ
エ
ル
の
大
冒
険

コ
ミ
カ
ル
タ
ッ
チ
の
楽
し
い

T

V
ゲ
l
ム

The adventures 

一
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リ
フ
方
ル
ニ
ア
州
サ

ニ
l
ベ

イ
ル
、
カ
サ

l
ル
社
長
)
で

は
こ
の
は
ど
、
問
社
T
V
ゲ

ー
ム
機
「
ミ
サ
イ
ル

・
コ
マ

ン
ド
」
の
改
造
キ
ッ
ト
「
ス

ー
パ
ー

・
ミ
サ
イ
ル

・
コ
マ

ア
ン
」
の
キ
ッ
ト
を
製
造
、
販
見
な
さ
れ
る
。
さ
ら
に
無
断

ン
ド
」
を
製
造
、
販
売
、
直

売
し
て
い
た
と
の
こ
と
。
こ

コ

ピ
ー
品
と
知
っ
て
い
て
そ
伝
し
て
き
た
会
社
と
そ
の
縫

う
し
た
事
笑
を
前
提
に
、
訴
れ
ら
を
扱
っ
た
り
、
手
に
入
営
者
を
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ

訟
を
続
け
て
き
た
結
果
、
六
れ
た
り
し
た
者
は
、
カ
ナ
ダ
の
述
判
沖
地
裁
に
訴
え
た
こ
と

月
八
日
、
オ
ン
タ
リ
オ
に
あ
の
刑
法
に
よ
り
起
訴
さ
れ
う
を
明
ら
か
に
し
た
。

る
最
高
裁
判
所
は
こ
れ
ら
の
る
|
|
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

訴

え

ら

れ

た

の

は

ポ

ス

ト

被
告
に
対
し
問
題
と
な
っ
た
の
点
で
今
固
め
ケ

l
ス
は
注
ン
に
あ
る
ゼ
ネ
ラ
ル

・
コ
ン

製
品
な
い
し
キ
ッ
ト
の
製
造
、
目
さ
れ
て
い
る
。

ピ
ュ
|
夕
|
社
と
そ
の
経
営

販
売
(
オ
ッ
フ
ァ

ー
を
含
む

)

:
S
F
t
H
t
H
t
s
E
者
の
ケ
ビ
ン

・
コ
ラ
ン
、
ダ

行

為

の

似

差

し

止

め

命

令

を

グ

ラ

ス

・
7

y

ク
レ
ー
の
こ

出
し
た
。

K
A於
P

名
。
ア
タ
リ
む
の
説
明
に
よ

川

-vk，川

被
告
ら
は
す
ぐ
さ
ま
上
告

R
R

る
と
、
ゼ
ネ
ラ
ル

・
コ
ン
ビ

し
た
が
六
月
十
八
日
、
板
商

の

比
仲
町

に

A
1
7
1社
は
ア
タ
リ
む
「
ミ

裁
は
そ
の
上
告
を
判
却
下
す
る

害

ふ

S
S

時

サ
イ
ル

・
コ
マ
ン
ド
」
の
オ

最
終
的
な
判
断
を
下
し
た
。

侵

y
h
'

MW
リ
ジ
ナ
ル
機
の
追
加
来
板
と

拝
僅

4
E

こ
の
件
は

一
応
こ
れ
で
総
蔚

4

極

し
て
、
二
例
の

R
O
M
を
含

が
つ
い
た
わ
け
だ
が
ミ
γ

昨

ツ

積

む
P
C
ポ

i
ド
を
「
ス

1
バ

ド
ウ
エ

|
討
に
よ
る
と
、
今

;

ユ

i

出

|

-
ミ
サ
イ
ル

・
コ
マ
ン
ド
」

後
も
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
コ
ピ

借

A
ザ

州

刷
用
と
し
て
六
月
上
旬
か
ら
発

|
業
者
へ
の
追
及
の
乎
は
ゆ

標

止

日

一

タ

売
し
た
。
こ
九
が
ア
タ
リ
祖

る
め
な
い
と
し
て
い
る
。

商

、

前

列

ア

製
品
で
な
い
こ
と
は
当
然
だ

カ
ナ
ダ
の
著
作
権
法
の
も

h
A

が
、
ゼ
ネ
ラ
ル
コ
ン
ビ
ュ

と
で
は
、
著
作
椛
の
あ
る
作

寸
H
U『

l
タ

l
社
は
あ
た
か
も
ア
タ

開
聞
に
対
す
る
無
断

コ
ピ
ー
は

リ

祉

制
官
聞
で
あ
る
か
の
よ
う

も
と
の
著
作
権
者
の
財
産
と
米
国
ア
タ
リ
社
(
本
社
カ
に
、
ア
タ
リ
社
の
出
問
機
な
ど

i

i

i

l

i

t

i

---E
・e-
Z
S
I
Z
E
-
-
al

i

t

-

i

i

i

j

i

--

i

i

i

i

i

t

E

i
--

を
無
断
で
使
用
す
る
な
ど
の

T
V
ゲ
|
ム
「
ベ
ン
チ
ャ

ー
」
無
線
ぶ
り
を
示
し
た
。
こ
の

の
中
に
山
山
て
く
る
主
人
公
の
行
為
こ
そ
は
ア
タ
リ
社
の
尚

「
ウ
イ
ン
キ

l
」
に
ち
な
ん
機
権
、
同
機
の
商
稼
俗
、
箸

だ
ウ
イ
ン
キ
|

フ
7

y
シ
作
品
慨
を
俊
答
す
る
以
外
の
な

ヨ
ン
。
上
の
写
真
は

N

ウ
ィ
に
も
の
で
も
な
い
、
と
し
て

ン
キ

l
・
ハ
γ
ト
e

を
政
に
ア
タ
リ
祉
が
訴
え
を
起
こ
し

の
せ
た
ジ
ン
タ

1
販
売
部
長
。
た
の
で
あ
る
。

デ
ザ
イ
ン
は
ダ
イ
ア
ン

・
ロ
そ
の
後
の
情
報
に
よ
る
と

ツ
ク
ハ

ー
ト
販
売
次
長
に
よ
速
邦
地
裁
は
、
ゼ
、
不
ラ
ル

・

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
む
に
対
し

の
下
の
写
真
は
同
社
社
員
の
同
社
が

「
ス
ー
パ
ー

・
ミ
サ

ス
コ
ッ
ト

・
シ
ル
パ
氏
が
自
イ
ル

・
コ
マ
ン
ド
」
用
改
造

分
で
ハ
ン
ド

・
プ
リ
ン
ト
し
キ
ッ
ト
の
宣
伝
お
よ
び
販
先

て
活
て
み
せ
て
く
れ
て
い
る
活
動
を
停
止
す
る
よ
う
仮
処

θ

ウ
イ
ン
キ

l
・
シ
ャ
ツ
M

分
命
令
を
下
し
た
が
、
な
お

だ
。

係
争
中
の
も
よ
う
で
ゐ
る
。

な
お
ジ
ン
タ
|
部
長
ら
の
ま
た
こ
の
裁
判
中
、
被
告
側

胸
に
光
る
の
は
:
:
。
も
う
お
は
こ
う
し
た
改
治
行
為
は
消

わ
か
り
で
す
ね
。
そ
の
と
お
費
者
サ
イ
ド
で
は
当
然
の
こ

り
、
H

ウ
イ
ン
キ

1
・
ヮ
ッ
と
で
あ
リ
、
合
法
的
な
も
の

ペ
ン
¥

と
反
論
し
た
そ
う
で
あ
る
。

ミ
ツ
ド
ウ
ェ

l
社
の

コ
ピ
ー
機
排
除
進
む

最
高
裁
が
コ
ピ
l
機
の
製
造
、

販
売
の
禁
止
命
令

米
同
の
ミ
ッ
ド
ウ
エ
|
松

(本
初
イ
リ
ノ
イ
州
フ
ラ
ン

ク
リ
ン
パ

l
夕
、
マ
ロ
フ
ス

キ

l
社
長
)
に
よ
る
同
社
T

V
ゲ
ー
ム
機
の
コ
ピ
ー
排
除

は
着
々
と
成
来
を
挙
げ
て
い

る
が
、
こ
の
ほ
ど
カ
ナ
ダ
で

も
依
高
裁
判
所
を
舞
台
に
成

功
し
た
。
こ
れ
は
同
社
と
し

て
は
外
岡
に
お
け
る
コ
ピ
ー

排
除
の
第

一
仰
と
な
っ
た
。

同
社
が
訴
え
た
相
手
方
は

カ
ナ
ダ
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト

・
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
社

と
そ
の
資
任
者
カ

l
ト
・
ラ

イ
へ
ン
パ

ー
ガ
|、

ス
チ
ュ

ア
l
ト

・
リ
ー
の
ニ
名
。
ミ

ツ
ド
ウ
ェ
|
社
に
よ
る
と
、

こ
れ
ら
の
被
告
は
「
パ
ッ
ク

マ
ン
」
と

コ
フ
リ
ー

x」
の

ニ
セ
モ
ノ
を
「
プ
ラ
y

ク

・

マ
ジ
ッ
ク
」
の
名
で
製
造
、

販
売
し
、
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ア

ン
」
の
ニ
セ
モ
ノ
と
さ
れ
る

「ス

l
バ

1
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ

エ
キ
シ
デ
ィ
社

久

し

ぶ

り

の

新

製

品

で

ウ
イ
ン
キ
!
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

第173号

米
間
エ
キ
シ
デ
ィ
社

(本

判
官
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ニ

l
ベ
イ
ル
、
ビ
ー
ト

・
カ
ウ

フ
マ
ン
会
長
)
で
は
さ
き
ほ

ど
T
V
ゲ
l
ム
機
「
ベ
ン
チ

ャ
i
」
の
新
発
光
に
入
っ
た

が
、
久
し
ぶ
り
の
新
機
般
発

売
で
同
社
は
大
変
活
発
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
現
わ
れ
た
の
が
、

昭和56年 9月15日
~ 

声 .

『

《

月2回 (1 li・15日)発行

各自治体がTVゲーム機など使用制限へ

地
方
議
会
に
禁
止
の
権
限
が

あ
る
か
ど
う
か
で
大
問
題
に

の

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
頑
迷
さ
は
ケ
タ
は
ず

れ
で
、

T
V
ゲ
|
ム
出
怖
が
問

題
に
な
る
と
し
み
円
勺
そ
の
際

T
V
ゲ
l
ム
機

U
外
も
ま
き

ぞ
え
に
な
る
こ
と
ぐ
ら
い
は

当
然
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

全
米
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
規

制
の
動
き
が
あ
る
が
、

と
く

に
ひ
ど
い
の
は
テ
キ
サ
ス
州

は
ダ
ラ
ス
の
近
郊
に
あ
る
メ

ス
キ
l
卜
と
い
う
町
で
起
こ

っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

チ
ど
も
、
が

T
V
ゲ
ー
ム
機

に
熱
中
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

問
泌
に
な
る
と
し
た
ら
、
ま

さ
に

H
2
年
前
の
日
本
H

と

同
じ
で
、
問
題
に
す
る
側
の

頭
の
中
は
そ
う
論
理
的
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な

に
し
ろ
米
岡
地
方
議
会
と
き

た
ら
「
人
類
は
サ
ル
か
ら
の

進
化
に
よ
る
」
と
か

「地
僚

は
球
形
を
し
て
い
る
」
と
か

の
市
中
ん
よ
を
必
定
し
、
学
校
で

は

「
人
間
は
神
が
創
っ
た
」

と
か
「
地
味
は
平
ら
な
板
状

の
も
の
」
と
か
教
え
ろ
と
い

う
決
議
、
が
な
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
だ
け
に
、
日
本
と
は

ま
た
ひ
と
味
ち
が
う

H

頑
迷

教
育
関
係
者
H

の
存
在
を
知

-dR・3g-d-AY‘司
-re宅
AV・
ら
9
2
ら令官伝、
AV32ゐ

テニスの国際的スタ ー、ノfム シュリバー選手 i
が競技のかたわらで、米図セガ/グレムリ ン社 3

~rスペース ・ フ ュ ーリー」を楽 し んだ。 写真[ 1;!: 

ウェルズ ・フ7ルゴ・テニス トーナメントにて。

で

テ
キ
サ
ス
州
で
は

こ
の
町
が
先
般
制
定
し
た

粂
例
に
よ
る
と
、
本
来
塩
川
さ

れ
て
い
る
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l

五

s 
s 

第173号昭和年56年 9月15貝

シ
ュ
ラ
イ
バ

l
選
手
も
T
V
機
に
熱
中

、.
J

AU--1
 

，，‘、

菊鹿惑、斯穂、臨F裁惑と、ヨ白子そろって

迫力の地空戦ゲーム川間IIJ今、f重首釘〉
デヒ、ュ-f/

1刀ヲMご再現されま1;，

~怖のメガトンミサイルが、世界の都市を急襲しますl

③パターンを追うこ'とに、バyク(;j:・仏・米・伊・笑・

1虫・日六カ国の都市に変化します。

昼のパターン 夜のパターン

麻雀ゲームのパイオニア

アイレムカ新時代に妙蛾/
，.‘ 

句 、

T
V機
ブ
ー
ム

内米
の国

明
H
新
聞

(東
京
版
)
七

月
九
日
分
は
「
イ
/
べ

l
ダ

i
ゲ
l
ム
、
米
本
上
を

H

侵

略
H

」
と
起
し
て
、
ニ
ュ

ー

ヨ
ー
ク
の
同
紙
石
特
派
ぬ

か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
記
事
を
絡

げ
た
が
、
そ
の
内
容
は
次
の

と
お
り
。
文
中

「イ
ン
ベ

l

ダ
l
ゲ
ー
ム
」
と
あ
る
の
は

「
イ
ン
ベ

l
ダ
l
ゲ
ー
ム
な

ど
の
人
気
の
続
い
て
い
る
ビ

デ
オ
ゲ
|
ム

(T
V
ゲ
l
ム

機
)」

と
読
む
の
が
京
解
の

地
方
議
会
が
勝
手
に
然
じ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
、
と
い
う
大
問
題
に
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
だ
。

こ
の
ほ
か
目
立
っ
た
地
方

議
会
で
の
規
制
の
鋤
き
は
次

の
と
お
り
で
、
各
地
で
論
争

が
川
相
次
い
で
い
る
。

シ
カ
ゴ
市
の
動
き

T
V
ゲ
|
ム
出
慨
を
主
に
ゲ

ー
ム
機
の
巡
営
を
規
制
し
よ

う
と
す
る
米
国
各
地
の
動
き

に
対
し
て
、
業
者
団
体
と
し

て
は
ま
ず
メ

ー
カ
ー
団
体
の

A
D
M
A
(
本
部
イ
リ
ノ
イ

州
、
ジ
ョ
l
・
ロ
ピ
ン
ズ
会

長
)
が
対
策
を
打
ち
出
し
つ

つ
あ
る
。

こ
れ
は
全
米
レ
ベ
ル
で
業

界
側
が
対
策
を
議
じ
る
と
い

う
も
の
で
、

A
D
M
A
で
は

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
l
タ
i
団

体
の

A
V
M
D
A
(
本
部
イ

リ
ノ
イ
州
、
ベ
テ
ル
マ
ン
会

長
)
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
団
体

の
A
M
O
A
(本
消
シ
カ
ゴ
、

ノ
!
?
ン

・
ピ
ン
ク
会
長
)

に
呼
び
か
け
、
歩
哨
酬
を
合
わ

せ
て
、
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム

の
注
業
を
守
る
べ
く
行
動
を

開
始
す
る
と
し
て
い
る
。

ょ
う
だ
。

*

*

*

 

日
本
で
は
す
っ
か
り
下
火

と
な
っ
た
イ
ン
ベ

l
ダ
l
ゲ

ー
ム
が
、
全
米
で
異
常
な
ま

で
に
流
行
し
て
い
る
。
7

シ

ン
は
化
粧
直
し
し
た
日
本
か

ら
の
中
古
口
聞
が
闘
を
き
か
せ

て
い
る
。
つ
い
に
未
成
年
者

の
ゲ
l
ム
場
出
入
り
を
然
止

す
る
町
が
現
わ
れ
た
り
、
医

師
が
子
ど
も
の
親
指
の
け
ん

し
ょ
ヲ
炎
の
多
発
を
笹
山
首
し

満
の
者
が
使
用
し
て
は
な
ら

な
い
と
す
る
条
例
案
を
提
出

し
た
。
同
氏
に
よ
る
と
、
年

齢
制
限
は
緩
利
す
る
こ
と
が

で
き
る
し
、
保
護
者
同
伴
の

例
外
措
置
も
あ
り
う
る
と
の

こ
と
だ
が
、
従
来
以
上
に
ゲ

ー
ム
旧
制
を
規
制
す
る
考
え
で

いず官
。

そ
の

一
例
と
し
て
従
来
シ

カ
ゴ
で
は
、
六
台
以
上
の
設

置
に
関
し
て
ア
ー
ケ
ー
ド

・

ラ
イ
セ
ン
ス
が
必
裂
だ
っ
た

が
、
こ
の
条
例
が
通
る
と

一

台
で
も
設
明
幽
す
れ
ば
ア
ー
ケ

ー
ド

・
ラ
イ
セ
ン
ス
が
必
.
裟

と
な
る
。
ゲ
ー
ム
場
、
だ
け
で

な
く
シ
ン
グ
ル
も
す
べ
て
ラ

イ
セ
ン
ス
が
必
要
と
い
う
わ

7
だ
。

こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
報
じ
た

A
B
C
-
T
V
放
送
の
中
で

同
氏
が
登
場
、
あ
る
ゲ
ー
ム

坊
は

h

ス
ト
リ
ー
ト

・
ギ
ャ

ン
グ
の
巣
H

で
あ
り
、

向社

会
の
彩
部
分
H

だ
と
ぶ
ち
ま

け
た

(
「
キ
ヤ

y
シ
ユ
ポ
ー

ク
ス
」
八
月
八
日
号
)
な
ど

か
な
り
の
偏
向
を
示
す
同
氏

提
案
に
対
し
、
あ
ま
り
の
ひ

ど
さ
に
地
元
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

は
鴛
き
を
か
く
せ
な
い
も
よ

う
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
あ

ま
り
に
ひ
ど
い
ぷ
だ
。
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m
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、

，

A
d
j
y一気
1
v崎

a
d
w
b
L

止

代
表
さ
れ
る
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
。
口
五
千
八
百
人
)
の
阿
は
六

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
丹
、
条
例
で
寸
七
歳
未
満
の

ル
ス
な
ど
の
大
都
市
や

観

光

ゲ

l
ム
場
出
入
り
を
刷
用
止
し

地
で
は
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
た
。
違
反
し
た
経
営
者
は
マ

は
も
と
よ
り
、
デ
パ

ー
ト
、

シ
ン

一
台
に
つ
き
百
ゾ
の
納

ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
レ

金
。
子
ど
も
た
ち
が
、
昼
食

ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
、
ボ
ウ
代
を
つ
宮
込
ん
で
し
ま
っ
た

リ
ン
グ
場
、
お
み
や
げ
屡
・
:

り
、
犯
罪
に
走
る
な
ど
の
例

・:
と
ゲ
l
ム
マ
シ
ン
が
は
ん
が
増
え
緩
か
ら
の
苦
情
が
地

ら
ん
し
て
い
る
。
鮮
が
っ
て
元
議
会
に
殺
到
し
た
た
め
だ
。

い
る
の
は
十
代
の
男
の
子
、
が
こ
の
ほ
か
数
市
で
問
機
の

圧
倒
的
だ
が
、
管
広
を
き
ち
条
例
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

ん
と
者
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
風
い
る
。
ま
た
各
地
の
医
師
会

の
姿
も
目
立
っ
て
き
た
。

で
、
ゲ
ー
ム
の
や
り
過
ぎ
か

控
え
目
に
見
積
っ
て
も
こ
ら
親
指
と
腕
の
術
み
を
訴
え

十
万
台
は
持
及
し
て
い
る
と
る
子
ど
も
が
急
附
し
て
い
る
お

い
う
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
の
七
五
と
い
う
持
告
が
再
三
出
さ
れ

%
は
日
本
製
、
残
り
は
香
港
、
て
い
る
。

台
湾
製
が
大
部
分
だ
が
、
こ

映
画
の
都
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス

れ
も
主
要
部
回
聞
は
日
本
製
だ
。
で
は
、
こ
の
一
年
=一
ヵ
月
の

三
年
ほ
ど
前
に
紛
入
さ
れ
問
、
映
函
館
の
容
の
入
り
が

た
が
、
映
画
「
ス
タ
|
ウ
ォ
下
降
線
を
た
ど
っ
て
い
る
の

l
ズ
」
の
ヒ
ッ
ト
と
と
も
に
は
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
た
め
、

広
ま
り
、
昨
夏
の
終
り
ご
ろ
と
映
画
館
主
が
集
ま
っ
て
対

か
ら
ブ

l
ム
に
火
、
が
つ
い
た
。
策
を
協
議
し
た
。

マ
ン
ガ
や

業
界
は
今
年

-
年
で
七
十
五
お
も
ち
ゃ
の
先
り
上
げ
減
ま

悠
J

(約
一
兆
七
千
二
百

五

で

も

が
、
こ
の
せ
い
に
さ
れ

十
抽
出
円
)
の
先
り
上
げ
は
竪
。
て
い
る
。

い
と
み
て
い
る
。
つ
ま
り
、

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン

一
凹
の
ゲ
l
ム
料
の
二
十

五

ゼ

ル
ス
な
ど
で
は
、
ゲ
ー
ム

マ
硬
貨
を
三
百
億
枚
も
の
み
場
が
非
行
青
年
の
た
ま
り
場

込
む
わ
け
だ
。
同
じ
函
絞
な
に
な
り
、
飲
灘
、

マ
リ
フ
7

ら
食
べ
物
屋
の
百
倍
も
の
収
ナ
、
け
ん
か
が
絶
え
な
い
と

援
が
上
が
る
と
あ
っ
で
、

レ
-
一
部
の
地
域
で
警
察
や
市
に

ス
ト
ラ
ン
か
ら
の
く
ら
努
え
取
締
り
要
求
が
出
さ
れ
た
。

抑

制

も

続

々

。

ま

た

、

マ
シ
ン
を
貸
す
会
社

こ
の
大
流
行
は
さ
ま
ざ
ま
は
マ
フ
ィ
ア
な
ど
の
組
織
犯

な
社
会
問
題
も
引
き
起
こ
し
界
が
絡
ん
で
い
る
こ
と
が
多

て
い
る
。

ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク

市

い

と
、
答
申
欲
も
神
経
を
と
が

郊
外
の
ア

l
ピ
ン
ト
ン
(
人
ら
せ
て
い
る
。

イ
ン
ベ
i

ダ
i

h
ゲ
l

ム

た
り
、

「二
年
前
の
臼
木
」

が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
ベ

l
ダ
l
ゲ
l
ム
に

フ
ロ
リ
ダ
州
ほ
か

フ
ロ
リ
グ
州
の
コ
ラ
ル

・

ゲ
l
プ
ル
市
で
は
市
議
会
が

「
当
分
の
問
T
V
ゲ
l
ム
出
慨

を
殺
器
、
運
営
す
る
こ
と
」

を蛇
口閉
止
し
た
。
当
地
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
は
こ
れ
に
反
対
し

て
い
る
が
、
蛇
一山H
命
令
の
ほ

う
が
強
力
と
の
こ
と
だ
。

カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
で
は
前
固
有
既
報
の

と
お
り
、
ゲ
ー
ム
同
帽
を
含
む

風
俗
説
業
的
な
蛍
業
一
昨
の
規

制
糸
例
案
が
可
決
さ
れ
、
今

秋
に
も
実
施
さ
れ
る
。

一
カ

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
近
必
で
は
レ

ド
ン
ト
ピ
ー
チ
市
で
ゲ
i
ム

禁
止
の
動
き
を
業
者
サ
イ
ド

で
似
止
し
た
も
の
の
、
オ
レ

ン
ジ
市
な
ど
南
部
地
方
で
は

ゲ
|
ム
場
へ
の
規
制
が
強
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
7
l
ピ

ン
ト
ン
市
で
は
規
制
条
例
が

可
決
さ
れ
た
が
、
年
齢
制
限

な
ど
の
ほ
か
に
、
シ
ン
グ
ル

ロ
ケ
で
は
こ
台
ま
で
し
か
設

置
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
、

違
反
し
た
リ
包
装
者
か
ら
は
故

笹
さ
れ
て
い
る
織
械

一
台
あ

た
り
百
ド
ル
の
罰
金
を
と
る

と
し
て
い
る
。

米本土を、侵略、
非行取えて然l上騒ぎも

H
2

年
前
の
n

本
H

を
忠
わ
せ
る
よ
う
な
「
T
V
ゲ
ー
ム
ム
場
に
、
保
識
者
の
同
伴
な

機
規
制
」
の
戸
が
米
国
で
も
、

こ
の
と
こ
ろ
急
迷
に
強
く
な
く
十
八
歳
以
下
の
者
が
入

つ

っ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は

「
ス
ペ
ー
ス

・
イ
ン
ベ

l
ダ
で
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。

l
」
を
は
じ
め
と
す
る
主
に
日
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
T
V
ゲ

一
方
、
パ
リ
l
社
系
の

7
l

i
ム
機
が
、
世
界
中
を
湧
か
せ
、
米
国
で
も
大
ブ

1
ム

に

寺

ケ
l
ド
ゲ
l
ム
場
チ

ェ
ー

ン

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。
英
国
で
は
既
報
(第
一
川
号
)

「
ア
ラ
ジ
ン
ズ

・
キ
ヤ
ツ
ス

の
と
お
り

T
V
機
規
制
法
案
が
否
決
さ
れ
、
規
制
の
動
き
に
ル
」
は
数
年
前
か
ら
、
こ
の

ブ
レ
ー
キ
が
か
か

っ
た
が
、
米
国
で
は

H

自
治
の
精
神
仰
に

阿
の
S
C
「
タ
ウ
ン

・
イ
l

基
づ
き
谷
地
で
規
制
の
動
き
が
に
わ
か
に
具
体
化
し
て
き
た
。
ス
ト

モ
l
ル」

に
ゲ
l
ム

場
を
設
け
る
べ
く
計
附
を
進

め
て
き
た
。
し
か
し
町
は
こ

の
ほ
ど
ゲ
i
ム
坊
に
入
る
者

の
年
齢
制
限
を
持
ち
出
す
と

と
も
に
、
同

S
C
へ
の
ゲ
ー

ム
場
設
活
を
認
め
な
い
と
の

立
場
を
打
ち
泊
し
た
の
だ
。

こ
の
争
い
は
裁
判
に
持
ち

込
ま
れ
、
ダ
ラ
ス
の
述
邦
地

裁
で
ア
ラ
ジ
ン
ズ

・
キ
ヤ
ツ

ス
ル
側
が
勝
ち
、
さ
ら
に

ニ

ュ
ー
ォ
l
リ
ン
ズ
の
巡
回
裁

判
所
ヘ

メ
ス
キ
l
ト
市
が
持

訴
し
た
が
こ
れ
も
伺
市
側
が

敗
れ
、
連
邦
最
高
裁
へ
と
鋒

台
は
移
っ
て
い
る
。
最
高
裁

で
は
こ
の
件
に
つ
い
て
白
下

審
理
中
だ
が
、
十
月
に
は
判

決
が
下
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
裁
判
の
争
点
は
今
や
、

「地
域
住
民
の
多
数
で
あ
れ
、

本
来
縦
…
容
な
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

米

国

A
M
業
界
の
首
相
帥
と

i
ム
場
へ
の
十
八
歳
以
下
の
も
言
え
る
シ
カ
ゴ
で
は
、
プ

者
の
立
入
り
を
禁
じ
る
権
利
リ

γ
ジ
ポ
l
ト
地
区
の
ア
ル

が
あ
る
か
ど
う
か
」
と

い

う

ダ

l
タ
ン

・
パ
ト
リ

J
7
・

6
…
に
発
展
し
て
い
る
も
よ
う

ヒ
ユ

ル
ズ
議
員
が
、

T
V
ゲ

で
あ
る
。

つ
ま
り
連
邦
政
府

l
ム
機
、
フ
リ
ッ
バ
ー
な
ど

で
す
ら
認
め
て
い
る
も
の
を

A
M
機
に
闘
し
て
十
八
歳
未

ゲ
ー
ム
規
制
に
業
者
側
も
対
策

'
b

』

F
2
3
A
B陣
|

校

内

通

L
1

脳
会
カ
円
乙
カ
ト
，

P 
個、
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戸

旬、

(第165号~第171号)

旬、旬、z=
ロ

ヱイトポール DX 
米国/11)ー従製フリツ/1一。同

往型「工イト爪ーJいをもとに

新しい観点から作られだもので、

ビリヤードをデザインに保問。

発局1呂奈定。 1パリーJ加167

スペース・/tデツゼー

宇宙戦争ガテーマのTVゲーム

織。 3つの場窃11次々と震調写

る。4万岡レパーと発射i1¥タン、

Ia抑i量トボタンを}豊作。 20~>l!!i

定(dJj66]J5平向。{セガ祇}陶167

ブレ戸デス

問符初の;;tリジナルTVゲーム

機。宇宙滅争グテーマで、ゲー

ムはストーリーf1:ガある。画面

l昌鮮総与色彩。受注限定販売で

定価60汚向。 1テーカンl肋167

スカイスキツパー{テーブル)

問主I同8織のテーフ11Atl。ボタ

ンI草加速と録制、役τのPつ。f.'.>t

つ疋動均の総尚.f!l吊えφと高得

点。 141シ~定(àjj51汚向、 20~_/~

定価57万向。 1任天堂INa170 

戸ーモ'p・戸タック

米国シネマトロニクスむオリジ

eナJしてロック万一ラ砲を綬疋製

造古T諸窃。 XY七ニターのコン

パットヅ-{坤 3つのボタシ操
作。定価64h円。11!ガ祇j愉)170

ウォーロード

米鏑戸タリ従lこよ6・盟議Z下諸昂。

161?モニター際問の12ガ宇iヴ
/、スタンドE担。 a人までlFi持フ
レイ司勝。火の五刀ら減在守φ。

:<n面'19汚5十円。lセガ在]陶170

'‘ 

ビデオハスラー(テーブル) ビデオハスラー DCシステIJテレジヤンJ ワープ8ワーフ 丸ノPデス{テーフル')1¥-フサイX フレ3フデス(テーブル)20インチ

同む向8織のテーブル担。レ/1 ビリヤードゲームのひとつをT 問主1iJ後ゲム「テレジザン」 フフフイターをi集作しコミ刀Jし硲 同P同村憾の1¥ーフサイベモ担。 同位向包般のテ フJしE目。コン

ーで照準を決めボタンを仰すと、 Vゲーム緩{じし疋もの。白玉を の2人向。 2人ガ同時に対紙も 獄をやっつけていくというTV パタンI<l:Jl!!l事昼紘宇宙空臥 トロールレ!1ーとビームb題発射

白玉ガ照準!こ向かつてl首選。ス 動かして、~~のついと色玉を できる。 MD3型70汚問、 MT ゲーム銭。苅戦場面刀2つあり、 獄宇宙船との鋭い、l$lまへの帰 ボタン C、 ~ffi刀う攻めてくる

ピード(，，3段階。 20n目定価60 i1¥ケットlこ入れていくゲーム。 2l!!i75巧問、テーフ日11C1i3巧8 ワーフlこより場面を白E31こ綴効。 連盟という1自で進む。 1川、1E泊 費出を惣織。全部('411ターン。

汚向。 1コナミ]地168 発売予定不明。 1コナミl陶168 午向。 1データイースト}地168 定価幻志向。 1ナムコl陶168 38乃向。 1テーカンl陶167 定2必50万円。 1テーヵンl陶167

フロッガー DCシステムrフラッシ.:::u1¥ーイJ 刻局マージャン コスミッフ.p.ベンジザー{テーブル) コスミツク ・戸べンジャー

コナミ工業問先のTVヴーム験。 ヂ宙空間を飛，siO爪ツトを8万 2人向 rv麻雀ゲーム機。 T人 向I.H弓8織のテーブル迎。 4場 レ/1ーで宇宙船のスピードと方

刀工ルを前後在奇にジvンノさ 向レ11ーで操作しl結審吻を溜17、 問l昌コンビュータ ガ相手、 2 窃あり6へ納Jてい〈。獄ガ迫 向を操作し、発射と簸望書投下の

ぜ隙EE吻を道けはがら、証JfI3e メroのパンチと係当だりで叙を 人用l革2人lJ交互にフレイ。得 ると注議長吉と@j窃サインで望書告。 2つのit¥タンでMを踏破してい

川を漂って向ごうの家k~入れる。 電書演するもの。テ フ鐙価3汚 点、1<1:スコ戸とタイム1.:1J[勝。;ig 画面上部に全保l象を表示。定価 くというTVゲーム後。~価74
J:i=:i酉60/j向。 1セガ延}肋171 8+向。Iデータイーストl陶171 fi晶52h問。 1日本物産H削 71 60力肉。 1コニnーサルl陶171 万問。 1:1=/1ーヲルl陶171

TTマージャン

三i1祭耐iの許s6昂を玖良しJ.::T
V麻雀ゲーム銭。琶戸入り。 1)

ーチでタイマー途伎が逗く4まり
相手続ガ表にほる与と.の澄更。

~ÏüÍb2乃円。 1タイトーi 陶170

， 
ムーン・シャトル(テーブル} ムーン・シャトル wwm スパイダー ヴコフンガード{テーブル) ヴ戸ンガード

同社同名機のテーブル型。レパ 宇宙戦争ガテーマのTVゲーム 6刀図の都市をw台とし疋絶対 宇宙から司自殖しなガら降下して 悶干I悶8磁のテーブルω。進路 宇宙戦争刀テーマのTVゲーム

ーとボタンでロケットををから 機。メテズ~突破とMとの交蛾 空戦のTVゲーム機。場窃Iq;錦、 くるスパイターを電信f/li"るTV 方向の異怠るトンネルガ6渇E車 線。 8万向レIiーと4万向の発

石へ場動さぜ、加速もできる。 の2場面11交互にある。定価63 息夜ガあり、それぞれ搬の波 ゲーム豊富。字g美人の顔も現わ ある。途申、きp5でj邑示/1出る。 湖水タンを1農作し、トンネル{!

14~>型定価54万向。 20f'型定価 万問、ミ二戸ッフライト型定価 電車パターンガ異なる。定価52万 れる。 14~>型定価46万向。 20~;" 111f"型~価50万円、 20~>型定的 進みIei:ガら獄を迎電車。定fuJj68万
59万円。 1巴本物産j陶169 49万8干向。 1臼本物産l陶169 向。 1'Pイレム}陶169 型定価50巧向。 1シクマl陶168 58万向。 1新白本企画]陶168 向。 1新日本企画l出168

'‘ 

A 、

-
フルートレイン・ゲーム サーカス カミナリくんテスト バスケットポール ザ・力ラテ おみくじ機

m光点滅31のフライズマシン。 4つの，I.!l，認を利用してi1¥-ルを ハンドルを回してランフを点灯 議雲i1¥タンを伸し、it¥-ルを飛 空手ガテーマで、 'BLを伺15(~Jる 硬貨役入によりおみくじを手C
ffi定の列翠マーク5つをボタン タイミンクよく逮んでいき、自慢 さゼていき、全弱点灯させると ほして稽手のネット!こ入れると かという腕力を試すゲーム。民 入れるもの。 m女の人形11織殿

操作で点灯さゼるゲーム。金i'll J二部のピよ口の口に入れるヴー イナズマガ光るというゲーム。 いうゲームで、2人用。 t人鰐 (<1:8奴で、豊富を凹い疋力潜1.::$ 刀らおみくじを三万lこのせてi1Ii

点灯さぜると泉8'8ガ払い出され ム。 4図入れると策局ガ出る。 タイマ-ffjJ。会議刻~ガある。 の場合1<1:コンピューターがt~手。 じて2別れる。初級と初段がある。 んでくる。メロディ、鍋明っき。

るo~価28万円。Iこまやl陶170 定価40万円。 1関西精織}陶げO 定価38万問。 1こまや}出169 定価62万円。 1タイトー]陶169 定価74万円。 1宝化学}出168 定(ajj46万向。l岡本製作所l陶165

国

，、

TTマリンデート

コントロールボールの操作!こよ

り、タコをコールに導くという

TVゲーム織。磁置は99穏類ま

で次々と変化していく。再生局。

定価52万向。 1タイトーl陶169

TTマリンデート{テーブル〉

間柱間各機のテーブル型。タコ

を少怠い包叙でコールインさぜ

るとボーナス得点。途中、サメ

やカこなどガ出{泌を"る。定価
56万向。 1タイトー]蜘169

クランド ・チャンピコヰン

TVドライブゲーム織。他の語

との鰻争11ね徴。全体コース図

がある。シフトレバーっき。衝

突すると自動的にピットイン。

定価125万円。 lタイトー]陶169

ドンキーコンク

4方向レ/1ーで人鴎を主下を石

に4量動させ、レディをコンクカ

ら叡WJするというTVゲーム磯。

定価59万問、ミ二戸ッフライト

製定価55万向。 1任天堂}陶170

ドンキーコンク(テーブル)

悶干I同名般のテーブル型。 4段
階のゲーム場筋ガある。喜重ガり

沼ちてくるタルや火の玉をジャ

ンフで避けていく。 定価54万
向。 1任天堂l陶170

スカイスキッ/1-

8方向レバーと2つのボタンで

複事量殺を傾縦し、王織や動物だ

ちを荻うというTVゲーム機。

定価59万向、ミ二戸ツフライト

型定価55巧問。 1任天1ltJ陶170

P 

d、

おしゃべり方ーム

ルーレットで所定の個所に合え

leI:カプセル刀出てくるという電

光点滅式フライズマシン。 rお

隼ょう」怠と.の詣j'.6ガ出る。1E

l面的局向。lカトウ製作所}出171

ターピ』 ・マーク111

コンビコーターとメカ動作Cよ

る10人間メタルゲーム機。ミニ

チユ戸の馬8践が走り、遠鏡複

式の競穏を"る。受注限定販売

で定緬来定。 1シクマl陶165

スーパーレインボー・5ライン

TVメタルゲーム織ス-/1ーレ

インit¥-シリーズの第2勢。 T
Vスロットで3リール、 5ライ

ン。一度lこメタル5校没入弓様。

~l窃92万向。 1タイトー]地1 67

ニュー・グランドターピー

岡本1rクランドターピ-"のニ

ュータイプでゲーム内容は同じ

だが、同一連諸への鐙銭ガ2ケ
タ4段鰐!となるI(j:と変更ガある。

定価303万円。 11!ガ在}陶171

メリークック

カプセル払出し装置つぎの定書書

留隠式譲吻機。動作終]'9寺!こ1唱
の鳴き声ととも!こタマコ形のカ

プセルガtI;jる。メロディーっき。

定価76]ラ9千内。Iコナミ1陶165

力ラズケーシルバー 工イト

20~>2ウェイ 。 スピーカー採問

で、低高琶の潟皇室司同~"主力ラ

ズケ テーフジューク。費望新式

工コーっき。耳鳴ÔJUi~でEツト

で定価61万円。tタイトー]陶171

本紙「話題のマシ ンJ でとりあげた総目録です。賢 明 な 読 者 に は お わ か

町のことですが、とりあげる時点で@ 明らかなコピー機や⑥ とばくに使

用されやすいメダルゲーム機は 、すでに排除しています。 またニの総目

録作製に当たり会品目を再度チェックするなど点検を進めました。

配 列 は⑪ フリッパ一 、8TVゲ ーム機、 @ その他アーケードゲーム機、

。 メダルゲー ム機、 @ 乗物機、 @ ジュ ー ク(カラオケを含む)などで分

類、それぞれ掲載順としました。社 名 の う し ろ の 番 号 は 掲 載 号 数 で す。
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目
的
お
よ
び
定
義

(
目
的
)

第
一

条

こ
の
法
律
は
、

電
気
用
品
の
製
造
、
販
売
等

を
規
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、

粗
悪
な
電
気
用
品
に
よ
る
危

険
及
び
陣
営
自
の
発
生
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(
定
義
)

第
二
条

こ
の
法
律
に
お

い
て

「電
気
用
品
」
と
は
、

次
に
絡
げ
る
物
を
い
う
。

、

アミユース.メント通信社編

一
一

般
用
電
気
工
作
物

(電
気
事
業
法

〈昭
和
三
十

九
年
法
律
第

-
七

O
固有〉

第

第
六
粂
第

一
項
に
規
定
す
る

一
般
用
電
気
工
作
物
を
い
う

)
の
部
分
と
な
り
、
又
は
こ

れ
に
接
続
し
て
用
い
ら
れ
る

機
械
、
器
具
又
は
材
料
で
あ

っ
て
、
政
令
で
定
め
る
も
の

こ

務
俗
発
電
機
で
あ

っ

て
、
政
令
で
定
め
る
も
の

こ
の
法
体
に
お
い
て

「甲
種
電
気
用
品
」
と
は
、

消
逃
又
は
使
用
方
法
そ
の
他

の
使
用
状
況
か
ら
み
て
特
に

危
険
又
は
隊
容
の
発
生
す
る

お
そ
れ
が
多
い
電
気
閉
口
聞
で

あ
っ
て
、
政
令
で
定
め
る
も

の
を
い
い
、
「
乙
種
電
気
周

回開
」
と
は
、
甲
種
電
気
用
品

以
外
の
電
気
悶
臼聞
を
い
う
。

こ
の
法
律
で
定
義
す
る
「

帯
電
気
用
ロ
田
」
の
品
目
と
甲
種

電
気
用
品
の
型
式
認
可
の
有

効
期
間
に
つ
い
て
は
、
施
行

令
で
別
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

2 

気
用
品
の
製
造
、

輸
入
に
関
す
る
規
制

甲

@ 

製
造
業
者
の
登
録

第
三
条

甲
種
電
気
朋
u
m

の
製
造
の
事
業
を
行
な
お
う

と
す
る
者
は
、
通
商
産
業
省

令
で
定
め
る
甲
種
電
気
周
回
聞

の
製
造
の
事
業
の
区
分
(
以

下

「事
業
区
分
」
と
い
う
)

に
従
い
、
通
・
州
産
業
大
使
の

後
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。そ

の
他
『
登
録
」
に
関
す

る
条
文
の
俄
婆
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
あ
る
。

第
四
条

登
録
を
す
る
場

合
に
は
、
省
令
で
定
め
る
特

• 
法56)昭43・(昭36・法234、

{
疋
の
制
割
造
設
備
お
よ
び
検
査

設
備
を
有
す
る
こ
と
。

第
五
条

こ
れ
ら
の
設
倫

は
所
定
の
技
術
基
準
に
適
合

す

v
スuv
w
}

シ
」。

第
六
条

塗
録
の
欠
絡
条

項
と
し
て
、
電
気
用
品
関
係

の
法
令
に
違
反
し
て
別
に
処

せ
ら
れ
た
場
合
等
は
一
定
期

間
登
録
を
受
け
ら
れ
な
い
。

第
九
1
+
一条

釜
録
の

変
更

・
ヲ那継
・
廃
止
の
と
き

は
届
け
出
る
こ
と
。

@ 

製
造
業
者
の
型
式
認
可

第
十
八
条

登
録
製
造
事

業
者
は
、
制
調
進
し
よ
う
と
す

る
甲
級
電
気
用
品
の
型
式
に

つ
い
て
通
商
産
業
省
令
で
定

め
る
型
式
の
区
分
(
以
下
単

に

「型
式
の
区
分
」
と
い
う

)
に
従
い
、
通
商
産
業
大
臣

の
泌
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
符
定
の

用
途
に
使
用
さ
れ
る
甲
種
電

気
用
品
を
製
造
す
る
場
合
に

お
い
て
通
商
産
業
大
使
の
み

認
を
受
け
た
と
き
、
文
は
試

験
的
に
製
造
す
る
場
合
は
こ

の
限
り
で
な
い
。

一一一一一========一三川
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「型
式
の
鵠
可
L

に
関
す

る
申
議
官
時
の
規
定
の
概
要
は

っ
，
き
の
と
お
り
。

第
十
九
条

通
商
産
業
大

臣
に
型
式
認
可
の
申
訪
を
す

る
こ
と
。

第
二
十
条

常
信託
舟
ロ
聞
の

技
術
背
番
準
に
適
合
し
、
所
定

の
事
業
登
録
を
受
け
て
い
る

と
き
は
認
可
さ
れ
る
。

(
指
定
試
験
機
闘
の
試
験
)

第

二

+
一
条

登
録
製
造

事
業
者
は
、
通
商
産
業
省
令

で
定
め
る
型
式
の
甲
種
電
気

閉
口
聞
に
つ
い
て
は
、
通

-M
産

業
大
臣
が
指
定
し
た
者

(以

下

「指
定
試
験
後
関
」
と
い

ー

う
)
の
行
な
う
試
験
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

2
(要
約
)
滅
験
を
受

け
る
場
合
、ゆ
宵
令
で
定
め
る

区
分
に
従
い
所
定
の
巾
抑制
合

を
試
験
機
側
に
拠
出
す
る
こ

L
F
」。3

(要
約
)

技
術
止
の

基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
き

は
合
格
と
す
る
。

同
条
第

一
世
相
の
通
商
産
業

省
令
で
定
め
る
型
式
は
、
申

出
抑
電
気
周
ロ
聞
の
す
ぺ
て
の
型

式
に
わ
た
る
。
指
定
試
験
機

関
は
、
問
日
本
電
気
用
品
試

験
所
、
闘
機
械
電
子
検
査
検

定
協
会
、
制
日
本
写
真
機
光

学
機
器
検
査
協
会
の
三
団
体

と
な
っ
て
い
る
。

「
登
録
製
造
一
事
業
者
の
技

術
基
準
適
合
義
務
」
に
関
す

る
規
定
の
獄
事
官
は
次
の
と
お

，F
。第

二
十
二
条

製
造
を
す

る
場
合
は
、
常
気
用
品
の
技

術
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

第
二
十
二
条
第
三
項

製

透
し
た
電
気
用
ロ聞
は
規
定
に

従
っ
て
検
査
し
、
そ
の
記
録

を
作
成
、
保
存
す
る
こ
と
。

。
輸
入
事
業
者
の
型
式
認
可

第
二
十
三
条

甲
秘
電
気

用
品
の
輸
入
の
事
業
を
行
な

う
者
(
以
下
「
甲
種
電
気
用

品
輸
入
事
業
者
」
)
は
、
販

売
し
よ
う
、と
す
る
甲
様
電
気

用
品

{そ
の
者
の
愉
入
し
た

も
の
に
絞
る
)
の
型
式
に
つ

い
て
、
型
式
の
区
分
に
従
い
、

当
該
甲
緑
色
気
閉
口
聞
の
製
造

事
業
者
ご
と
に
、
通
商
産
業

大
阪
の
認
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特

定
の
用
途
に
使
用
さ
れ
る
甲

緩
電
気
用
品
を
販
売
す
る
場

合
に
お
い
て
、
通
商
産
業
大

庄
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、

こ
の
際
り
で
な
い
。

2

第
十
九
条
か
ら
第
二

十

一
粂
ま
で
の
規
定
は
、
前

項
の
認
可
に
準
用
す
る
。

3

第
九
条
本
文
法
ぴ
に

第
十
粂
の
規
定
は
、
第
一
項

の
認
可
を
受
け
た
甲
穣
電
気

用
品
輸
入
場
業
者
に
つ
い
て

準
用
す
る

(以
下
略
)。

第
二
十
三
条
の
こ
(要
約
)

申
緩
電
気
用
品
紛
人
事
業
者

は
、
一屯
気
用
品
の
技
術
基
準

に
適
合
す
る
も
の
を
級
光
し

@ (市
中
業
開
始
の
届
出
世
帯
)

第
二
十
六
条
の
ニ

乙
級

電
気
用
品
の
製
造
の
事
業
を

行

字
フ
者
(
以
下
「
乙
種
電

気
用
品
製
造
業
者
」
)
は、

事
業
の
附
始
の
日
か
ら
三
十

日
以
内
に
、
次
の
壌
市
引
を
通

商
産
業
大
臣
に
届
山山
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
(
以
下
婆
約
)
。

川
名
称
お
よ
び
住
所
、
山

種
類
お
よ
び
構
造
、
間
工
場

の
名
称
お
よ
び
所
作
地

2

第
十
条
第

一
項
及
び

第
十

一
条
の
規
定
は
、
乙
緩

電
気
用
品
製
造
事
業
者
に
準

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
迎

合
す
る
も
の
を
販
売
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

い二てして第る入業認又 で 的 の にけごご下認又
て土 製 1F準二 型業者可は 第 (定司王申 2よ れととに可は 第 {
準 ニ 巡の用 l式者又を第二表め項諮 っ 1;1:ににお l主fA二 zq
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@ 

第
二
十
三
条
第

一
項

た
だ
し
警
の
規
定
は
、
前
一
項

の
場
合
に
準
期
す
る
。

2 

⑮ 

乙
種
電
気
用
品
の
表
示
義
務

第
二
十
六
条
の
六

乙
綬
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

電
気
用
品
製
造
事
業
者
又
は

2

何
人
も
、
前
項
に
規

乙
栂
電
気
用
品
輸
入
業
者
は
、
定
す
る
均
合
を
除
く
ほ
か
、

当
該
乙
種
電
気
用
品

(
第
二
乙
額
一
電
気
用
品
に
問
項
の
袋

十
六
条
の
四
第
二
雨
明
に
お
い
示
文
は
こ
れ
を
紛
ら
わ
し
い

て
準
用
す
る
第
十
八
糸
た
だ
表
示
を
付
し
て
は
な
ら
な
い
。

し
舎
の
規
定
の
適
用
を
受
け
省
令
で
定
め
る
乙
種
電
気

て
製
造
さ
れ
た
も
の
文
は
前

用
品
の
表
示
の
方
式
は
っ
き

粂
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

の
と
お
り
。

表
示
す
べ
き
事
項

る世間
二
十
三
条
第

一一
項

た

ど

山

内

初
記
号
、

ω製
造
者

し
常
国
の
規
定
の
適
用
を
受
け
名
等
(
略
称
や
笠
録
商
標
で

て
販
売
さ
れ
る
も
の
を
除
く

も
よ
い
}
、

問
柏
、ー
同
定
裕

)
を
罪
す
る
時
ま
で
に
、

続

問

削

謀

品

目

似

刷

こ
れ
に
通
商
産
業
省
令
で
定
波
数
。
た
だ
し
。
即
日
に
よ
つ

め
る
方
式
に
よ
る
表
示
を
付

て
表
示
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

違
法
電
気
用
品
の
販
売
、

使
用
の
禁
止

自
家
用
電
気
工
作
物
を
設
中
間

す
る
者
又
は
電
気
工
事
士
法

(昭
和
三
十
五
年
法
律
第

一

三
九
分
)
第
三
条
に
規
定
す

る
篭
気
工
事
士
は
、
第
二
十

五
粂
第

一
項
又
は
第
二
十
六

条
の
六
第

一
一
墳
の
表
示
が
付

さ
れ
て
い
る
も
の
で
な
け
れ

ば
、
電
気
用
品
を
地
気
事
業

法
第
二
粂
第
七
雨
明
に
規
定
す

る
電
気
工
作
物
の
設
置
又
は

変
更
の
工
事
に
使
用
し
て
は

な
ら
な
い
。

2

1
滋
気
用
品
を
部
品
文

は
付
属
品
と
し
て
使
閉
し
て

製
造
す
る
物
品
で
あ
っ
て、

政
令
で
定
め
る
も
の
の
製
造

の
事
業
を
行
な
う
者
は
、
第

二
卜
五
条
第

一
項
又
は
第
二

十
六
条
の
六
第
一
項
の
表
示

が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な

け
れ
ば
、
電
気
用
岡
山
を
そ
の

製
造
に
使
用
し
て
は
な
ら
な

(販
売
の
制
限
)

第
二
十
七
条

電
気
用
品

の
販
売
の
事
業

(自
ら
製
造

し
、
又
は
輸
入
し
た
電
気
用

品
の
販
売
の
事
業
を
除
く
)

を
行
な
う
者
(
以
下
「
販
売

事
業
者
」
)
は
、
第
二
+
五

粂
第

}
項
又
は
前
条
第

一一
破

の
表
示
が
付
さ
れ
て
い
る
も

の
で
な
け
れ
ば
、
篭
気
用
臼聞

を
販
売
し
、
又
は
飯
売
の
目

的
で
叫
陳
列
し
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
第
十
八
条
た
だ
し

ち
(
第
二
十
二
条
第
二
項
又

は
第
二
十
六
条
の
四
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

合
ひ
)
又
は
第
二
十
三
条
第

一
項
た
だ
し
世
間

(第
二
十
三

条
の
二
世間
二
雨
明
文
は
第
二
十

六
条
の
五
第
二
羽
に
ム
お
い
て

準
用
す
る
幼
合
を
含
む
)
の

承
認
に
係
る
篭
気
用
品
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(使
用
の
制
限
)

第
二
十
八
条

電
気
事
業

法
第
二
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別表第 4から 型式の区分 (戦闘取締法施行規則第14粂関係)

電気棄物、電気遊戯盤 光源応用遊戯器具 電子応用遊戯器具

要素 区分 裂紫区分 要素 区分
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eue e 
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相伽伊 (財) 機械電子検査総定協会

[削1)尾酬外ののもものの 関東事務所東京都世間谷区砧 1-21-25 TEL. 03 (416) 0111 
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車青島年代のTVゲーム

ブロゴルフ
カセットテープ「プロゴルフ」に

は、通常の「プロゴルフ」と、硬

貨の追加投入により 9ホールまで

プレイできる 「トーナメン卜 ・プ

ロゴルフ』の2種綴あ円ます。

(ゲームの特長)

コースは9ホール。池あり称

あり08あり。グッドタイミン

クでナイスショット。グリーンオ

ンしたらナイスパット。息づま

るゴルフの醍創昧と臨渇感溢れ

る本絡的なゴルフゲームです。

【全面広告】 月2回 (1 8・15日)発行

新発売縦画面

横画面も好評発売中.グ

カ包ツト 14 tI パンチと体あだり、反転攻撃でフ
ラッシユボーイガ大活躍。

盟かさをiiiilliする、1Sf技術の

-_.. .. 
|;二.L 絡ま

会社

本 社:干171東京都鐙島区南 泡 袋 3-9- 5電話(03)988・2571{や

名古屋営機所 :〒464名古屋市千種区春岡通り 6の 28電話 (052)7625222 

福岡営現住 所:〒812得関市1揮多区l専多駅前3.3-12博多白水ビル5F電話 (092)4740120 

DATAEAST INC SANTACLARA CA95050 U.S.A 

株式会社デコ・ヰし銚干064札幌市中央区南二十一条西十二丁目879-15tt(OI 1)562-24 1 5{t 

器 新日本企
Shin Nihon Kikaku Corp. 

東京都台東区浅草繍5-4-4 ジュエル秋葉原
〒111ft03 (866) 6175 

〒530大阪市北区西天満6丁目1番2号千代図ビル別館5階
TE L. (06) 365-6621 (代) TELEX.5236785 SNKCO J 

東 京 支 底

仙台営 機 所

福岡営 機 所

むつ営 機 所

東大阪君主篠;;!i

仙台市よ杉6丁目 1番 12号鈴木 ビ ル 1館
宇980宮 0222 (75) 6071-3 
循岡市1岬多区I噂多駅東3-3・16111;膏ビル304号
〒812宮 092 (471) 8612-3 
青森県む つ 市新町 1 2 の 4
干035ftO 1 752 (2) 7780 
東大飯市吉田7・2・35ホワイトシャトー1白書
干578宮 0729 (65) 0533 
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援安滋111終tII~ttr(?/ I ::;;;:;;jii:;;;;;Overseas Readers Column igjzi綴綴緩緩2

The question as to whether licence 
agreements are being fully protected in 
the J 3panese AM industry is often 
raised by foreign manufacturers. To 
this we can only reply that there are 
enterprises which observe tlle rulcs 
faithfully， while there are also those 
which do not 

With respect to video games， in 
particular， there are currently a large 
number of licence agreements effec. 
tive both domestically and inter. 
nationally. Licence agreements be. 

tween Japanese enterprises came into 
being when Taito granted a manufac・
turing licence for its “Space Invader" 
game 10 10 odd other Japanese com. 
panies. Thls was during the Invader 
boom. Thls was done not merely to 
prcvent unlicenced copying， bul also 

sing Ti巴

because Taito alol1e could not mcet 
the rapid expansion of del11and. Thcse 
IicenciJ1g agreements have been signcd 
on condition that the Iicencees will 
not export most of the licenced prod. 
ucts to otheJ' countries. This stipula. 
tion was made when the licencees were 
granted the manufacturing licencc by 
the original Japanese manu facturers. 
With regard to the ovcrseas market， 
the original Japanese manufacturers， 
according to different agreements， are 
free to respond in an appropriate man. 
ner. 

In Japan， subsequent to the Iicence 
agreements on“Space lnvader"， other 
similar agreements have been signed 
between domestic manufacturers， in. 
cludωing those for Sega'冶s‘“‘トHeωadOnが"

and Na剖Il1CO'、s‘“‘Calaxi陥anが" At pr陀es鈴enl，

Irem Grants the First of Its 
Manufacturing Licences 

on“WWIII"to XCOR， US. 
Irem Corp.， Osaka， has recently 

granted thc first of its manufacturing 
Iicences to XCOR lnternational Inc.， 
New York， for Irem's video ga111e 
“WWIII" (World War 1Jl). 

XCOR International was a parent 
company of Williams Electronics， Jnc.， 
etc. Recently， howevcr， XCOR sepa-

rated Williams， etc. and launched into 
the manufacture of video games by 
using a factory which has virtllally 
been TUn by GDI. Needless to say， this 
is the first video game manufactured 
by XCOR itself. In the U.S. this garne 
wjJJ be caUcd “Red八lert・"in stead of 
“WWllI". 

間 "日間.

回

，子会~
司，.

『iJfW1
"WWIII (World W.r 111)" 

Namco Grants 
Licence for .Warp&Warp' 

to Rock-Ola， U. S. 
Nal11co Co_， Ltd.， Tokyo， revealed 

that it has reωntJy granted a licenω 
to Rock.Ola Mfg. Corp.， Chicago， to 
manu facture one of its video games 
“Warp & Warp" for North America 
and part of the European market. 

lncidentally， Nal1lco will import 
Rock.Ola's“Armor Attack" (l11anu. 
向ctured under Cinematronics Inc.) 
剖ldinstall the games in its own amuse. 
ment locations. 

“Warp & Warp" 

ωith Fareign 

these are thc most common types of 
agreements. Overseas， however， along 
with the reduced domestic l11arket and 
the growing video game boom 川

foreign markets -Europe in particular 
- even Iicenced prodllcts avai1able 
only in .Japan are beginning to be ex. 
ported along with copied products. 
(Whal 's more， Japanese m出lufacturers
have not informed overseas rnarkets of 
most of the licencees or licencing con. 
ditions.) ln extrerne cases， at the ATE 
1980， wlule many game rnachines 

imitating Namco's“CaJaxian" were 
exhibited here and there in the ex・
lubition hall， many European visitors 
were seeking the “Calaxian'・rnodels
of other manufacturers on display at 
booths other than that of Namc仏 asif 
they did not know that the original 

manufacturer was Namco. This kind of 
confusion seems tO be attributable to 
the fact that many Japanese manufac・
turers did 1101 think， one or two years 
ago， that theiJ' own prodllCIS would af. 
fect the overseas l11arkets. 

At prcscnt， many Japanese vidco 
game manufacturcrs arc cndeavoring 
to keep overseas markets frce from the 
exports of copicd products (including 
PC boards) so they can supply original 
products exclusively to thosc rnarkets 
tllrough tieups with reputable video 
garne manufacturers in different cO¥ln・
trics. Tlus is a great step fo阿 ard.

The following is Ihe latesl informa-
lion on a number of exclusive manu. 
facturing licences granted by Japanese 
rnanufaclurers to foreign panners. 

Konami Industry Grants 
aLicence on“Super Cobra" 
to 3 Foreign Companies 

Konami lndustry Co.， Osaka， an-
nounced that it has recently signed a 
m3nufacturing licence agreement with 
3 foreign companies for its v】deogame 
“Super Cobra". 

As usual， the American partner is 
Stern Electronics， Inc.， Chicago. J.P.M 
(Automatic Machines) Ltd.， U.K.， will 
manllfactllre the videos for the U.K 
and lreland market， while AVG (Auto. 
maten・VertriebsgeseUschaft) mbH， 
West Cermany， will manufacture the 
videos for West Cermany and the 3 
Benelux countries. J .P.M. is launching 
the manufacture of video games for 
the first time in its hlstory. 

“Super Cobra" is the second item 
in Konami's“Scramble" series. lt will 
be released in the U.S. in the near fu. 
ture， whiJe in Europe it will be in tro. 

duced sometime in Septemller. In 
Japan， however， dlle 10 markct cir. 
cUl11stances， l11arketing is still several 
months off. 

Incident，¥lIy， although it is rumored 
in t:urope that the “Super Scramble" 
will soon be intl'oduced to the market， 
Konami insists that the game does not 
exist， and such rumors arc grollndless 
and unconnected to the cornpany 

“Super Cobr." 

Er!tlt，lI、!JQ$uEde
This page is for overs印 sreaders 

who can read English but cannOI 
read Japanese. Every ye町 1visit a 
number of foreign countrieιand 
find that there often seem to be 
matters which are easily understooc/ 
by the Japanese， but mean different 
things to fore(抑制，due mainlyω 
Ihe c/ifference not 0ゆ inlan. 
guage bu 1 also in way of thinking. 
Thus， this page is to help [ore按'/1

readers understand the movements 
o[ Japan 's AM industry. 1 intend (0 
introduce our inc/ustry using the 
rnost sirnple descriptions possible. 

I would like ωoffer my answers 
(0 your probing questions， such as 
"1 want to know such and such 

aspect，" or “'l-Iow should 1 ap. 
proach this problem for befTer 
understanding?': So， please feel 
jト'ee(0 send your letters to me (1 

Call110t respond 0νer the phone). 
However， 1 call1lot reply to your 
questions as 10 how to secure 
profit.yielding machines as cheeply 
and quickly as possible， or as to 
how 10 sell your machines at as 
high a price allcl quickly as pissibl.ι 

Masumi Akagi 
Editor 

Publisher: Amusement Press， Inc. 
9.16. Kamiyamacho. Kila・ku，

0拍 ka，530 Japan 
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女コ ングに連れ去られた レディを救いに工事中のビルを駆けのぼります。

ドンキーコンク.

テーブルタイプ

スモール

アップライ トタイプ

.工事現場のシテュヱーションでたわむれる愉快なコングのキャラクター。

・次身と展開する1Iil'査を時間内にクリアーし、コ ングを上段へ違いつめます。

. ハンマーを待ってアタックする気分l草壮快です。高得点、にもなります。

. ジャンプボヲンとコントロ司ラ・"のハイテクニックで今までにないスリルを昧わえます。

. ユニークな効果音はゲームの雰図気を一層盛りあげます。

第1函函(スロープ〉

タ)1.1の落ちてくる方向に注意して

はしごをのぼります

アップライトタイプ

~~Â切 -M  -1- 株式 2U222221122mgJitzj;:;;;!ZIÜ_J't->>つ~.T~会4土 ……Z山区制 土問60TEL07…11 ー----~- 向山智興商 苧700悶山市.溜町4T@4萄11号 TELω62
N/Nn.加'KJLElJl舷'J刀双方'(CO. L!1l 1・22， KANDASUDA・CHOCHIYODA.KU TOKYO 101 -.JAPAN 

ミ=ホッパー CAH・句
英国コインコントロールズ従と旭精工側ガ象年
の銀術と経肢がら作りあげ定費量も小型でiI実~

III僑に筆太の収納容震をもっミニホッ/(ー
〈佐織〉

・It大収S時数 100円硬貨の場合 マー…υ1500岐
10向硬貨の喝合 ・……1300枝
25センーサイズ〆'fル…12∞枚

・硬貨払い出L: 1分間(50Hz)…・・・……220綾

(曲HZ)・e・'"，.，." 280枝
.カウント ')ミット :マイクロスイッチ付
・モ-?ー:定格 1S寺問 50HZ 1∞V 90W 

{ファン付} ωHz 100V 100W 

不良貨問題を一挙に解決
(改良五同室、 鎌似硬貨) 従来的セレクターとの取嘗えは簡単にできます.

コインセレクターによるロケーション管理グ

。 コインセレクター 900/F36 900/F 37(トータライザー付)

10門用・ 100円用、 1コイン-4コイン切醤えがワンタッチで

できます。

0数:!11:の多少にかかわらずご一報 下さればお送りします

MODEL 

720・A

W MODEし

720-A/F37 

50Hz 24V 44W 

60HZ 24V 4BW 
サーマルプロテクター内蔵瞬間停止裟置滋U

冷却ファン付
.使用可能径:17，5φ-27.0φ 匿 誼

コインホッパーCH・
〈特徴〉

1象年の筏舗と縫織で作り」二げだ.小砲で確実

怠機備をもっ“コインi1Iツ/(ー"
2.コインを続出写る位置la:iIIi<、全保の高さ1<1:

理Eも低い.
3 .サイズガI3EBI.::~1員で曾る(20φ - 30φ}
4円鑓のうしろC、ストラスト・ベアリングガ

入っているのでブレガ怠い.
〈仕欄〉

・最大担割地牧敏 :25e〆ダル ・・500枚
・硬貨払い出L紙数・ 1分間
(5日HZ)"'160校以よ {ωHZ)"'180枚以ム

.モーター・ 定絡時間連続
50HZ同日V 90W ωHZ IIOV 
サーマル・プロテク9ー内峰、
瞬間停止装置及び冷却ファン付

.使用可能コイン径れφ-30φ

."ウント用機知:ia健主イッチ

."編は本紙宛に

カタロダをご問

求下卓い.

IliJ!lI¥ 129耳目曹〈実公lI'l53・5'15~雪}によって保揮さn
11 告 ているもので晶り、こnと悶じ蝿置のコピーaモ正当申

伺1，，，，桂樹畠屯創世敏明打つkllこ品。却とうござい8''1. 曜判も右手しに!I'I酒販売し、8'r.:fa、帥入使用し尼由C苅

昌司の凶IiiM、その"i'fll，RI:.f')!:!'0主体および邑田JQ)験 して陣、 主記出瀕!と係る尭規事家ガ出願公告され疋噸lこ
蝿1こっ官、刊軒、実伺踊F耳、車置噂や申加しており、そ 誌に草フ〈輔酒量を納まし、 a:J.!~置に畢ヲ芭使用を直し
の一四割手、 慨にI)IJalよU官崎dn、工費用両帽によっ 止めらnる、ことじも躍り<1:'1ので刀刀るコピー畠の1肩入
てIii'lIdnて品。8'11. 使伺聖俗d5拍ょう置き盟し<1:'1.
紛iのt=Jt¥'1パーC州 .11山内鵬、.・帽を田』川端 的楠慌6月

宮めぷU'A~開51・ 93~世曹、日.、23993!l1J5UIこ抽・
53111曹に0;"出臓公開舎n!:!RIl司y，症に凶iワ、畳ほ実用 代車取時世 安部 実

陸国旭精工械式会社|
IOOW 

-・・・・・圃・・・・・・園田・・E
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本のおさわりミ0)(5さわり ! 

I平ネスデヲヲ'81
経大の鋲楽施設区域

i主γメリ;カのフロリダ州中;wオーランド市凶l+.i)j 

32kmにある『ディズニー ・ワールド」で、総而紛

1}jl.l05ヘクタール。1971年10月1日にオーブン 、

校資徹4億ドル(1.400億円)、初年度lニ1.070万人

の似'各を動員した。最も見物客の多いのは、カリ

フ~ )レニア外|アナハイムの「ディズニーランド」。

1979年10n1 1:1までに総数l悠9.700万 人の 見物等

が入場 した。

フ工 リス観覧車

1;1: M初の主主造者であるアメリカのmmジョージ -

w・7，0リス(1859-96)の名をつけたもので、

1893"1'.に38Ji5.000ドルをかけてアメリカのシカゴ

J!îではじめて建造された。 直後76m 、 l古HI~240m 、

ill さ1.087 トン、 60人の席のある36f~のゴンドラが

あり 、2.160人を一度に乗せることができた。その

i去1904年セント ・ルイスに移され、あ とス?ラ y

フにされて、1. 800 ドルで売却された。 1897年(~ p 

ンドンの 「アールズ ・コートi湾覧会」のために建

造されたものはl直後91mあり 、 l等のゴンドラが

10、21干のゴンドラが30あった。現在言語業中のJa

大のものは、オーストリ 7のウィーン市フレータ

一公附にある「リ ーゼンラートJ• 1896年にイギ

リスの役 師ワルター ・パセットがつくったもので

必径ωm_ 1971年 6 月 13日までの75~mj(こ 、 1 .5∞ 

万人の見物容を来せた。

量2も速いコースター

コー λターの最高スヒード!J:、商光 1:のJlP.白から
dd役されてきた傾向がある。最もおく 、従って[(i

もスヒードが出、ま た最も長いコースずーは、ア

Iiii界記録事典l
(~ '_f.' 

世界の記録を集め芝rギネスフックJ はさまざ(j;にお題をふりEまいているガ、

今回で27版、 251:王 (4単世紀〉を迎え疋という。日ふ服「ギネスフックJ1eJ;昨

年から諸談祉の手により発行され(N.マフつーター潟、rJ木栄一、大出縫訳)

ている刀、京本を-i!s顎l愛してパるのが残念だ。今回はこの臼本占語版IJらAM
ne設、ゲーミンクマシンに関係あるとこうをピック7フッフトてみだ

メリカのオハイ オ州シンシナチ近くのキングズ ・

アイランドドある rサ ・ピ一ストJ0 1980年 4η

511 のn.'(子川t
E降争ドで"昨1昨草i巡準10似4.23泳k叩mをJ必己s録よした。 全L長~2 ，2お5kmで、

243.8mのトン tト、1ルbと5臼/10，俊i笠幻E訂lい111械事転兵するラ七ン白却日分を
イi'jす.るe

250飽1"に l度、 10ドル {2.5∞f'1lで1∞ liドル(2
@5.α>0 jil'llが、tiたる γメリカのふハダ州のカ

ジノ全体での1979-80会Jffli伎のギ4・ンブルのあ

がり(;1.、 約2幻3~悠.ß 1ド、ル{“tが約"J5β5.∞0ω{sωl川Eリ引lυ)と兄k'似(lられた。

スロヅト .マシンでのi冶めよ去:J“iI幻1dρω1(白川.7百J4のrれ"(けf のJ必己s鉛~:ばt 、

lω98ω0年 lη 3r口!、 ラスベガスのフラミンゴ ・ヒル

トンで、アメリカのジ ιローム .f¥・.)-." - l~ (68 

員長)がすった30)jドル(約7.000/jl'l)。メリー ・ゴー ・ラウンド ・マラソン

の由社長時11il.!I.!Hは、1976(1' 8 /-120日から 9/12IJ 
にかけてアメリ hのオレゴン付。|ポート ラ ンドのゲ

イリー ・γ ンドー、 クリス ・ライオンズ、 ダナ ・

ドーノ〈ーの 3人が決りあ1けた312111・1::143分。

ジェットコースター

に jf~ り 4dlけと，!I.!Mは368 11.~ILiI.1980ilo 6 n 22 LIから

7)1711にかけてγメリカのフ Uリダ州。|ノマナマ ・

シティのミラクル ・λ トリ:t71創立I!也でジム ・キ

ングさんがili成 した。

世 界ーの持者↑専土器

1;1.アメリカσ〉ニ 1ージャージmi'トランテ {'y 7 

.シ7'{にある「リゾー γ ・インターナショナル

・カシノJで、I979ip立には2Ui:3. 294 li5.748ドル

(約5∞Ui:PIlの~~訟をあげた。広さ 6 万平方フィ
ート (5.574nt) で、127台のゲームテープルと 、

6，lOf~のス U :tトマシンがある。遡""ピー ク時の 1

"・r-r.，r存til;t.3 Ij5.∞0人にi童する。

スロット ・マシン

1世界Ia大のものは、アメリカのネパダ州ラスベガ

λの「ツ 1 ・7ィーノス ・カジノ」にある「ス

ーパー ./、ー ザJで.1B4立15.71m'0 1973年 9丹、

サイ ・レ y ドによって42i泣された。 この機械は、
世界一のローラーコースヲー、米国キンヴス・アイランドのfザ・
ピーストh 写真1;1.約43mの寓さからの・初のド口。ノプのようす.

. トムとねずみのゲーム

フリスキートム
6(日本物産)

-本格的競馬TVゲーム

キングダービ-
W95-2085(辰巳電子)

晶
可噂

ノダルゲーム慌の.HF，jl'，骨
lょっ、tしてIj 〆y，.ゲ

1.1品i!!将~. ''1. J ~. '，)・勺て

.: ftt '" 1・さ、.

.最高4固まで挑戦できる

ダブル・アップ
'f'95-1664(大 平技 研)

.カラーポーカ

ゴールデン・ポーカー
マ 95-1878(ポナンザ)

器電砂高官

v

・
マ
イ
コ

ン
内
蔵
の
新
鋭
機

ズ
ー
ム
エ
イ
ト

H

-最高レベルで、最新式

テーブル・サンパ
マ91ー14065(耳目砂電線)

.競馬のスリルを満喫

ズームエイト DX 
W91-14065(高砂電器)

... . 
• 

Telex 

5267710 VEND ...lP...l 
大阪市浪速区恵美須西3・3・36

ft (06)643・3857(大代表)

東京支広東京都中央区新JI!1・18・7

沖縄支庖

沖縄ベンドジャパン/沖縄県宜野湾市大山436 C( 09889)7・3333

株式
会社

C(03)553・8293紛
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ン売上10倍増グトマシーーズメンユ句、、ア

省スペースを実現した新たな魅力…

777フィーパー

メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
犠

ドンキーコンタ
自動紙幣収納器付き識別器

単体にて販売中グ

紙幣アーダ ックネ土

、|14インチカラーモニター使用 l

フレアデス 十おとι(諸島)
霊霊 36~ 

2 

20インチ(佳実蛍終諸済)

'‘ 

時代の要求する紙幣識別器は今やゲーム業界でも必要品となっています。

アーダック社は世界38ヶ国の各種紙幣識別器を製造している世界第一の

専用メーカーであり、弊社はこれを10年前日本に初めて紹介、以来極東

総代理庖として継続的に輸入、既に10万台以上の販売実績を有していま

す。自動紙幣収納器 (NOTEST ACKER)は実際のオペレーションに最

大の威力を発揮しています。
(エイコ ク電子製)

ヒ、ツ河y

レジヤ一.システム.クリヱイ夕一 〒45ωon05臼2-58幻3-0ω89引1-2

官EHKANI刷TERNATIO則ALCORPORATION 
2-1-13 AZUMABASHI， SUMIDA-KU. TOKYO， JAPAN 

PHONE: (03) 624-3101 TELEX J 27174 TEHKAN 

'UI.叫倣向島 tA."ゐ憎4必時必“お柚

4・‘必e叫明紙惜a必t

。嗣酔d必<uao叫叫制吋叫恥鴫4回総

電必aIdit'f

ダブルアップ新登場.グ-

ビバシリーズ

それぞれのプレイ

ヤーが同時に最高

4固までダブル3コ
ップ!こ挑戦できる。

唱

紙調書翻0機伺

〈 ゅ同ll~

マ95-1878ボナンザ製

女アーダック社製紙幣識別機単体販売実

マ95-1664

ミクマ産業株式会社

¥)OU 

総発売元

ARDAC BILL ACCEPTOR 

セ
ブ
ン
カ
ー
ド
近
日
発
売

お
ま
た
せ
し
ま
し
た
新
製
品
グ

ボ

ナ

ン

ザ

製

;. 

-・・・圃，‘
.... ，
 .
 

••• 

ROLLER TYPE (巻取式)
MODEL : CAT -JN・1500

1000円札 5∞円札両用

. 
• 
• 

• 

貴
国
内
販
売
代
理
屈
募
集
中‘ 

TRAY TYPE(押込式)

MODEL : TNT -JN-l000 
1000円札周

'‘ 

アーダックヰ土が日本の為に

新たに開発 した、 1000円干し
500門札両用識別器。

1000円札、500円札が別々に
各々 950枚、 250枚(107、5
万円)収納出来ます。

極東総代理庖 ENTE~P陀'5ε$，しτD~&NANZA 

日本市場に10~聞の実績を
有 L最も信頼性のある識別

器。10001司札が900枚 (90方
円)収納出来ます。

句き
以 lの メダルゲーム慢の設置運営につき ましては『メダルゲーT E L (045) 212-1890 東ビルデ イング横浜市中区本町 1-7
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教
科
書
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ど
れ
だ
け
あ
ず
か
リ
う
る
の

か
を
疑
問
に
思
う
。

し
か
も

今
回
、
文
部
省
と
の
合
作
で

「金
太
郎
あ
め
」
(
明
日
新

聞
七
月
十
日
号
)
に
近
づ
い

た
と
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ

と
で
あ
る
|
|

官
で

3
え
ば
日
本
の
数

料
。
は
大
し
た
も
の
で
は
な

い
と
い
う
ニ
と
で
あ
る
。
ま

あ
そ
札
は
そ
れ
で
勺
然
の
・
』

と
で
あ
る
と
と
っ
て
よ
い
.

が

一
方
で
疑
問
に
思
う
よ
う

な
ヒ
ト
を
つ
く
リ
あ
げ
る
の

に
そ
の
ひ
と
つ
の
呼
成
煎
製

な
フ
ァ
ク
タ
ー
を
し
め
て
い

る
の
も
決
し
て
言
集
の
遊
戯

で
は
な
い
つ
も
り
で
ヨ
う
の

だ
が
海
・
女
坂
が
使
用
し
た
教

科
書
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ

、
内

J
a
H

句。
山
陽
老
坂
は
昭
和
九
年
生
れ

で
あ
る
。
U
K
郡
日
出
雄
、
大

江
健
三
郎
、
井
上
ひ
き
し
た

ち
と
同
年
で
あ
る
、
ま
た
か

く
い
う
鎌
先
英
太
郎
も
そ
う

で
あ
る
か
ら
時
代
あ
る
い
は

世
代
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
同
じ

よ
う
な
感
じ
で
出
国
し
て
き
た

は
ず
で
あ
る
。

教
科
舎
に
つ
い
て
‘
た
と

え
ば
『
民
主
々
投
め
は
な
し
』
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当
時
の
教
科
書
と
し
て
は
可
し
て
お
も
え
ば
随
分
や
リ
ず

成
部
厚
い
も
の
で
あ
っ
た
の
ら
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ

だ
が
、
笠
健
太
郎
の
『
み
る
の
人
と
同
時
に
他
の
ク
ラ
ス

き
く
か
ん
が
え
る
』
だ
っ
た
で

一
般
社
会
を
教
え
て
い
た

か
を
叫
市
叫
ん
だ
後
で
は
、
必
に
人
は
後
に
岩
波
新
芹
に
そ
の

と
っ
て
は
あ
れ
も
泌
織
で
あ
者
が
出
た
り
し
て
よ
く
売
れ

り
退
肌
な
む
の
で
あ
っ
た
。
て
い
た
か
ら
こ
ち
ら
の
人
の

到
底
大
江
健
竺
郎
や
井
上
ひ

々
え
ガ
が
一

般
的
な
考
え
万

さ
し
が
感
じ
た
よ
う
な
も
ん
リ
で
あ
っ
た
か
む
し
れ
な
い
し

鰍
ゃ
く
脊
ぷ
で
は
な
か
っ
た
・
ま
た
岩
波
新
身
ど
か
ら

一
般

あ
の
教
H
H
山
内
を
つ
か
っ
た
佼

的

な

も

の
で
は
な
か
っ
た
か

於
で
ぶ
に
と
っ
て
光
り
鮒
く
も
し
れ
な
い
.

む
ル
牝
は
災
し
く
て
肌
駒
山
引
な
女
閑
話
休
題
.
そ
う
い
う
当

の，
f
k
-
N
が
同
じ
教
山
叩
.
に
叫
吋
何
物
に
な
る
ば
か
リ
で
あ

い
た
こ
と
だ
っ
た
。
あ
の
教
っ
た
『
民
主
々
殺
の
は
な
し
』

科
併
を
つ
か
っ
て

一
般

社

会

に

し
て
ら
指
揮
乏
坂
の
思
恕
形

を
教
え
て
い
た
教
師
は
東
大
成
と
か
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ

を
出
た
こ
と
と
自
分
は
柔
道
に
悪
彫
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と

が
途
者
で
喧
嘩
が
つ
よ
い
こ
は
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

と
に
つ

い
て
ば
か
り
授
業
で
い
か
。
そ
う
じ
て
海
老
坂
の

筋
し
て
く
れ
た
、

こ
の
人
は
時
代
の
教
科
書
に
つ
い
て
は

笹
察
予
備
隊
が
で
き
る
と
待
そ
う
だ
つ
た
の
で
は
な
か
ろ

っ
て
い
た
よ
う
に
し
て
き
つ
う
か
。

さ
と
入
隊
し
て
い
っ
た
。

こ

今
問
題
に
な
っ
て
い
る
教

の
人
と
同
時
に
他
の
ク
ラ
ス
科
書
の
問
題
と
い
う
の
は

F

で
授
業
を
し
て
い
た
人
や
こ
寸
逃
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ

の
人
の
後
を
峰
め
て
授
業
を
、
ヲ
か
.

し
た
人
は
ま
と
も
な
二
と
を
教
科
書
の
文
章
が
大
し
た

ま
と
も
に
教
え
て
い
た
の
に
も
の
で
は
な
い
と
い
-?
の
は

こ
の
人
め
話
の
杉
符
で
か
あ
既
に
大
前
総
と
し
て
普
か
ら

れ
は
ア
カ
で
あ
る
と
い
う
風
向
明
の
却
と
し
て
あ
る
の
で

将
が
た

っ
た
り
し
て
‘
今
に
あ
っ
て
.
二
の
問
附胞
が
A
，
の

.. マリジデート
恋人|ご対する貴方の愛償震をグユニーク怠

タコガクッションを』二手に利用してコール

で待つ恋人にヨコタツクする、 愛情レベルゲ

ームです。

跨祈り現われる努E主主主サメをスミで言語返す

るタイゴミは、涼しさを満喫していただけ

ます.

ヲラジドチャνビオジ

ハィスコ?ーを自活し雨・ ~m ・トンネル

.僑'-$字・ aの陽!iをつりやーしロボッ

トカーとMい合うレース!6.、トライブケー

ムの決定版で守.

サウンドは4チザンネルシステムの際問に

より錦湯悠あふれる大迫力で'11.

ε三三

問
題
で
は
な
く
、
今
や
は
り
ん
な
劣
悪
な
も
の
が
作
ら
れ

問
題
に
し
な
く
て
は
い
け
な
た
に
せ
よ
、
そ
う
い
う
こ
と

い
の
は
、
惑
削
W
酬押
を
与
え
る
は
不
問
に
附
さ
れ
て
し
ま
い

ζ
と
を
目
的
と
し
て
金
太
郎

立
派
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
役

あ
め
の
よ
う
な
教
科
の

が

つ

仰

を
川市
す
と
い
う
側
耐
を
も

く
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
ニ

っ
て
い
る
の
だ
‘
こ
れ
が
非

と
な
の
で
す
.
ど
こ
で
切
っ

慨
に
怖
い
の
で
あ
る
.

て
も
同
じ
よ
う
に
強
制W
仰
が

い

み

じ
く
も
白
唱
が
泌
つ

決
り
と
叫
酬
を
山
す
よ
う
な
教
て
い
る
よ
う
に
人
聞
の
心
、

科
符
が
問
題
に
な
っ
て

い
る

ぬ
ま
で
ま
る
ご
と
持
っ
て
い

よ
う
で
す
。
こ
の
辺
リ
の
民
〈
怨
し
い
も
の
が
教
科
将
な

別
に
つ
い
て
は
海
必
坂
に

フ

の

で
あ
る
・

才

l
ク
ボ

l
ル
で
ご
ま
か
す

朝
日
新
聞
へ
八
月
三

H
サ
)

よ
う
な
投
法
で
は
な
く
位
球
に
は
こ
う
い
う
記
事
が
あ
る
・

の
し
か
む
側
速
球
で
ぴ
し
っ
「
教
科
沓
を
」
教
え
る
教

と
決
め
て
欲
し
か
っ
た
。
育
だ
か
ら
自
民
党
な
ど
が
内

そ
れ
か
ら
教
科
怨
の
文
字
容
に

口
出
し
を
す
る
。
「
教

は
大
し
た
も
の
で
は
な
い
と

科

書
で
」

教
え
る
、
つ
ま
リ

い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
に

教
科
書
は
一
つ
の
素
材
だ
と

つ
い
て
も
勿
論
大
し
た
も
の

考、
え
る
教
書
円
で
あ
れ
ば
、
教

で
あ
る
の
に

こ
し
た
こ

と

は

科
容
は
ど
ん
な
も
の
で
も
よ

な
い
の
で
、
元
来
は
大
し
た
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
の
に
文
部
省
教
科
書

の
で
し
ょ
う
。

検
定
課
長
藤
村
和
田H
が
答
え

ま
た
教
科
舎
の
も
つ
な
味

て
い

る
。

が
そ
う
な
め
た
も
の
で
は
な

司教
科
書
の
発
行
に
関
す

い
例
と
し
て
読
売
新
聞

(タ

る
臨
時
様
流
法
で
は
、
教
科

刊
八
月
十

一
日
号
)
の
鎖
欄

告
を
『
主
た
る
教
材
』
と
し

で
の
白
壁
滋
夫
の
場
合
も
ま
て
い
ま
す
.
で
す
か
ら
現
場

た

そ

う

で

し

ょ

う

・

の

先

生
が
釧
助
教
H

刊
を
使
う

白
惣
は
バ

リ
ウ
ム
を
飲
ん

の

は

さ
し
っ
か
え
な
い
・
た

で
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
倣
彬
.
あ
だ
、
災
際
に
は
教
科
慢
だ
け

の
〈
二
市
泣
彩
法
〉
を
開
発
、
に
迫
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
.

W
ガ
ン
の
早
川刷
党
見
に
公
献

そ
れ
に
、
数
料
々
と
入
試
と

し
て
き
た
、
造
影
技
術
を
仰

い
う
も
の
を
切
り
総
せ
な
い

立
し
た
の
が
昭
和
三
十
年
だ

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

っ
た
。
し
か
し
「
数
料
併
に
ね
え
」

な
い
こ
と
だ
」
と
し
て
永

い
総
肢
を
み
る
と
、

藤
村
は

関
学
会
で
否
定
さ
れ
る
。
や
昭
和
十
年
生
れ
で
東
大
教
古
川

が
て
ア
メ
リ
カ
の
医
学
符
に
学
部
を
昭
和
三
十
六
年
に
か
T

取
り
ト
げ
ら
れ
、
今
H
の
帯

業
し
て
い
る
。
ス
ト
レ
ー
ト

及
に
至
っ
た
。

で
あ
れ
ば
三
十
三
年
に
は
か
T

そ
の
白
壁
が
誇
っ
て

い
る
。
業
出
来
た
は
ず
で
あ
る
。
入

「
あ
の
時
は
ね
、
日
本
医
試
に
苦
労
し
た
か
し
な
か
っ

学
の
西
欧
祭
持
を
膚
で
知
り

た
の
か
他
人
事
で
放
っ
て
お

同
時
に
教
科
書
と
い
う

も

の

け

ば
よ
い
こ
と
だ
が
、
入
試

は
、
人
聞
の
心
、
魂
ま

で

ま

に
強
い
拘
束
を
感
じ
た
の
か

る
ご
と
持
っ
て
い
く
恐
ろ
し
教
科
替
と
入
試
の
関
係
で
教

い
も
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
』

科
符
の
側
似
づ
け
を
行
い
た

教
斜
計
と
い
う
も
の
は

岨

い
よ
う
だ
.

u一山
山
米
上
っ
て
し
ま
う
と
、

た
と
え
そ
れ
が
ど
ん
主
意
凶

で
ど
ん
な
経
過
を
ふ
ん
で
ど
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